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一章










１．追放される




「いよいよＳＳランク一歩手前だな……！」

　ＳＳランク。それは冒険者の中で最上位の地位であり、唯一貴族になる方法だ。

　貴族になれば領主となって権力者の仲間入りができる。

　その貴族への王手を掛けたＳランクパーティー銀の翼シルバーウイングの一員である俺は、宿場の一室で巻き散らされた酒や食べ物を掃除していた。決して俺は雑用係ではない。

　この世界では極ごく稀まれにスキルを持った人間が生まれてくる。多種多様なスキルがある中で、スキルは絶対的な価値があるとされていた。

「結局、俺たちがここまでくるのにニグリスの鑑定スキルなんて要らなかったな」

　俺のスキルは【鑑定】。その人物の簡単なステータスを見ることができる。

　実際のところ、戦闘では役に立たないし、使えないゴミスキルだと言われてきた。

　銀の翼シルバーウイングが結成された時、同じ孤児院で育った幼馴染のアゼルに誘われ、俺はこのパーティーに入った。

　昔のアゼルと俺は仲が良かった。

　出会った頃は剣の稽古を一緒にしたりしていた。治癒魔法をメインで使うようになった俺は、いつしかアゼルたちが怪我なく安全に冒険ができるように後方支援を全力でやってきた。

　そうして若い俺たちがＳランクまで上り詰めたのは、多くの依頼を達成して、冒険者ギルドへ報告したことでその功が認められたからだ。

　だがランクが上がっていくにつれて、アゼルの態度は徐々に変化していった。今はパーティー内での俺はほぼ奴隷同然で、分割で与えられる報酬をリーダーのアゼルは『何もしてないんだし、少なくていいだろ？』と俺だけ当然のように減らしていた。

「うし、ニグリス。お前出てけ」

「……は？」

「ほら、早く出てけよ」

　何か言い返してやろうかと思ったが抑えた。こんなこと、今に始まったことじゃない。

　いつもの扱いだ。下手に反発すれば剣を抜いたアゼルが本気の殺意を向けてくる。ここは黙って従おう。

「……部屋から出ていけばいいんだろ」

「違う違う。ゴミクズには分からなかったか？」

　ケラケラと馬鹿にして、空になった酒しゅ杯はいを投げつけてくる。

「お前をこのパーティーから追放するっつってんの。お分かり？」

「冗談だろ……？」

「冗談じゃないって分からないの？　ほんっと能天気なカスね」

　このパーティーで攻撃魔法の使い手であるミーアが指で突き刺すように迫りくる。

「あんた！みたいな！役立たずが！寄生でＳＳランクになれると思ってるわけ？　恥を知れ！」

　癇かん癪しゃくでも起こしたのか鋭い目つきで、歯ぎしりをしていた。
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　俺にとって、銀の翼シルバーウイングは初めて組んだパーティーだ。思い入れがあるし、苦楽を共にしてきたと感じている。

　確かに、徐々に態度が変化していったことには気付いていた。

　いつかこうなるんじゃないか、と感じていたけど。

　コイツら、本気か……？

「理由を聞かせてくれ」

　俺に非があれば、アゼルならきっと言ってくれるだろうと思っていた。幼馴染のアゼルとは遠慮なく意見を言い合える仲だったはずだ。

　だけど、アゼルは自尊心が高くて負けず嫌いだ。俺がスキル持ちだったことを心の奥底では疎んでいたのかもしれない。

「気持ち悪りい奴。分かんねえのかよ、馬鹿にもほどがあるだろ」

「教えてやんなさいよアゼル。このカスにさっさと出ていって欲しいからね。同じ部屋に居るのも嫌だってのに」

　ミーアには嫌われているなと感じていたが、ここまではっきりと嫌悪感を示されたのは初めてだった。他メンバーの聖職者アン、盾役のオーガスも同様で、俺を寄生虫のように見ていた。

「俺たちはよぉ、元々四人で活動していくつもりだったんだよ。そこに鑑定スキル持ちのてめえがいたから、お慈じ悲ひ様で入れてやってたんだ。もうお荷物……いや、ゴミクズと一緒に行動する意味がねぇ」

　俺は数少ない鑑定スキル持ちであった。

　俺の唯一の価値は鑑定スキル。そう言われているように感じた。それすらもたった今否定されたが。

　無価値だと。

「確かに俺の鑑定スキルは対象ステータスしか分からない。だけど、それでも十分役立っていたはずだ」

　ステータスでは相手の潜在能力や詳細な能力が見られる。それだけでは戦闘に役立てないかもしれないが、モンスターの【状態：安心】や【状態：警戒】といったような相手の状態を確認することが可能だ。

　相手が油断しているのか、警戒しているのかでパーティーの行動は変わってくる。

　これがどれだけ戦闘面において有効か分からないはずがない。

「それが要らねえって分かんねえのかぁ？　あぁ!?　鑑定スキルがあるからなんだよ、俺たちは正面から叩き潰せんだよ。俺は天才剣士アゼル様だぞ？　コソコソとゴミみたいな鑑定スキルが必要かぁ？」

「……鑑定スキルが必要なくても、俺には治癒魔法がある。少なくとも、こちらでは十分な仕事をしていたはずだ」

　俺は鑑定スキルだけで活躍してきた訳じゃない。治癒魔法の使い手として、このパーティーではかなり活躍していた。

　何度も説明していたし、知っているはずだ。

「「「「ブ、ブハハハハハッ!!」」」」

　俺は茫ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまった。

「し、信じらんねえコイツ……っ！　頭おかしいんじゃねえのっ？」

「治癒魔法なんて使ってない癖にまだ言ってるの？　自分の無能さが受け入れられなくて妄想でもしてるんじゃないの？」

　アゼルとミーアに馬鹿にされる。

　アゼルのために無意識に気付かないふりを続けていたが、ようやく俺は、あることに気付いた。

　……これが、仲間に対する扱いなのか？

　パーティーのことを想って雑用を率先して受け入れ、戦闘中も味方が傷つかないように常時魔法を展開して……仲間は平等な存在じゃないのか。

「お前さぁ……馬鹿だよな。俺たちが怪我したのなんていつだ？　覚えてないよなぁ。俺たちはお前と違って、強くなりすぎちまったんだよ」

「……そうか」

「あー、国から寄生虫を駆除した報酬をもらいにでも行かねえとな」

　三年間、野営や荷物持ちの役割を自らやって、鑑定スキル以外でもパーティーに貢献できるようにと努力してきた。

　俺への報酬が少なくても、パーティーの遠征費などに使われるのならと我慢した。だが、実際は豪遊に全て溶けていった。

　誰からも認められず、評価もされない。

　ふざけるな……。

「なんだよ。睨みつけてきやがって、殺すぞ」

「……分かった。このパーティーを抜ける」

「無能が消えてくれて助かるぜ。あぁ待て、どうせ装備も要らねえだろ置いていけよ」

「これは俺が自腹で買った……」

「あぁ？　口答えすんのかよ。てめえはもう仲間でもなんでもねえんだぞ。殺してもいいんだぜ？」

　完全に俺の中で納得してしまった。

　コイツらは俺の仲間ではない。

　護身用の高級な杖と銀の翼シルバーウイングのマントを叩きつけて、部屋を後にした。

「うっしゃ、もっと酒飲むぞ！　これでＳＳランクへさらに早く近づけそうだからなぁ！　俺たちは最強の銀の翼シルバーウイングだ！」

　俺は一度も振り返ることはなかった。

　こんな奴らが仲間を語るな……俺は、俺だけの仲間を作る。




　Ｓランクパーティー、銀の翼シルバーウイングのメンバーは知らなかった。

　どれだけ酷い扱いをされても、仲間である彼らを死なせたくないからパーティー内に居た。

　そして、鑑定スキルを使っていたニグリスは知っている。彼らのステータスが一切変わっていないことを。ニグリスを信じず、自分たちの力を過信してきた彼らは何一つ成長していない。銀の翼シルバーウイングのＳランクは、ニグリスの援助があってこその功績だったのだ。

　そんな彼らに、三年前から必死にステータスのことをニグリスが伝えても聞き入れてもらえる訳がなく、自分たちの才能を疑おうとしなかった。










２．子どもを救う




　次の日。

　俺は近場の宿から出て、冒険者ギルドへと向かっていた。

　銀の翼シルバーウイングは最低なパーティーだった。三年間も気付こうとしなかった自分が情けなくて、悔しくなる。

　あれは仲間じゃない。

　いや、もう考えるのは止そう。まずはこれからどうするべきか、だな。

　全財産は金貨一枚と銀貨五枚、銅貨は五十枚だ。

　一日の食事と宿で銀貨一枚ほどだから、数日は過ごせる。

　本来であれば何十年も暮らしていけるほど稼いだはずなんだがな……。

　できればお金は欲しい。生まれた頃から貧乏だったから、せめてお金持ちにはなりたいという欲はある。

　でも――。

「パーティーなんか組んでもらえないんだよなぁ」

　実は、銀の翼シルバーウイングはこうなることを見越して俺の悪い噂ばかりを流していた。『ニグリスは無能だ』『役立たずのゴミクズだ』『寄生虫だ』。

　Ｓランクパーティーの根拠のない罵ば詈り雑ぞう言ごんは、人を遠ざけるには十分だった。

　ソロで冒険者をやってもいいが、俺が欲しいのは信用できる仲間だ。銀の翼シルバーウイングのような偽物じゃない。

　家族のような……信頼できる仲間が欲しい。

　冒険者ギルドは王都の中心部にある。

「すまない、薬草採取の依頼を受けたいんだが」

　それでも、お金を少しでも稼ぐため、受けられそうな依頼を受けることにした。

　簡単な依頼なら、パーティーを組むかどうかも関係ない。

　俺は最低ランクの依頼を受けて、森林へと足を進める。




　＊＊＊




「んだよ、病気持ちじゃねえか……汚ねえなぁ」

　森の中で、そう声が聞こえた。

　気になって近寄ってみると、盗賊のような男たちが居て、近くに檻があった。中には薄汚れ、目の腫れた少女が居た。

「奴隷商人の馬車を襲った時、兄貴が言ったんじゃないっすか～。女ならなんでもいいって」

「馬鹿やろう。てめぇ、病気持ちなんか相手にできる訳ねえだろ」

「えぇ～？　じゃあ、どうすんすかこの餓が鬼き」

「放置だ放置。ほら、お前ら行くぞ。こんな死にかけの小娘、ほっとけ」

　そのまま盗賊たちはその場を後にし、荷物を置いていった。

　……馬車を襲った、か。冒険者ギルドに戻ったら報告しておこう。

　それより、あの少女はまだ生きている。

　檻に近づき、中に居る少女に目をやった。奴隷の首輪か……。

「あ……が……」

　呂ろ律れつが回っておらず、焦点も合っていない。

　病気もあるだろうが、怪我も相当に酷い。

　放置しておくこともできず、俺は「治癒ヒール」と魔法を使った。

　俺の得意魔法は攻撃でも防御でもない。治癒魔法だ。

　元々治癒魔法が好きで、人を癒したかった。誰かのためになりますように、と。その努力を認められることはなかったがな。

　それでも、人を癒すために治癒魔法は使う。

　少女の金髪が大きく靡なびき、長い耳が窺えた。

「喋れそうか？」

「……え？　私、元気になった？　怪我もない……」

　何が起こったのか分かっていないようで、少女は茫然としている。

　これくらいはできないと、あのパーティーではまともに活躍することはできなかった。

　さて、本題に入る前に俺はこの少女の鑑定をしてしまった。

　俺の鑑定スキルは、その人物の潜在能力を見ることができる物だ。

　このスキルがあったから、前のパーティーに所属できていた。




　鑑定

【種族】エルフ

　フェルス　12歳♀　状態：安堵




【適性】

　魔力　小

　剣士　Ｄ／ＳＳ

　魔法　Ｄ／Ａ

　器用　Ｄ／Ａ

　忠誠　10




【呪い】

　エルフの呪いにより魔力を封じられているため、本来の姿、能力はない。




　以上がフェルスを鑑定した結果だ。




　適性には五つの項目が記されている。

【魔力】はその人物の持っている総量である。極大・大・中・小の四つに分類される。

【剣士】は剣の才能や武勇の才能。

【魔法】は魔法を使う才能。

【器用】は手先の器用さやセンスの才能。

【忠誠】は何かに従属していることを表していて、これが低いと信頼がないし、人であれば裏切る可能性があるだろう。




【剣士】、【魔法】、【器用】はＳＳ～の六つのランクで表され、最高がＳＳで最低がＤだ。




　ＳＳ、化け物

　Ｓ、かなり優秀

　Ａ、優秀

　Ｂ、平凡

　Ｃ、微妙

　Ｄ、才能がない




　その次に表示される物はその人物が、今抱えている大きな問題を表示することがある。

　彼女の突出しているのは【剣士】ＳＳだ。こんなの、初めて見たぞ。今はＤだけど、成長すればとんでもない逸材だ。

　それと【呪い】ってなんだ……話を聞きたいな。

「名前は？」

　一応知っているが聞いておくべきだろう。勝手に鑑定したからな。

「フェルス……あなたは？」

「ニグリスだ。フェルス、他に怪我はあるか？」

「な、ないです」

　奴隷の首輪を外してあげようと手を伸ばすと、フェルスの体が跳ねた。

　まだ少し怖いのかもしれない。そう焦る必要もないか。

　薬草採取の依頼をこなそうと考えていたのだが、フェルスと一緒では少し危険だろう。

　Ｓランクパーティーを抜けたせいで、今の俺のランクはＤランク。依頼に同伴するにもフェルスはあまりに幼い。かといって何もしないのもなぁ。

「わ、私はこれからどうなるのでしょうか……」

「正直に教えてくれ。フェルスは剣や魔法が使えるか？」

「どちらもやったことがありません……」

　鑑定で、【剣士】の適性はＳＳとあった。将来を考えれば化け物級の強さになるということだ。となればこれから先、誰も聞いたことがないような伝説を作る可能性がある。

　信頼を得ることを考えて、俺のことを話しておくべきだ。

「実は、俺は鑑定スキルを持っている。それでフェルスが【呪い】に掛かっていることを知ったんだが、何か知ってるか？」

「【呪い】ですか？　すみません……自分のことは良く分からないので」

　フェルスも知らないか。

　頭を悩ませた。なぜフェルスは【呪い】なんて物に掛かっているのか。

　俺の治癒魔法はその人の傷が深ければ深いほど、その人物の奥深くに入っていく必要があるから、たまにその人の記憶を見ることがある。

　人からすれば勝手に記憶を見られて気分が良いはずない。でも、治すためには必要なことだ。

「フェルス、手を出してくれ」

「は、はい、ご主人様」

　なぜお手なんだ……。

　なんだろう、尻尾が見える。き、気のせいか。

「どうやらフェルスは【呪い】に掛かっていて、そのせいで【魔力】が抑えられているらしい」

　まずは【呪い】を解除してやろう。

　鑑定スキルを使い、【呪い】の正体を突き止める。

　そういう使い方もできるのだ。

「基本的に【呪い】は二種類ある。自然的な物と人為的な物だ。ドラゴンや呪いの宝石などは自然で、闇魔法が人為的に当たるな」

「私は、自然的な物ですか？」

「それがな、どうやら人為的な物らしい」

　誰が、どうして、なんのために。そんなことを考えたところで答えは見つからない。本人すらも知り得ないことを、どうやって俺が知るというのだ。

　鑑定スキルではそこまで分からない。

　フェルスの【呪い】は【魔力】を封じ込める物か。解呪しても問題はなさそうだな。

「治癒ヒール」

「あの……【呪い】って、私、死ぬんですか？」

「ん？　あぁ、終わったよ」

　治癒の効果を高めたものの、記憶を見るまでには至らなかったな。

「えっ……え？」

「【呪い】は闇魔法だからな。聖属性の治癒魔法とは相性が良いんだ」

「なんだが次元が違うような……ご主人様は何者ですか……？」

「鑑定スキルが使える、治癒魔法が得意なソロ冒険者」

　フェルスを何もない状態へ治すことなんて難しくはない。

　ついでに傷跡も治したけど本当についでだから黙っておくか。

「魔法を使ってみてくれないか？」

「ど、どうやって使うのでしょうか……」

「実のところ、俺もあまり魔法には詳しくないんだ」

「じょ、冗談ですよね……？　それだけの魔法が使えて詳しくないって」

「嘘じゃない。治癒以外はからっきしでな。魔法は気持ちを込めて使うこと、くらいしか知らないかな。とりあえず、使ってみたい魔法を想像してやってみてくれ。そこの木とか狙ってみて」

「わ、分かりました」

　フェルスは両手を前に突き出して、「ふんっ！」と言うと辺りが光った。

　――――バゴォォォンッ!!

　暴風と爆音で視界と聴覚を奪われ、木を狙えと言ったはずなのに、クレーターの如く穴をあけてしまっていた。

「……う、嘘。こんなことできたことないのに」

　凄い威力だ。きっと彼女の中で、魔法というのはなんか派手な物、というイメージがあったせいだろう。

　爆発。純粋な魔力を放出しただけのような感じがした。

　驚きはそれに留まらない。

「ご主人様！　見て頂けましたか！　私やりました！　木を倒しました！」

「木どころか地形丸ごと消し飛ばしたな―――うぇっ!?」

「どうかしましたか？」

「フェ、フェルス……体が、成長してるぞ!?」

　ちんちくりんの12歳ではなく、一回り上の俺とほぼ同い歳とも言えるような体に変化していた。貧相だった胸元も果実ができている。

　金髪は伸びていて、さらに色濃く美しい輝きを放っていた。

「ほ、本当ですねっ！」

　なぜ喜んでいる。
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　元の服は無残にも内側から引き裂かれ、ほぼ全裸状態のフェルスに上着を羽織らせた。

「あっ一度だけ聞いたことがあります！　エルフで魔力の高い個体は、肉体を守るために魔力で体を成長させることがあると言ってました！」

「な、なるほどな」

　確かに、少女の体であれだけの魔法を撃つとなるとかなりの負荷が掛かるはずだ。肉体が追いつけず、魔力によって死ぬことを防ぐための防衛本能という奴か。

　道理で【呪い】を解除した時に変化しなかった訳だ。魔法を発動したことで、初めて魔力の扉が開いたってところか。

　エルフって便利な体をしているな。

　近くの岩場に腰を下ろし、鑑定でフェルスを見た。




　鑑定

【種族】エルフ

　フェルス　12歳♀　状態：安堵




【適正】

　魔力　極大

　剣士　Ｄ／ＳＳ

　魔法　Ａ／Ａ

　器用　Ｄ／Ａ

　忠誠　40




　適性などはほとんど変わっていないが、注目するべき点は他にある。

【魔力】小から、【魔力】極大に変化していたのだ。初めて見たが……普通のエルフもこんな感じなのだろうか？

　エルフは魔法が上手だと聞く。てか【魔法】もちゃっかり最初からカンストしてるな。

　まるでこれ以上【魔法】は伸びしろがないって言われてるみたいだ。

　忠誠心も基準が分からないけど上がっているな。

　とりあえず、体が成長したお陰で肩の荷が下りた。

「フェルス。お前には、二つの選択肢がある」

「選択肢ですか？」

「一つ目、このまま俺と一緒に冒険するか。二つ目は奴隷をやめて俺のもとから去り、一人で生きていくかだ」

　出会ったばかりだが、フェルスが純粋で良い子なことは伝わってきた。俺も素直に本音を話そう。

「俺はフェルスの才能を見込んで助けた訳じゃない。誰であれ、あの場で死にかけている子どもが居たら助けていた」

　治癒師とは、総じて皆、偽善者なんだ。

　自分が助けたいとか、死んで欲しくないと思うから勝手に助ける。その自己満足が今の俺の不幸を招いている。

　自己満足ではいけないからこそ、彼女の意思を聞く。

　迷った様子も見せず、フェルスは言った。

「そんなの、ご主人様と一緒に行くに決まってるじゃないですか！」

「そうだよな、自由に……え？」

「私はご主人様に助けて頂いたから生きているんです。この御恩は一生を賭けてお返し致します！」

　あれ……え？　なんか思ってた展開と違う。

　こうもすんなりいくとは思ってもいなかった。

　フェルスが俺に付いてくると決めたのなら、俺も行動を起こさねばならない。

「なら、フェルスはもう奴隷じゃない。俺の仲間だ」

「はいっ……ご主人様！」

　金髪エルフを一人目の仲間として、迎え入れた。

「ご主人様は禁止。ニグリスと呼んでくれ」

「分かりました！　ニグリス様！」

「……まぁいい」

　徐々に慣れていけば、様を付けることもなくなるだろう。

　さて、こんな湿気た場所で長話は酷だろう。それにそろそろお昼時だ。聞きたいことも多い。

　栄養不足は食べて元気になってもらうしかない。治癒魔法は健康のために使えるほど便利じゃない。

「じゃあ、飯を食いに行こう」




　＊＊＊




　昼飯を食べに来て、フェルスは床に座った。

「ご主人様と同じテーブルに座って、食べ物を頂くなんてできません」

「いや……困るんだけど」

　というか、女の子を座らせて自分は椅子に座るなんてできるか。

　他の客の視線も怖いし。

　フェルスがあの場に居たのは、奴隷として売り飛ばされる馬車に乗っていた時、盗賊に襲われたからだ。

　他のことについても、自身が奴隷であること以外は知らないと言っていた。

　どこか可哀想に思えてしまう。

　フェルスは奴隷精神が染みついている。

　パーティーに居た頃の俺と同じだ。一度染みつくと、洗っても落ちなくなってしまう。

「ですが……」

「一応、俺が今のご主人様だろ。だったら言うことを聞いてくれ」

「わ、分かりました……」

　強引にでも指示する。

　居心地が悪そうに座って、慣れていないからかもじもじとしていた。

　頼んだ品が来ると、じーっと眺めて俺に問う。

「これ、なんですか？　食べ物でしょうか」

「ハンバーグだけど、嫌いだったか」

「い、いえ……私に、ですか？」

「要らないのか？」

「た、食べますっ！」

　奴隷というのは相当扱いが酷いとは聞いていた。やせ細った手足に傷だらけだった体がそれを物語っている。傷は全て治癒で治してしまったが。

「美味しい……グスンッ」

　今後はフェルスから何かしらの意見が出たら否定せずに聞き入れよう。

　そうすれば、徐々に奴隷意識も薄まっていくだろうしな。

「あの、ニグリス様。私はニグリス様のお力になることができるのでしょうか……？」

「焦らなくていいよ。これからゆっくり、フェルスは自分のことを考えるんだ」

「……ニグリス様」

　外見こそ同い年に見えるが、中身はまだ子どもなんだ。ちゃんと俺が前に立って、フェルスを導いてやらなきゃいけない気がする。

「もう心配しなくていい。任せておけ」










３．治癒師として




　二日後。

　依頼は薬草の回収だったが、フェルスの能力を育てるという名目で他のモンスターを討伐することにした。

　草むらから狙いのモンスターを見つけ、フェルスが戦う。

　俺が治癒魔法を展開しているから絶対に死ぬことはない。

　フェルスはそのことを信用してか、自分よりも圧倒的に強いであろう相手に怯むことなく挑んでいった。

　忠誠心が高いとこうなるのか。

　剣を初めて握ったフェルスは、驚異的な戦闘センスを持っていた。

　最初こそ良く分からず剣を振っていたようだが、コツを掴むと独自に剣術を編み出し、Ｂランクのモンスター、レッドウルフを相手にしても引けを取らない動きを見せた。

　レッドウルフの鋭い牙が襲いかかる。

　フェルスは小手先で逸らし斬りつけた。

　……無意識に身体強化魔法を使っているのか。役職的に言えば剣士ではなく、魔法剣士といったところだろう。

「た、倒せた！」

　フェルスは飛び跳ねていた。

　無邪気に喜んでいる姿に、俺まで感化されそうだ。

　俺は剣を使っていないから対人戦の練習はできない。

「治癒ヒール」

　フェルスにできた細かい擦り傷などを治してやる。

　加えて、前のパーティーで培った知識や情報を真摯に聞くフェルスだからこそ、ここまで急速に成長できたんだ。

「なんか体が軽い気がします！」

「一応、治癒魔法は身体能力を少し向上させる効果があるからかな」

「そ、そんなことができるんですか!?」

　治癒魔法は効果を高めれば高めるほど、肉体に強い影響を与えることができる。本来、人間が出せる限界は八割でそれ以上は負荷が掛かり大怪我に繋がる。

　そこを治癒魔法でカバーすることで、限界以上の力を引き出すことができた。

「滅茶苦茶凄いじゃないですか！」

「あ、当たり前だと思ってたんだけど……」

　他の治癒師に会ったことがないからなぁ。もしかして、俺の治癒魔法って自分が思っている以上に使えたりするのか。

　前のパーティーだとそんなこと一言も言われなかったんだけどなぁ。

　少し照れ臭かった。

「戦闘では自分で考え、行動に移す。これを意識しろよ」

「はい！」




　＊＊＊




　それから、冒険者ギルドに戻った。

　にしても、普通の冒険者が二年か三年ほど活動してようやく相手にできるモンスターを、たった二日で討伐してしまうとは。末恐ろしい才能だ。

「レッドウルフを討伐した証だ」

「た、確かに確認しました」

　銀貨六枚。二人分だと考えると三日か。あまり悠長にしていられないな。

　冒険者ギルドでは、休憩中の他パーティーが居た。

　浮いているのは自覚しているが、ジロジロ見ないで欲しい。

「おい、アイツが銀の翼シルバーウイングを追放された無能らしいぜ」

「……すっげえ美少女連れててムカつく」

「無能の癖に……」

　噂話をする者や非難する者。そういう目で見られることは分かっていた。だからこそ、他の冒険者とは組むことができないし、組もうとすらされないだろう。触らぬ神に祟りなしという奴だ。

　誰だってＳランクパーティーに目を付けられたくはない。

「ニグリス様の悪口を言ったな」

「フェルス、冒険者ギルドで問題を起こすな」

　剣を掴んでいたから、制して連れ出す。

　どうやら、俺の悪口に対してかなりの嫌悪を抱いているようだ。

　……俺としてはかなりやりづらい。

　だって、今日の朝、偶然にも鑑定したらフェルスの【忠誠】が１００になっていたからだ。

　なんかした？　俺。

　普通にベッドで寝させて、ご飯食べさせてるだけなんだけど。

　他意はないと思うが、一緒に寝たいとか言われた。理性を抑えるためにそれだけは拒絶してきた。

　外見こそ俺と変わらないにしても、年齢は12歳のままだ。子どもってことを忘れて見た目に惑わされるな。

　しばらく市井を歩いていると前方から泥棒が走ってきた。

「どけぇ！　殺すぞてめえら！」

　ナイフを振り回し、食料の入ったバックを大事に抱えている。

　こちらへ一直線だ。

　タイミングが悪いな。

　俺は哀れだと思った。今のフェルスにとって、あの程度の男を取り押さえることは容易だ。

　ナイフが交差する瞬間、フェルスが男のナイフを弾き飛ばす。

　男が顔を顰しかめた。何が起こったか理解できないといった顔だ。

「なんだよ嬢ちゃん！　滅茶苦茶つええじゃねえかっ！　クソっ！」

　一連の動作は熟練の騎士を彷彿とさせる。

　フェルスは肘で男を叩きつけ倒した。

　身体の使い方も感覚で理解しているようだ。

【魔法】だけじゃなく、確かフェルスは【器用】も適性があったはずだ。センスとは凄い。

「ニグリス様、お怪我はありませんか？」

「お、おう」

　なんだろう、数日前まで俺が守る側じゃなかった？

　なんで守られる側になってるんだ？　もう心配しなくていいって啖たん呵か切ったのに、俺が守る必要なんてないんじゃないかこれ。

　しかも満面の笑みだし。不思議と尻尾が見える気がする……。

　何かを望んでいる……？

　子どもが頑張ったらどう褒める……俺が小さい頃されて嬉しかったことをすればいいのか。

「助かった」

　頭を撫でてやると、スリスリと頬を重ねてきた。

　犬。

　離れた場所から、鎧を着た衛兵が走ってきていた。

　俺たちの前に留まると、現場を見て驚く。

「き、君たちがやったのか？」

「あぁ、襲ってきたからな」

「ありがとう。この場を借りて感謝する」

　やったのはフェルスなんだが、本人は恥ずかしがり屋なのか俺の後ろに隠れた。

　話しかけに来た衛兵の男は負傷している。

「少し腕を見せろ」

　傷口に手を当てて、治癒ヒールと唱える。

「凄い……痛みまで完全になくなった……？　あ、ありがとう」

「あんた、剣得意じゃないだろ」

「あ、あぁ……なんでそれを」

　また癖で鑑定スキルを使ってしまった。

　まぁ知ってしまったからには黙ってるのも悪い。それにまた同じ怪我をする可能性を考えると黙ってもいられなかった。

「あんたに似たステータスだったら、冒険者は剣じゃなくて弓を使ってる。【剣士】の適性は低いが、あんたは器用さが高い。そこら辺の冒険者よりはいい線いくだろう」

「弓は使ったことがないが……わ、分かった」

　あっ、治癒してアドバイスまでしてしまった。

　余計なお節介を焼いてしまう自分の悪癖に呆れそうになる。

「俺には養わなきゃいけねえ娘が居るんだよっ！　頼むから見逃してくれよ！」

　他の衛兵が犯人の男を縛り上げるも、先ほどより暴れて抵抗していた。

　あのままだと抵抗できないよう痛めつけられ、もっと酷い目に遭うだろう。

「なぁあんた治癒師だろ！　さっき斬り掛かったのは謝るから！　俺も治してくれよ！」

「治してくれって……どこが悪いんだ？」

　男は出血していない。

　鑑定スキルで衛兵に負けず劣らずの能力があるところを見ると、冒険者をやっているようだ。それが盗みをするなんて、おかしな話ではあるな。

「モンスターに腕をやられちまって、剣が握れねえんだよ。こんな短剣でモンスターは狩れねぇ……だから、盗みをするしかなかったんだよ！」

「貴様の腕は治せないと他の治癒師も言っていただろ！」

「いや、治せるぞ」

　衛兵と犯人が呆気にとられた表情をする。

　傍そばによって縄を解かせた。

　もう逃げようとする意志はなく、猜さい疑ぎ心しんに満ちた瞳が向けられる。

　他の治癒師が治せないのだとしても、俺なら治せるのではないだろうか。

　フェルスが俺の治癒魔法は凄いと言ってくれた。その言葉が正しいのなら、俺はこの男を治せる。

　腕の筋がズタズタだな。その痛みを無意識に庇おうとして悪化した、という感じか。

　……治せる。

「治癒ヒール」

「誰も治せないって言ってたのに、こんなんで治る訳が……う、嘘だろ？　腕が、痛くねぇ！」

　あぁ、またタダで治癒してしまった。偽善的な行為は良くないと分かっているんだがな……どうにも可哀想だと思ってしまう。

　この男は盗みの罪を問われるだろうが、その後は冒険者として活動できるはずだ。

「疑ってすまなかった！　絶対にこの恩は忘れねぇ！　あんたの名前を教えてくれないか！」

「ニグリスだ。ちゃんと罪を償って、まだ痛みがあるなら来い」

　男は涙を流しながら連行されていく。

　剣ではなく弓を使えと教えた衛兵が、頭を下げて言う。

「ニグリスといえば、Ｓランクパーティーを追放された無能か……いや、すまない。無能なんて言い方は失礼だ。噂が全くの噓だとは……」

「気にするな」

　やはりＳランクパーティーとなると有名か。

「お礼をするにしても手持ちがない。せめて、貧民街には近寄るなとしか」

「貧民街？」

「今、治癒師が貧民街で居なくなっているらしいんだ。気を付けてくれ」

「へぇ」

　俺たちはその場を後にし宿へ戻ることにした。

「ニグリス様、どうかしましたか？」

「いや、金もないからな。貧民街に行くのもありかと思って」

「あ、あそこは危ないですよ」

「だからこそだ。どうせ、ここら辺じゃまともな仕事はＢランク以上にしかない」

　それに宿に寝泊まりなんて金が掛かりすぎる。まずは腰を落ち着かせる拠点が必要だ。あそこなら、金も掛からず住む場所がある。

　治癒師が貧民街で居なくなっていると言うのなら、人を癒して金を取るという商売もできるしな。

　悪くない。










４．一方、その頃１～追放パーティー視点～




　銀の翼シルバーウイングは冒険者ギルドで受けた依頼をこなしに行く。

　森林の中、モンスターの居る場所では普通の冒険者は警戒したり、静かに歩いていくのが定石にもかかわらず、彼らは大声で爆笑しながら歩いていた。

「ブハハハハハッ！　あのゴミクズの顔見たか？　絶望したような顔してよぉ！　俺たちに寄生していれば貴族になれると思ってたんだろうなぁ！」

「ほんっと面白かったわね。あー、胸がスカッとする」

「あー、思い出し笑いしちまうな。さっさとこんな雑用依頼終わらせて酒飲もうぜ」

　フェルスが簡単に倒せるようになったＢランクのレッドウルフを彼らは狩りに行く。

　準備もなく、怪我をしないと思い込んで。

「おい荷物持ち！　てめえは大人しく見てろ。邪魔したら殺すぞ」

「は、はい……」

　新人の奴隷も手に入った。これでこのパーティーは上に行くことができる。そうアゼルたちは思っていた。

「おー、レッドウルフから仕掛けてくるなんて初めてじゃねえか？　こりゃ探す手間が省けたなぁっ！」

　レッドウルフは、自身よりも強い者に挑みはしない。初めて向かってきたのには訳がある。昔の銀の翼シルバーウイングにあって、今はない物。そう、ニグリスが居たから、銀の翼シルバーウイングは強かった。




　＊＊＊




「クソッ！　なんでＢランクのレッドウルフに負けてんだよ……っ！」

「ゆ、油断しすぎただけよ！」

　Ｓランクパーティーの銀の翼シルバーウイングは、深い傷を負ってしまった。

　森林の木を殴り、苛立ちを解消させる。

　しかし、それでもリーダーのアゼルは怒りが収まらない。

「……おい、新人荷物持ち」

「は、はい……？」

　新しく入った新人の冒険者は、Ｓランクパーティーに誘われウキウキであった。しかし、現実は非情で彼に待っていたのは地獄のような雑務と奴隷のような扱い。

「てめえが居たから失敗したんだよ……」

「ぼ、僕は見てろって言うから見てて……！」

　口答えしてくる姿が気に入らないのか、剣を抜いて矛先を向けた。

　うぜぇうぜぇ、と連呼し斬り掛かる。

「ぎゃぁぁぁっ！」

「俺様に口答えしたからこうなんだよ……！」

　新人を斬りつけた。

「ちょ、あんた！　流石にそれはやりすぎだって！」

「うるせえ！　こんなしょうもない敵に負けたなんて報告できるか！」

　Ｓランクパーティーが、Ｂランクのモンスターに苦戦を強いられた。これがどんなことを意味するか。

　今まで積み上げてきた信頼、地位、功績がなかったことになるかもしれない。

　その恐怖だけがアゼルを支配していった。

「このことを知る者は俺たちだけだ。コイツを殺して、新人が足を引っ張って失敗したことにする」

「だからって……くっ、そうね。確かにそれはあるかもしれないわね」

　アゼル、ミーア以外の二人もそれに何も言わず納得した。これは運が悪かった。偶然だ。

　例の依頼を達成すれば貴族になれる。

「ひっ！　嫌だ！」

「あっ、てめぇ!!」

　隙を見て走りだした新人は、そのまま森林の奥へ駆けていった。

　追いかけていけば、先ほどまで戦っていたレッドウルフに遭遇するかもしれない。

　森の奥から、唸るような獣の声が響いていた。

「クソ……っ!!　冒険ギルドに報告されちまう……!!」

「何やってるのよ!?　あー、もう！」

「こうなったら、さっさと貧民街の女帝を殺すぞ!!」

「……依頼を達成して、圧力を掛けてもらうしかないってこと？　でも、貧民街の女帝はそれなりの実力者だって聞いたけど」

　銀の翼シルバーウイングは貴族からの依頼も受けている。

　その中でも大仕事の一つ、宰相の左腕を務める大貴族から、女帝の殺害依頼を受けていた。

　貧民街の女帝を殺すことは、どれほど難易度の高いことか。

「馬鹿野郎！　女帝を殺せばＳＳランクにしてくれるって言うんだぞ！」

　この依頼があったからこそ、ニグリスを追放しようと決定したんだ。

　ＳＳランクになるためには、大きな功績を残さねばならない。

　その任務が貧民街という王国の手が届かない目の上のたんこぶを何とかしろという依頼だ。

「残虐非道で、逆らった者は皆死ぬと言われている。捕まったら私たちも殺されるかもしれない。女帝は性格最悪らしいし、ここは慎重に――――」

「俺たちは銀の翼シルバーウイングだぞ！　女帝はよ、男嫌いって噂だぜ。そういう女が屈服する姿が見てぇ……お前ら、俺がヤるまで殺すんじゃねえぞ！」

　全く話を聞かない様子に、アゼル以外のパーティーメンバーは何を言っても無駄だと理解した。

　Ｂランクモンスターに負けたことは本当に偶然か。今まで傷を負ったことすらなかったのに、ニグリスを追放した瞬間にこうなった。

　きっと偶然だ。昨日の深酒が原因なんだ、と。

　そう思いつつ、彼らは帰路に就く。










５．貧民街の女帝




　貧民街はこの王国にとって、厄介な場所だった。

　この国の均衡を保っているのは王国、冒険者ギルド、聖教会の三勢力だ。この均衡が崩れれば、国は途端に傾くと言われている。そのため、貧民街はどの組織からしても邪魔な存在だ。

　だが、貴族たちにとっては裏取引の温床でもあり、賄わい賂ろの場としても使われている。

　そのため貧民街には危険な場所がいくつもある。この土地に馴染みのない住民は畏い怖ふし近寄ろうとすらしない場所に俺は来ている。

　俺たちが貧民街に足を踏み入れた時、盗賊に囲まれていた。さらに「女帝がお呼びだ」と連れてこられた場所は盗賊のアジト。

「うぬが巷で噂のＳランクパーティーを追放された無能か」

　王座に座る絶世の美女が女帝であることは一目で分かった。

　長い黒髪を切り整え、金糸で縫われた衣装と宝石の装飾品を付けている。褐色の肌と相まって妖艶さが際立って見える。瞳の奥に、じんわりと敵意を感じる。

　敵意はあっても戦う気はないらしい。

　隣に立つフェルスから強い歯軋りの音が聞こえる。

　無能ではないと否定してくれるのは嬉しいが、今は危険だ。

　ここで暴れれば、貧民街を敵に回すことになる。俺のために怒ってくれる子を叱ることはできない。

「頭ぁ！　コイツは無能と有名です！　どうせ何もできやしない、さっさと追い出すべきでさぁ！」

　部下の一人がそう言う。

　来るのか？

　女帝が立ち上がり、その部下を蹴り飛ばした。

　そのまま踏みつけ、汚物を見るような目で続ける。

「痴しれ者が。噂だけで人を判断するその短絡さ、貴様の弱点だと言っておるじゃろう」

「す、すみません！」

　……あの男、なんか喜んでないか？　き、気のせいだよな。

　確かに彼女ほどの美女は見たことがない。貧民街に信じられないくらいの美女が居るとは聞いていたが、美貌だけじゃないな。統率力もあるみたいだ。

　彼女の威厳と冷酷さ、先見の明を持っているかのような瞳がそれを物語っている。

　感情に囚われない判断をする人間は損得勘定で動く。しっかりと女帝に利を提示できれば、貧民街で生活することを許してくれるだろう。

「……無能という噂が、嘘である可能性は高いようじゃ」

　小声で何か言っていたが、良く聞き取ることができなかった。

　彼女は踵きびすを返して王座に戻る。風に乗って柑橘系の香りが鼻腔を擽くすぐった。

　俺は気付かれないようにこの女を鑑定で覗いていた。

　相当良いステータスをしている。




　鑑定

【種族】人間

　フローレンス　26歳♀　状態：警戒




【適正】

　魔力　小

　剣士　Ｓ／Ｓ

　魔法　Ｄ／Ｃ

　器用　Ｃ／Ｂ

　忠誠　０




【深刻な状態】

　心と体に深い傷を負っている。




　一番最後の文が気になるな……。

　ステータスではフェルスの方が強いと思うかもしれない。だがフェルスのはあくまで潜在能力の話だ。

　まだ成長途中の人間と、成長しきっている人間を比べるのはあまりに危険だ。

　潜在能力はフェルスが上でも、実力的に言えばまだＢ程度の彼女では勝てない。

　周りの人間もあまり強くないとはいえ、フローレンスが厄介だ。

　気を抜かないでいこう。

「数日前。王都で盗みを働いた男と、怪我をした衛兵がおったそうじゃ」

　フローレンスは頬杖のまま言う。

「盗みを働いていた男は貧民街出身の冒険者、モンスターに腕をやられ再起不能とまで言われた。にもかかわらず、不可能と言われた男の腕を治した者がおる。さらに、近くに居た衛兵に弓を使うよう言い、本人すらも知らぬ弓の実力を見抜いた。その衛兵のせいで妾わらわの部下が足に矢を受けてしまった」

　どうやら、俺のことについては噂以上に調査済みらしい。

　フェルスの警戒がさらに強まった。

　だが、俺はフローレンスのステータスで状態が【警戒】から変化していないことに気付いていた。

　もしフローレンスが戦うつもりであれば、状態は【危険】と表示される。

　こちらに対する事実の確認と少しばかりの愚痴だろう。

　フローレンスからすれば、俺のせいで仲間が怪我をしたんだ。腹が立つのも筋が通っている。素直に受け止めて、あとで治癒すると約束した。

「鑑定スキル持ちの治癒師ニグリス。遅かれ早かれ、うぬを呼ぶつもりではいた」

　ある程度は実力が認められているらしい。

「俺なんかが何か役に立てるとは思えないが」

「謙遜するでない。誠実な男は嫌いではないが好かれぬぞ」

「謙遜ではないんだが……まぁいい」

　治癒師が貧民街で必要とされているのだろう、と俺は考えていた。王都の方よりも、こちらは飢餓や病気が蔓延していると聞く。

　しかも、表には出せないような犯罪も数多くある。

　実は俺は薄々気付いていた。

　なぜ治癒師が消えるのか。

　先ほどのステータスにあった【深刻な心理状態】

　何となく、繋がった。

「つまり、自分を治せそうな治癒師を片っ端から集めて、失敗したら消してるってところか」

「……鑑定みたのか。なかなか良いスキルを持っているようじゃな。お主がＳランクパーティーを追放された無能とは信じられぬ」

　フローレンスも相当の実力の持ち主だ。でなければ盗賊団を従え、貧民街の女帝として君臨することなんて無理だ。

「じゃが、いくつか間違いじゃ。治癒師と名乗って貧民街の住民から搾取しようとしていた者ばかりだったからじゃ」

「そうなのか……？」

　事実を知らないから信用はできないが、本当なら悪い奴じゃない気がする。

　ともかく、俺の力は他の治癒師とは違うと何となく分かっていた。

　フェルスのおかげでそれに気付いて、ここ数日で確信した。

　俺の治癒魔法はかなり優秀だ。だからといって驕ったりはしない。

　もしここで治癒に失敗すれば俺を殺そうと襲ってくるかもしれない。

　失敗は許されない。前に進んだ。

「なら俺が治癒できたら、ここに住むことを許可してくれ」

「良いじゃろう。許可するどころか、一番良い場所をくれてやろう。ただし、失敗すれば貴様には死んでもらう」

「ニグリス様、そこまで賭ける必要はありません。これは明らかに一方的な――――」

「エルフの小娘。貴様には聞いておらぬ」

　貧民街の女帝。話こそ聞いたことがあるが、目の前にしてみるとなかなか狡こう猾かつな女だ。

　自分の巣に閉じ込め、逃げ場を無くす。

　拒否権なんてない、か。仕方ない。

「……分かった」

　どちらにせよ言質は取れた。

　ならば、あとはフローレンスを治癒するだけだ。治癒師として助けを求められているのなら助けよう。

「ニグリス様！　この女は危険です！」

「この状況で主人の心配をするとはな。良くできた奴隷じゃ」

「奴隷じゃない。仲間だ」

　一睨みすると「ほう……」とフローレンスが言う。

　仲間を奴隷呼ばわりされて、少しだけ苛立ってしまった。

　仲間を侮辱されるのが俺は一番嫌いだ。

　前のパーティーで俺がそうであったように、同じ扱いは絶対にさせないと誓っていた。

　あの辛さをフェルスに味合わせたくない。

「まぁ良い。お主だけ付いて参れ」

「フェルス。少しだけ待っていてくれるか？」

「……ニ、ニグリス様」

　軽く頭を撫でてやり、フローレンスに付いていく。




　そこは奥の寝室だった。

　女帝の寝室。肩を露出したフローレンスに、俺は言葉を失ってしまった。

「……なんだ、これ」

　一部がドス黒い皮膚になって、ところどころ膿んでいた。あまりにも酷い光景だった。

「あまり語らせるでない。治せるのか治せぬのか。はっきりせい」

「いや、これは――――」

「やはりお主も偽物であったか！　なんじゃ、これを見て人に言いふらすと脅すか？」

「時間が掛かる」

「え？」

　外がい套とうを脱いで、手首を掴んだ。

「じっとしてろ」

「な、何を……っふ、触れるでない！」

　肩に触れる。

　思っていたよりも細いし、しなやかな筋肉だな。

　だからこそ、余計に悲しい気持ちになる。

　努力してきたんだろうな。

「フローレンス。あんたの傷は俺が治してやる。だから少しだけ……過去を覗いても文句を言うなよ」

　魔法を使うには、気持ちが大事だった。

　その人物を思いやり救ってやりたいという気持ちがこと治癒魔法においては効果を強くする。

　そのため、深く入りすぎてその人物の過去を見ることがしばしばあった。

「ど、どの治癒師もこの傷を治すことなんかできなかったのじゃ！　そんなことができる訳……」

「じゃあ、なんで治癒師をまだ探してたんだ」

「そ、それは……」

　フローレンスはずっとこの病に悩まされていたのだろう。

　だから、無理だと知りながらも、もがき苦しんだ。

　救ってやらねばならない、と俺の気持ちを強くする。

「治癒ヒール」

　治癒魔法を掛けると同時に、フローレンスの記憶が流れ込んでくる。




　＊＊＊




　私は貧民街で生まれた。

　貧民街という場所は、何をやっても許される場所であった。ゆすり、脅し、殺人。そんな無法地帯の中で、私は生まれ育った。

　裏路地で身を寄せ合いママと一緒に、カビの生えたパンを食べ、ならず者たちにイジメられる日々を繰り返す。

「ママ……？　なんで私たちって不幸なの？　他人から物を盗んだり、悪いことをすれば、幸せになれるんじゃないの？」

「フローレンス。確かに、私たちは不幸かもしれないけど、他人まで不幸にしてはいけないのよ？」

「でも、みんなやってるよ？」

「悪いことをすれば報いがある。良いことをしていれば、幸せが待っている。フローレンス、悪事だけは絶対に働いてはいけないの」

「うん、ママ」

　ママは優しく微笑んでくれた。

　でもある日、ママが病で死んだ。

　一人ぼっちになった私は、生き抜くために手段を選んでいる余裕なんてなかった。

　必死に生きるため、剣を握った。ならず者に襲われ、剣で身を守った。

　男の急所を刺し、死体を漁る。襲いかかってきたから殺した。なら、私が盗んでも良いはずだ。

　生きるためだったとはいえ、己が人を殺めた恐怖と興奮。

　その時、二人の親子が私を見ていた。

　酷く恐怖した顔だった。自分たちも殺されるかもしれない。そう思ったんだろう。

「あ……」

　自分の過去と親子が重なった。

　悪事を働いてはいけません。そう言っていた母の言葉に、思わず涙がこぼれる。

「私は……」

　ママに会いたい。

　一人で生きていくには、ここは辛すぎる。

　良いことをすれば、幸せが待っている。そんなことは信じられない。でも、その言葉だけが私の中で深く残っている。

「良いことをすれば、幸せになれる場所を作ろう……誰もこの地を救ってくれないのなら、私が救う」

　良いことをしていれば、幸せがあるんでしょ？　ママ。

　その時から、私は貧民街の女帝になることを決めた。

　女帝として、この地を管理しよう。悪事を働く者には痛い目を見せてやろう。誰も食べることに困らない、平和な街を作ろう。

　そう誓ったのだ。




　＊＊＊




　……母と同じ病気だったのか、こいつ。

　数分の時が流れ、ようやく黒く変色した部位を取り除くことに成功した。

　ちょっとばかり痕が残っているが……何度かやれば問題ないな。

「ほ、本当に……病気が……」

「すまん、少し過去を見た」

「誰にも言うでないぞ……」

　フローレンスは下唇を噛み、紅潮していた。

「ち、治癒は済んだし、病気は消えた。これで住むことを許してくれるな」

「……妾の命を救ったも同義であるぞ？　他には要求しないのか？」

「しない」

　断言できた。

　俺は患者の傷を抉ったり、脅したりするような治癒師をクズだと思っている。俺の治癒経験は二流だが、落ちぶれないために心に刻んでいることだった。

「……良いことをしていれば、幸せがある……かの」

　フローレンスの記憶を見て、口にしていいか憚られたが、思ったことはちゃんと伝えようと思った。

「……良い母親だと思ったよ。それにフローレンスが本当は心優しい人なんだって分かった」

「なっ……」

　フローレンスは呆気に取られていた。どことなく、幼い少女に思えてしまう。美女かもしれないが、努力家であることは過去を見て知った。

　誰かのために頑張る女性を、放っておくほど俺は腐っちゃいない。

「今まで頑張ってきたんだな。なのに、こんな病気に掛かって辛かったよな」

　同情して微笑むと、フローレンスが間の抜けた顔をする。

　治癒は傷や病気は治せても、心までは治すことはできない。

「もう大丈夫だ」

　でも、言葉が心を癒す治癒になることだってある。

　そのことを、俺は良く知っていた。

「――――こ……このっ……！　わ、妾に慰めなんか……にゃ、にゃぐさめなんか通じぬぞ！」

　まさかのヘナヘナパンチが俺の腹部を突いた。

　あれ、痛くない。

「わ、妾は男なぞに……ふんっ」

　俺は朗らかに微笑んで、治療が終わったことを伝えるため広間へ戻った。

　すると、涙目になっていたフェルスが俺に飛びつく。

「ニ、ニグリス様！　心配していました！」

「大丈夫、心配かけたな」

　その後ろから、フローレンスが出てくる。

　フローレンスは赤面しながらも頑張って凛とした表情を作っていた。

「頭ぁ！　謎の病気は治ったんですか!?」

「……用意せよ」

「は、はい？」

「ニグリス殿と暮らす家を用意せよ！」

「えぇぇっ!?」

　そういえば、治癒が成功したら、一番良い家をくれると言っていたな。

　きちんと約束を果たしてくれる辺り、フローレンスは貧民街の中だと珍しい部類だと思った。

　商売をやる時とかに手伝ってもらえるだろうから、少しは信用した方がいいかもしれないな。

「し、信じられねぇ！」

「あ、あの難攻不落の頭が……」

「お、乙女の顔してるっ！」

　フローレンスの部下たちがどよめき、信じられないと口を揃えていた。

　い、一緒に暮らす……流石に冗談だよな。聞かなかったことにしよう、考えるだけで面倒臭そうだ。

「ニグリス殿っ！　家以外に欲しい物があったら、遠慮なく言うのじゃぞ！」

「ニグリス様に馴れ馴れしいですよ！」

　俺は屋根があって住める場所ならどこでも良い。

　とりあえず、家まで案内してもらうことにした。










６．新たな拠点




　貧民街といっても、フローレンスが管理している地域は善良な方であった。

　冒険者ギルドのある王都中心から、貧民街は外に行くにつれて環境は悪くなっていく。フローレンスは冷酷非道や悪魔だと言われているが、事実上はかなり良識のある統括者だった。

　その中でも、とびっきり条件の良い家……というかほぼ屋敷を渡された。

　貧民街から少し離れた森林に囲まれていて他の住民は居ない。ここなら静かに生活できるだろう。

　内装は普通だが、貧民街でこんな家に住んでいる方に違和感がある。

　前に居たパーティーでも、こんな待遇は受けたことがない。

　まるで貴族にでもなった気分だ。

　客室にフローレンスとその部下を通し、向かい側に座る。

「これくらいしかできぬ。なんなら、妾の財産もニグリス殿にあげるぞ」

「いや、流石にそれは……お金には困ってるけどね」

　拠点としては十分すぎるほどの場所だ。

　ただ怪我を治しただけなのに、ここまでされると前の生活と比べてしまって素直に喜べない。

　普通のこぢんまりとした家が良かったかも。

「ならば、妾がニグリス殿に依頼をするというのでどうじゃ？」

「依頼か。例えば部下を治癒して欲しい、とかか？」

「妾の傍におることじゃ」

「……もっとちゃんとした仕事はないか？」

　ずっとこの調子だ。流石に話が進まない。

　するとフェルスが袖を引っ張る。

　少し怒っている？ように感じたが、すぐに耳打ちしてきた。

　構ってくれないから嫉妬してる、とかじゃないよな。

「ニグリス様。鑑定スキルを使い、フローレンスの部下について助言する、というのはどうでしょう」

「助言か……確かに、俺しかできない仕事だ」

　フェルスの助言を聞き入れ、フローレンスに話すと敬服したかのように声を漏らした。

　料金は一人につき金貨一枚という破格さだ。そんなには要らないと言ったんだが、聞く耳を持たなかった。

　屋敷の中に護衛で来ていた部下を、俺は一人ずつ鑑定していく。

「鑑定」

　十人。

　三十分ほど時間が掛かったものの、面白いことが分かった。

　鑑定している人間を触ると、感覚的にその人物の筋力や俊敏さが分かるみたいだ。

　数字やＡといった文字では表示できないが、新しい発見だ。

【剣士】の適性が高くてＢの人間ばかりだ。

【魔法】の適性がある者は誰も居ない。

　うちのパーティーにも攻撃魔法の使い手が欲しいな、と思う。

「あんたは剣じゃなくて槍を使った方がいい。力もあって器用さも高い。それで身長が低いから、手数で翻弄するんだ」

「あ、あぁ……槍は握ったことがないんだが」

「俺も対人経験は少ないが、剣が相手ならば、足元を狙うことで受け身になる。隙を見て突けば負けないだろう」

「き、君は凄いな……」

　その人物が向いてそうな武器を選び、既に選んでいるのならそこから伸びしろがありそうなことをアドバイスする。

　……懐かしいな。元パーティーでも、こういうアドバイスを良く言っていたんだ。余計なお世話だ、と突っぱねられたけど。

　まさか殺意を向けられ、剣まで抜くとは思ってもいなかったが。

　今はお金をもらっているのだから、ある程度きちんと仕事をしないといけないな。

　アイツらがこれから先どうなろうが、俺は関わらないと決めていた。

　俺にはフェルスという信頼できる仲間が居る。

　一通りを済ませたのち、休憩しようと自室に腰を下ろす。

　暫くしてフェルスがやってきて飲み物を横に置いた。

「お飲み物をどうぞ」

「ん、ありがとな……どうした？」

　無表情のまま、エルフ特有の尖り耳を赤く染め、スカートの端を持って問いかけてきた。

「あの、ニグリス様。こういった衣装はどうでしょうか？」

「……メイド服なんて、どこにあったんだ」

「このお屋敷にありましたので。似合ってますでしょうか？」

「か、可愛いぞ」

　ベーシックなメイド服に、開けた胸元がフェルスの特徴を良く捉えている。金髪と白い服の相性もいい。

　いかん、12歳だと忘れそうだ。

　もしかして、この屋敷に居る間はメイド姿なのか？

「ニグリス様の身の回りのお世話は私が引き受けますね」

「い、いや……それくらいは自分でできるよ」

「ダメです。私はニグリス様の奴隷なんですから」

「奴隷ではないだろ？　……でも、お願いするよ。ありがとうな」

「はい！」

　笑顔で返してくるフェルスに、断ることなんてできない。

　今まで雑用は自分で全てやっていたから、やってもらうという感覚は慣れないな。

　……まぁ、フェルスが楽しそうにしているのならいいか。










７．二人目の仲間




　屋敷の生活を始めて次の日。

　そろそろ冒険者ランクをＤランクから上げたいなと考えていた。モンスターの素材を換金してもいいが、適性ランクの依頼として受けた方が報酬は良い。

　将来を考えて、ランク上げは大事だろう。

「ハンバーグが食べたいです！」

「そうだな。最近はフェルスには頼りっぱなしだから、ハンバーグにするか」

「ありがとうございますっ！」

　少し前まで俺に意見することすらなかったフェルスが、徐々に自分を表現するようになっていた。

　元々根が明るい子だったけど、こうしてみると良い変化だ。内心嬉しくなってしまう。

　フェルスが初めてハンバーグを食べた店に入って席に座る。

　店内を見渡すと、ひと際閑散としている場所があった。

　なんであそこだけ客が周りに居ないんだ？

　そこには赤髪の少女と大男が居た。

「近寄るんじゃねぇ！　お前みたいな穢けがれた血と一緒に冒険なんかできるか！」

　怒声が響く。

　何事かとそちらを振り向くと、赤毛の少女が膝をついて殴られていた。

　やや吊り目の赤い瞳をした気の強そうな顔立ちをしている。

　何と言っても、辺りの人たちとは違う赤い髪色。

　その騒ぎに他の冒険者たちが気付く。

「おい、ニーノ人なんか見るなよ」

「薄汚ねえ血だ……アイツの周りで飯なんか食えるか」

「どこから湧きやがったウジ虫が」

　罵詈雑言が彼女に浴びせられる。

　ニーノ人。あまり聞き慣れない単語だった。

　俺は元々王都には居なかった人間だから余計にかもしれない。

「ニーノ人なんて才能ないから、魔法使いをやめちまえ！」

「……バカにばっかりしてちゃんと勝負しなさいよ！」

「ギャハハハッ！　馬鹿かよお前。ニーノ人の魔法使いなんて無能に決まってんだろ。無理なら娼婦の真似事でもしてろ！」

　少女は物を投げられ、立ち上がることも許されないよう念入りにイジメられていた。

　……酷いな。

　その少女が悪いことをしているようには見えなかったし、ニーノ人という単語が気になる。

「フェルス、ニーノ人って知ってるか？」

「はい。ニーノ人は瞳と髪が赤く、伝承では人の肉を喰らい血を浴びたからと聞いてます。さらに、ニーノ人は知能が低く、魔法の才能もないとして穢れた血と言い伝えられていると聞いたことがありますね」

　なるほど。俗に言う人種差別という奴か。

　フェルスはそういった意識は薄いようで、ニーノ人の少女へ可哀想な視線を向けていた。

　正直、俺も差別はあまり見ていて心地が良い物ではない。

　せっかくフェルスが自らハンバーグを食べたいと言いだしたんだ。

　こんな空気では美味しく食べられないだろ。

「もうやめておけ」

「おいおい、てめえはＳランクパーティーを追放された無能じゃねえか！」

　ギッと男の腕を握る。

　別に俺は戦えない訳じゃない。

　どちらかといえば、接近戦が得意なんだ。

　アゼルに『お前は前に出るんじゃねぇ！　邪魔だ！』と言われていて、後方に居たんだよなぁ……。

「てめぇっ！　離しやがれ――――痛ってぇぇぇっ！」

「治癒ヒール」

「う、腕が折れて……あれ？」

「折ってすぐ治した」

「う、訴えてやる！」

「訴えたところで証拠がないだろ？　お前がそう言うんだったら……」

　もう一度折ろうと力を加えると、男は顔を歪めた。

「や、やめてくれ……っ！　俺が悪かったから！」

　男はそう言うと逃げ出すようにその場を去った。

「あんた、なんで助けたのよ」

「助けたいと思ったからだ。立てるか？」

　彼女はふんっと手を弾いて立ち上がる。

　どうやら俺も周りの人間と同じだと思われているらしい。

　差別されてきた人生ならば無理もないか。

「あの男、あたしのことを思いっきり殴って絶対に許さな……あれ？　痛くない」

「治癒しておいたぞ」

「あんた、何者？」

　疑わしく見られたものの、治癒したことで敵ではないと分かってくれた。

「まぁいいや。あたしなんかと関わってると、あんたまで嫌われるわよ」

「元より嫌われてる人間なんでね。これ以上は下がらないんだ」

「……どういうこと？」

「Ｓランクパーティーから追放された無能って聞いたことないか？」

　自分で言うのもなんだが、名前を言うよりもこっちの方が名前が通っていることに気付いた。

　説明の必要もない。

「あぁ……」

　良く見るとこの子、ローブで体を隠しているから良く分からなかったが、かなり可愛らしい顔立ちをしている。

　てか、やっぱり俺のこと知ってるよな。ここまで悪評が広がっていたのか。

　さっきのでマイナス印象が無くなってると嬉しいが……。

「で、あんた誰よ」

　知らなかったんかい。

「……ニグリスだ。こっちはフェルス」

「そう……ねぇニグリス、あんた強いのね！　体格差も結構あったのに、良くやるわ！　助けてくれてありがとね」

「静かに飯を食べたかっただけだ。それよりも、パーティーを組む相手はちゃんと選べ、暴力を振るってくる奴なんて、ロクな人間じゃないだろ」

「仕方ないじゃない、魔法使いなんだから。前衛が強そうな人じゃないと不安なのよ」

　そういうものか……。

　彼女は魔法使いなのか。確かに、身の丈くらいの杖は持っているけど……。

「それでもだ。人は外見よりも中身で選ぶべきだぞ」

「ふーん……それもそうね。あたしの才能に嫉妬されても困るしね」

　なんだろう、彼女の自信満々な態度はどこから出てきているんだ。

「……魔法の才能、あるのか？」

「当たり前よ。あたしは自分の才能を信じているもの」

　きっぱり言い切る彼女に、少しだけ興味が湧いた。

　俺が鑑定スキル持ちであることを説明して、本当に才能があるのか確認したいと言う。

「ふふんっ、いいわ。私の才能、見せてあげる！」と言うので、好意に甘えることにした。




「鑑定」




【種族】ニーノ人

　アリサ・スカーレット　17歳♀　状態：警戒




【適正】

　魔力　大

　剣士　Ｄ／Ｄ

　魔法　Ｓ／ＳＳ

　器用　Ｄ／Ｄ

　忠誠　０




【原初の雷系使い】

　幼少期に雷に打たれ、雷属性の魔法特化になってしまう。




　ぶはっ!?

　なんだこのステータス!?

　ま、【魔法】ＳＳって、フェルスの剣士適性並みじゃないか！

　い、いや……他のステータスが全部死んでるけど。

　それでも潜在能力の【魔法】はＳＳだ。今でもＳってフェルスより上じゃないか。

　最後の【原初の雷使い】も気になるが、呪いの一種？　いや、違うな。こういう表記は初めて見た。

　スキルの類だろうか。

　剣士はフェルスがいるけど、魔法使いはいない。それに魔法適性ＳＳなんてそう居るもんじゃないぞ。

　ぜひとも仲間にしたい……。

「パーティーを探してるんだろ？」

「だったら何よ。あたしの体が目的ならやめときなさい。痛い目見るわよ」

「そうじゃない。君には本当に魔法の才能がある」

　こういうことは隠さずに言うべきだと思っていた。

　下手に誤魔化すよりも、自分の思ったことをそのまま伝える。

「……少しだけ、パーティーを組んでみないか？」

「えっ……良いの!?　やった～！　これで衣食住困らないわ！」

　……どんだけ切羽詰まってたんだ。

　一緒の依頼を受け、森林へと向かう。




　＊＊＊




「俺に撃ってこい！」

「落雷サンダー!!」

　薬草採取の依頼を受けた俺たちは、その森林でアリサの魔法を見ていた。

　その時、俺は疑問を抱いていた。

「適性はＳＳなのに、なんで威力が低いんだ？」

「ち、違うわよっ！　ニグリスが耐えられる方がおかしいの！　木を三本は軽く倒せるのよ!?」

「治癒魔法を重ね掛けすれば肉体は強靭になるし、ダメージを負う心配もないんだ。これが俺の編み出した技、名付けて重着治癒レイヤードヒール」

　常に治癒魔法を複数自分に展開している。まともに前線に出たことがなくて使ったことがないから、せっかくならアリサの魔法を受けてみたいと的になってみた。

　だがアリサの落雷サンダーの威力では、俺にダメージを与えることはできなかった。

　フェルスの魔法適性はＡだ。それでも初めて魔法を使った時はアリサ以上の威力を見せてたし、Ｓとなればもっと強いのではないかと思ってたんだけど。

「やはりこれのせいか……？」

　鑑定した時に出ていた【原初の雷使い】。

「アリサはフェルスと違って呪いは受けていない。だけど、威力は低いのはなんでだろう？」

「雷魔法こそ私の原点オリジン！　雷は間違いなくこの世で一番強い魔法よ！」

「他に何か魔法は使えるのか？」

「うーん。迅雷球サンダートレインっていう、三つの雷の球を飛ばす魔法とか、まだ頭の中だけど、雷で作った猫とか？　まぁ、基本は落雷サンダーがメインよ」

　本当に雷魔法しか使えないのか……。

「……アリサが雷を好きなのは分かった。問題は威力だ。なんで微妙な威力なんだ？」

　フェルスよりも才能があるにもかかわらず、魔法の威力が低い。

【呪い】ではないとなると、スキルの類か？

　今の俺ではなんも分からないな。

「知らないわよっ。私の落雷サンダーはこれが最大。才能があるって言ってくれたのはニグリスでしょ？　もしかして、あたしは才能がない？」

「……いや、ある」

　鑑定スキルが狂うことはない。

　実際、ステータスは変化していない。見間違いではないのだ。

　こういう時に何か役に立ちそうな魔法があればいいんだがなぁ。

　休憩を挟んで、腰を落ち着かせるとアリサが問いかけてきた。

「ねぇ、ニグリスの治癒魔法ってなんで他の人と比べて異常なの？」

「凄いかどうかは知らないが、使う時に意識していることがある程度くらいか」

　フローレンスの時も、何とかしてやりたい、助けてやりたいという気持ちが強くあった。

「助けたいと想って魔法を使えば、治癒魔法はそれに応えてくれる。そう思ってるんだ」

　ただ、仲間のためにと努力してきた。

　偽善者だと笑われても、反論はできないな。

　それが俺なのだ。

「……っ！　そう、そうよ！」

「急にどうした」

「元来魔法は、どうしたらみんなが幸せになれるのか、そのために生み出された物なの。大事なことを忘れていた……」

　何か答えを導き出したのか。アリサは奥の森林に向かって杖を構えた。

「問題は気持ちだったのよ……お金や権力のためじゃない。純粋に人を助けたいと思うニグリスと同じように。あたしも、あたしの才能を信じてくれる人を考えて撃てば良かったのよ！」

　杖の先を掲げた。

「落雷サンダーっ!!」

　螺ら旋せんの渦が先端に集中し、大きな雷を作り出していく。

　その風圧により森林は揺れ、土を抉るようにして魔法は放たれた。

　――――ドゴォォォォンッ!!

　砂埃が落ち着き、広がっていた光景は凄せい惨さんな物だった。

「な、なんですかこの威力……っ!!」

「あ、あたしってこんな魔法撃てたの……？」

　魔法適性Ｓ。
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　これが本来の力。

　驚きと歓喜。それですっかり頭から抜けていた。

「あ、アリサ？　なんでお前、あっちに撃ったんだ？」

「知らないわよ。偶然あっちを向いて撃とうかなって思っただけ。どうせこの辺りじゃ大したモンスターはいないでしょ？」

「……お前の撃った魔法、どうにも最悪な場所に当たったみたいだぞ」

　俺はこの森で数年間も冒険してきたから知っていた。

　このモンスターの森は奥に行けば行くほど恐ろしいモンスターが数多く居る。

　そして、アリサの撃った魔法はこの森の主。堅守のドラゴンの巣を直撃していた。

　……最悪だ。なんで一番面倒臭い奴に喧嘩売った!?

　俺はドラゴンに鑑定を使い確認していた。

「危険状態の堅守のドラゴンが、こっちに向かって飛んできてるんだが？」

「……マジなの？」




　堅守のドラゴン。

　討伐難易度：ＳＳランク。




　Ｓランクパーティー、銀の翼シルバーウイングが討伐に失敗したことでＳランクからＳＳランクに引き上げられたモンスター。

　冒険者ギルドはこのドラゴンの討伐に、匙さじを投げた。

　咆ほう哮こうが響き地面が揺れる。

　フェルスやアリサの顔が引き攣つっていたことは、俺から見てもすぐに分かった。

　逃げることはできない。

　あの大きな翼の速さでは、すぐに追いつかれる。

　堅守のドラゴンは皮膚が硬く、生半可な剣や魔法じゃダメージどころか怯みもしない。

　ただ硬い。だが、分かりやすい強さだ。

「ニ、ニグリス様……お逃げください……っ！　私が時間を稼ぎます！」

「ヤ、ヤバいっ！　初めて落雷サンダーの深淵を覗いたっていうのになんでこうなるの～！」

　フェルスとアリサにとっては絶望だろう。

　だが、俺はそんな二人と違ってあまり悲観的に見てはいなかった。

「面倒臭い……」

「ニグリスはなんでそんな余裕なのよ～！」

「堅守のドラゴンとは戦ったことがあるんだよ」

　二人の顔色が変わる。

　元のＳランクパーティーに居た頃、リーダーのアゼルが調子に乗ってドラゴンを討伐しに行った。

　俺はやめるべきだと進言したものの、言うことを聞かないアゼルは挑み敗れた。

　思い返しても馬鹿だと思う。俺が居たとしても、アゼルたちが死んでいた可能性があったからな。

「……怒って周りが見えてないみたいだ。落ち着かせるぞ」

「お、落ち着かせるって……？　冗談でしょ？　私たちまだＤランク冒険者よ!?　どう戦うって言うのよ！」

　あの時の俺は、文句を言われないよう治癒に必死で余裕がなかった。でも、このメンツなら多少は違うだろう。

　この二人と一緒なら、早く終わらせられるな。

「殴る」

「ねぇ、ニグリスって脳筋だったの!?」

　失礼な。

　誰が治癒師は後衛職だと決めた。

　治癒の使いようによって、治癒魔法は無限の可能性がある。

　フェルスは俺の自信を信じたようで、笑顔で頷き魔法で身体強化を行う。ヘイトを集めるべく素早く前に出た。

　堅守のドラゴンはフェルスに攻撃を仕掛け、俺たちには見向きもしない。

　ヘイトを買うだけで精いっぱいのはずだ。時間は掛けたくない。

「重着治癒レイヤードヒール」

　純粋な魔法はアリサの方が上。単純に治癒魔法が得意なだけの俺にできることは、一つ。

　戦う意思が伝わったのか、アリサが杖を天高く構えた。

「あーもう！　当たらないでよ！　あんたらのこと死なせたくないんだから！」

　堅守のドラゴンは気付いていない。

　さらに気持ちの籠った魔法をアリサは放つ。

「落雷サンダー！」

　堅守のドラゴンは、真上より降り注ぐ落雷サンダーに気付かず、脳天に直撃した。周辺の木々がなぎ倒され、砂埃が舞う。

　それでも、すぐに起き上がり怒りを強めた。

　重着治癒レイヤードヒールの神髄は攻撃力でも治癒力でもない。

　重ねた治癒によって、強靭な肉体となる防御力。これこそが最も強い攻撃となる。

　地面に叩き落されたドラゴンの頭部をぶん殴る。

　フェルスの囮おとり、アリサの魔法により叩き落し、俺が止めを刺す。

　まだまだ発展途中にしろ、最強のパーティーになると思った。

「ほ、本当に堅守のドラゴン倒しちゃった……」

　アリサが口を開いたまま茫然としている。

　話の通じない子だと思っていたが、やはりそういう素振りをしていただけで、根は普通の子だ。

　てか、まだ自分の魔法が信じられていないのか？

　まぁいいか、とドラゴンに触れる。

「治癒ヒール」

「あんた何やってんのぉぉぉっ！」

「何って、ドラゴンを治癒しているんだが？」

「さっき襲ってきた相手でしょ!?　治癒なんかしたら、また襲ってくるに決まってる！」

　アリサの意見はもっともだった。

　モンスターを治癒するなんて前代未聞。冒険者としても愚行に他ならない。

「自分の巣を攻撃されたら誰だって怒る。襲ってきたから、と一方的に殺すなんて可哀想だろ」

「そ、そうかもしれないけど……」

「それにコイツは森の守護者だ。コイツが居なければ、馬鹿な冒険者は奥に行って死ぬかもしれない。コイツが居るから、冒険者は奥へ潜らないんだ」

　納得しきれないアリサに、フェルスが優しく諭さとす。

　ドラゴンを討伐した、なんてＳＳランクになってもおかしくない功績だ。言いたいことも分かる。

「アリサさん。ニグリス様はそういうお方です。目先の利益などではなく、未来を見据え、誰よりもお慈悲を持っている方なんですよ」

「そ、そうだったの……？　だから、ドラゴンも殺さないの？」

「いや、単純に持って帰るのが面倒だろ？」

　アリサは混乱したのか、頭の髪の毛を掻く。

　優しいのか、面倒臭がりなのか分からないのだろうな。

　どっちも本音だ。

　フェルスがやけに持ち上げてくるのが少し歯がゆいけど。

　気が付いた堅守のドラゴンは、俺の顔を見て思い出したようだ。

「け、堅守のドラゴンがビビってる……ニグリスなんかやったの？」

「ん～、さっきも言ったけど元パーティーに居た時にコイツと戦ったんだよ。ひたすら味方に治癒魔法を掛けていたから、いくら攻撃されても倒れなかったけど、こっちの疲労で最終的に負けっていうのがあったな」

「それじゃないの……？」

　あれは疲れたな。数日ほど筋肉痛で身動きが取れなかった。

　ドラゴン視点で考えると、いくら攻撃しても死なないゾンビ兵が襲ってくる感じか。言われると怖いな。

　めっちゃ仕事してたのに、荷物持ちまでさせられたことは少しくらい恨んでもいいよな。

　堅守のドラゴンの怯えを少しでも和らげたくて頭を撫でる。

「ついでに古傷も治しておいた。気を付けて帰れよ」

　そう言うと何度も頷いて、羽ばたかせて巣へ帰っていった。

　こちらは怪我もなく、全員無事に帰れそうだ。

　その帰路の途中、アリサが足を止めて俺に問いかけた。

「ねぇ、ニグリス」

　俺たちは振り返り、外套に身を包むアリサの言葉を待った。

「私に、仲間になって欲しいんでしょ？」

「まぁそのつもりだけど、嫌ならいいんだぞ」

「ううん、こっちからお願いしたいくらい。だけど、その前に一つ知りたいことがあるの」

　条件。あぁ、報酬の分け前とかだろうか。俺は今のところ困っていないから、五ご分ぶでいいか。

　そういえばフェルスにいくらかお金を渡すとか考えてなかったな。

　お金の使い方も学ばせなくちゃいけないしな。

　あとで俺の取り分を分配するか。

　そう思っていると、アリサが違うことを聞いてきた。

「Ｓランクパーティー、銀の翼シルバーウイングを追放された理由を聞かせて欲しい」

　そっちか。

　俺は頬を掻いた。

　なんか胃が重く感じるな。

　しかし、仲間である彼女に黙っていることは確かにおかしい。

　聞きたがっているのなら話すべきなんだろうけど、嫌だなぁ。

「……ニグリス様。お辛いことは存じておりますが、私も聞きたいです」

「フェルスもか」

　……仕方ない。

　あまり思い出したくない記憶も多いが、避けては通れないだろう。

　真の仲間は、悲しいことや辛かった過去も共有しておくべきだしな。

　そう思い、どう話そうか悩みながら冒険者ギルドへ帰ってきた。

　薬草依頼の報告を終えて、一息つく。

　報酬の分け前をアリサに渡すため、空いている席に向かった。席に座ると俺とアリサが居るせいか、近くに座っていた冒険者は離れていく。

　差別意識が強いと周りに人すら居なくなるのか。

「えっ、こんなにもらっていいの？」

「こんなって依頼の報酬自体は安いし、半分だぞ？」

「……ニーノ人は、報酬なんてほぼもらえないから」

「それはギルド規約違反だろ。言わなかったのか？」

　冒険者ギルドでは、規律を守るためにいくつかのルールがある。依頼失敗や報酬の分け前などの揉め事は厳重な処罰が与えられる。

　俺の場合は……あっそういうことか。

「冒険者ギルドが取り合ってくれなかったんだな」

「ええ。私はニーノ人だから、それが当たり前って言われたのよ」

「……俺も似たようなことされたな。報酬の取り分が少ないと冒険者ギルドに抗議したけど、無能なんだから当然と言われた」

　共感できてしまう。

　冒険者ギルドが作った法律なんて、結局機能なんかしちゃいない。

　どこも腐ってるな。

「……私は、親も居ないし渡り鳥みたいに転々としてたからまだいいの。でもニグリスはどうなの？　前のパーティーはどんな感じだった？」

「荷物持ちをさせられたな」

「ニグリスが？　も、もしかして銀の翼シルバーウイングってニグリスより強いの？」

「いや、全員ともステータスは平均より低いし、弱い」

　俺がひたすら治癒魔法を掛けていたから、彼らはＳランクまで上り詰めることができた。ステータスは低いし、話も聞かない。

　ステータスはあくまでその人物の限界であり、技術や思考は努力で何とかできるんだ。

「前のパーティーの話を聞きたいって言ってたな。少し、暗いけどいいか？」

　息を呑んで、二人は姿勢を正した。

　思い出しながら語るか。

「俺は元々、辺境の村の生まれなんだ。だからニーノ人への差別意識がない」

「そうだったのね」

「まぁ、モンスターの襲撃に遭って滅んだけどな」

　さり気なく言うと、二人は驚く。

　過ぎたことだし、取り立てて気にしてなかった。

「もしかして両親とかは……？」

「物心付いた頃から居ないぞ。村では奴隷扱いだったからな」

　これと言ってお世話になった人は居なかった。

　小屋とかに押し込められて、干し肉と水だけの生活もあったくらいだ。

　思い返せば奴隷じゃね？　とは思うけど、生かしてもらっていただけマシだな。

「ニグリス様のお気持ちも知らず、お聞きしたいなど無神経でした」

「気にしなくていい」

　実際俺も気にしてない。

　村が滅んだお陰で自由になれた。

「それから、俺は孤児院に連れていかれて、そこで鑑定スキル持ちであることが判明した」

　生まれた頃から無意識に使ってはいたが、これが鑑定スキルであるとは知らなかった。話すにしても、村の人に話しても信じてもらえないとも分かっていたからな。

「そこでアゼルたちと出会った。大きくなってから幼馴染だったアゼルに鑑定スキルを買われて銀の翼シルバーウイングパーティーに誘われた。スキル持ちが居るってだけでパーティーには箔が付く。でも、アイツらには鑑定スキルしか見えてなかったんだろうけどさ」

　幼馴染として誘ってくれたのだと思い、その誘いを受けた。

　実際のところ、ただスキル持ちが欲しかっただけだ。俺の治癒魔法に微塵も期待なんかしてなかった。

　だから俺を容赦なくコキ使い、スキルの有用性を無視した。

「軽く言ってるけど、酷い扱いね……」

「ニグリス様は無能の扱いを受けて、それが嫌で抜けたのですよね？」

「いや？　『ＳＳランクになれると思ったか寄生虫』って追い出されたぞ」

「「は？」」

　ハモるなよ。何か間違えたこと言ったのかってビックリしただろ。

「えっ？　雑用と荷物持ち、それと治癒魔法も常時掛けてたんでしょ……？」

「そうだけど」

　ついでに無能無能と連呼されまくっていたが。

　おかげ様で暴言や煽りに対して耐性を持ってしまった。

「なんていうか……銀の翼シルバーウイングって馬鹿すぎでしょ！　なんかムカムカしてきた」

　せっかく口に出さず黙っていたのに、言っちゃったよ。

「怒ってるのか？」

「……ニグリスが初めてだったのよ。ニーノ人とか関係なく、私の才能を見出してくれて仲間にしたいって言ってくれた人は。だから、銀の翼シルバーウイングが許せないっていうか」

「ありがとな」

「なっ！　べ、別に違うし！　可哀想だと思っただけで……」

　アリサだって辛い人生を歩んできただろうに。他人の話で落ち込んでいる姿が、アリサの本質に思えた。

　あまり良い思い出はなかったな。どこへ行っても俺は奴隷のような扱いだし、治癒魔法がなければ死んでいたかもしれない。

「アリサと同じで報酬はほとんどもらえなかったから貯金はなし。そんな中で頑張って買った近接用の杖も奪われた。でも良かったと思ってる」

　愚痴を言ってしまう辺り、やっぱり気にしている。

　でも俺の話を重要そうに聞いてくれる二人に安心した。

「未練も思い出も全部捨てられたからな」

「……今度街中で遭ったらぶっ飛ばしましょ！」

「ぶ、ぶっ飛ばすは流石にまずいんじゃないか？」

「それくらいしないと割に合わない。あたしはそう思うわよ」

　意外と過激派なんだなぁ、と思いつつ、暗い面持ちをしたフェルスが気になった。

　こんな話をされても、なんて答えればいいか分からないか。

「……私はニグリス様に何ができるのでしょうか」

「ただの愚痴だよ。こうして話を聞いてくれて、信頼できることが俺にとっては何よりも救いなんだ」

　頭を撫でてやると、少し照れた様子で呟いた。

「ニグリス様はお優しすぎます……」










８．フェルスとの夜




　その日の晩。

　俺は気分が悪くて早めにベッドの中へ潜った。久々にパーティーのことを思い出したからだろうか。

　強がって気にしていないふりをしていても、頭の片隅で意識してしまう。

　忘れよう。大事なのは今だ。

　しかし、寝つけないな。

　起き上がって薄暗く曇った夜空を眺める。

　せめて月が見えていれば気分が違うのに。

　コンコン……とノックが聞こえる。

「ニ、ニグリス様。お休みになられたでしょうか？」

「フェルスか。どうした？」

　流石にメイド姿ではなくて、パジャマを着ていた。枕を抱いていて照れ隠しなのか顔を埋めている。

　もう出会った頃の面影はなくて、12歳だと言われなければ分からないな。

「あ、あの……一緒に寝てもよろしいでしょうか？」

　一緒にとは、同じベッドで？

　ま、待て。馬鹿か俺は。そんな気持ちで誘ってくるはずないだろ。

　そうだ、出会った頃だって寂しいのか同じベッドで寝たいって言ってたじゃないか。

　きっと寂しいんだ。

　外見は大人に見えても、内面は12歳の少女なんだ。勝手に勘違いして暴走したら、フェルスに顔向けできなくなるぞ。

「分かった。俺は床で寝る」

　いつも通りに対応すればいい。

　久々だからすっかり忘れていただけだ。

「い、いえ……一緒がいいんです……っ！」

「それは流石に恥ずかしいというか……せめて守らせて欲しいラインなんだ」

「ライン？　ただの添い寝なんですけど……ダメですか？」

「だ、ダメだ」

　フェルスがそっと視線を落とす。

　落ち込まれると罪悪感が出るからやめてくれ！

「どうしてもですか？」

「命令だ」

「……分かりました」

　納得してもらえたようで何より。

　そう思っていたら、フェルスは俺の傍によって正座した。

「ではどうぞ、ニグリス様」

「え……」

　ポンポンッと太ももを叩き、催促している。

　膝枕、だと？

「私が床になりますから、ニグリス様はどうぞ床に寝てください」

「ぐっ……考えたな」

「はい。自分で考え、行動に移す。ニグリス様が私に教えてくださったことです」

　俺の記憶の中に居るフェルスは、一緒の食卓に着くのですら怯えて、口いっぱいにハンバーグを喜んで頬張っていた姿だ。

　……立派になったな。

　俺が変えたのなら、責任は取るべきか。

　羞恥心を殺し、恐る恐る頭を置いた。

「……頭撫でる必要はあるか？」

「私がしたいことなのです」

　優しい声音で撫でてくる。

　……なぜこうなった。

「ニグリス様の居たパーティーのお話を聞いて、とても辛くなりました」

「そうか。悪い気分にさせたのなら謝る」

「いえ！　どちらかといえば怒りを覚えました。頑張ってこられたニグリス様にあんな扱いした奴らをこの手で……す、すみません」

　尻目にフェルスを見ていた。
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　一瞬だけ殺意が出たな。忠誠心が１００だとここまで慕ってくれるのか。

　笑みが零れそうなのを我慢して、深く横になった。

「フェルス。奴隷の首輪、外すか？」

　唐突に提案したことに驚き、動きが止まる。

　俺は元々考えていた。

　フェルスを奴隷として扱いたくない。首輪を外したいとも考えていたが言い出す機会がなかった。

「俺が外す気になれば、その首輪は外れる」

「……えっと」

「フェルスだって、自由になりたいだろ」

「自由に？　いえ、私は今がとても幸せだと考えていますよ？」

「……俺の世話をしても、強くなれたりはしないぞ？」

「いいえ、ニグリス様のお世話をしていれば、ニグリス様の好きなことが分かるじゃないですか」

「好きなこと……？」

「はい。例えば、魚の塩焼きが好きとか、コーンスープが好きだとか。それ以外にも、ローブを好んで着たりとか」

「……得があるのか？　それ」

「あります。だって、この世界で、誰よりもニグリス様を知ることができるのですから」

　そう言われて、俺は少しだけ嬉しくなる。

　フェルスから俺のことを知ろうと歩み寄ってくれている。否定しないと決めた以上は、俺は受け入れたい。俺の一番の理解者として。

　いつまでもフェルスを奴隷になんかしていたくない。

　あぁ、そっか。自分から外してください、とは言いづらいよな。

　誰だって奴隷のままは嫌なはずだ。

　そう思って、首輪に手を伸ばした。

「だから、嫌です」

「えっ」

　意外な発言だった。

　奴隷のままがいい、なんて言うとは思ってもみなかったからだ。

「これは……ニグリス様との出会いであり、繋がりです。深く繋がっていると感じられる大事な物なんです」

「それだとまた奴隷みたいだぞ？」

「ニグリス様の奴隷であれば私は満足です。外したくありません……」

　頭を掻いた。

　そこまで言われると外す訳には行かない。

　本人が外して欲しいと言うまで待つか。

「そんな大事な物になってるなんて知らなかった。すまん」

「い、いえ……っ！　そ、それよりも眠れるまで膝枕致します！」

「いや、辛いだろ」

「しゅ、修行です！」

　そう言うのなら、飽きるまで付き合ってやるか。

　すっかり嫌な気分は消えていて、前のパーティーなんかどうでも良くなっていた。

　肉付きの良い柔らかな太ももに、今度は安心して眠気が誘われる。

「ニグリス様は否定するかもしれませんが、ニグリス様の幸せが、私の幸せなんです」

「なんだよ……それ」

　人の幸せが自分の幸せなんて、フェルスも変わっている。

　この状況で寝るのは……フェルスの指導者として不味い気がするけど……眠い。










９．一方、その頃２～追放パーティー視点～




　ニグリスを追放した宿屋にて、Ｓランクパーティーである銀の翼シルバーウイングは深酒に浸っていた。

　酔っぱらった人相でアゼルは高らかに笑う。

「明日は女帝の討伐だぁ！　心して掛かれよ、お前らぁ！」

　抱いていた不安は時間と共に薄れたようで、メンバーたちはアゼルと共に騒ぐ。

　魔法使いのミーアがふと疑問を投げかけた。

「にしても、なぜ貧民街？　あんなゴミ溜めに価値があるようには思えない」

「俺様が知るかよ。殺せっつわれたから殺すんだ。深く考えんじゃねぇ」

「大貴族の依頼よ？　私たちは裏を探っても問題はない気がするの」

「はぁ？　馬鹿かよ。それで機嫌損ねたら責任取れんのか？」

　そう言われると誰も口を挟めなくなる。

　しかし、一度考えたら止まらないミーアはさらに言う。

「もしかして、貧民街に図書館があるっていう噂は本当なんじゃ」

「図書館だぁ？　本なんか燃やせよ。読んでも腹の足しにすらならねぇ」

「そ、そうかもだけど……貧民街にあるのは魔法に関する禁書や歴史の本らしいし。それが大貴族の狙いだとしたら……」

「ただの噂話に考えすぎだぜミーア。どうしたお前」

「……何となく胸騒ぎがするのよ。あのゴミクズを追放してから、まるで本能が死を察しているみたいな」

　ミーアの直感を、彼らは一蹴した。

　馬鹿らしい。Ｓランクパーティーである俺たちが死ぬはずがない。

「お、お前。あのゴミクズのこと好きだったんじゃねえの！」

「はぁ？　ふざけないでよ、一緒の空気を吸うことですら反へ吐どが出るっていうのに」

「ブハハハッ！　想像したら笑えてきた」

「ふざけないで！　気色悪い」

　怒っている様子がさらに面白く、アゼルはミーアを揶揄からかう。

　明日は貧民街へ向かう。

　あそこはゴミの掃き溜め。俺たちに敵う奴らは居ないと思っていた。

　全員殺すと脅せば、自分の命欲しさに女帝を差し出すだろ、と。

　だが、結果は大きく裏切られることとなる。




　＊＊＊




　貧民街へ足を踏み入れた矢先、アゼルは剣を抜き盗賊を斬りつけた。

「お前らの女帝を殺しに来たぞ！」

　暗殺、計略、情報収集。それら全てを捨て、彼らは正面から挑んでいた。

　威勢良く、我こそ正義だと言わんばかりのアゼルたちの行動に盗賊たちはいち早く対応する。

　本来ではありえない敵の対応速度に、パーティーメンバーは訝いぶかし気な表情を浮かべながら正面から戦う。

「痛ってぇ！　クソっ！」

「貧民街の奴らがなんでこんな動けるの!?」

「どうなってんだ！」

　アゼルたちは知らなかった。

　ニグリスによって適材適所に振り分けられた盗賊は、ニグリスが来る以前のそれとは一線を画しているということを。

　パーティーの主戦力であるアゼルの足が射られ、動きが止まる。

「に、逃げるしかないわ」

「ふざけんな！　俺たちが負けるなんてありえねえだろ！　け、怪我だって俺が気を抜いただけで……」

「やっぱり変だったの！　ニグリスが抜けてから数年ぶりに怪我をして、本当は治癒魔法が使えてたんじゃ」

「うるせぇ！　そんな訳ねぇ、アイツは無能だ。俺たちが従えてやらないと何もできないゴミクズだ！」

　自分たちの間違いの可能性に勘づき始めていたミーアだったが、アゼルはそれを一蹴する。

　逃げるか戦うか。どちらを選ぶにせよ、パーティーの連携は崩壊していた。そして敵地の中、仲間割れを起こしたパーティーに待っている結末は決まっている。

「……囲まれた」

　逃げ場を失い、彼らは盗賊に捕まる。










１０．また彼らと出会う




　俺はその日、フローレンスに鑑定後の経過を聞くために盗賊のアジトを訪れていた。いつものように貧民街の王座へ座る彼女は、ニグリスを見て冷めた目から顔つきが変わる。

「ニグリス殿が朝早くから来てくれるとは、なんじゃ？　妾が恋しくなったか？」

「いや、そういう訳ではないんだが」

「そういう訳ではないのか!?」

　愕然と項垂うなだれる。ショックで倒れかけているフローレンスを部下たちが支えていた。

　早朝、俺は気が付いたらフェルスの膝の上で眠っていた。

　起きた時に気まずいから逃げてきた、なんて言えないよなぁ。

「経過を聞きたかったんだ。鑑定した人たち居るだろ？　あの後どうなったのかなぁって」

　俺の鑑定結果やアドバイスが本当に正しかったかの確認だ。

　もし間違っていたら、俺はフローレンスの信用を失う可能性がある。

　失敗があるのならせめて先に謝ろう。

「問題はない。それどころか前よりも警備状況が改善されたのじゃ。ニグリス殿の指導があってから比較すると二倍いや、三倍くらい差がある」

「そ、そうか。順調ならいいんだ」

「ニグリス殿の慧けい眼がんを妾は信用しておる。手違いがあれば、それは妾のミスじゃろう」

　信用しているから安心しろ、か。

　何よりも嬉しい言葉だ。

　突如、フローレンスの部下が叫んだ。

「頭！　貧民街で暴れてた奴らを捕らえたそうです！」

「暴れてた？　妾の支配するこの地でか？」

「そうです。殺しておきますか」

「……一応顔を確認する。連れて参れ」

　貧民街で生活してから、俺は気付いたことがあった。

　ここに住む人々は皆、助け合って生きている。

　貧しく、食事もまともに取れなくても笑顔だ。

　暴れるような奴なんか居たか？

　縄に繋がれた四人の男女が、フローレンスの前に跪ひざまずいて連れてこられた。

「クソがっ！　放しやがれ！」

「私たちをなんだと思ってるの!?　Ｓランクパーティー、銀の翼シルバーウイングよ！」

　聞き慣れた怒声と耳障りな女の声。

　なぜ、ここに居る。

「おい……なんでゴミクズがここに居やがる！」

「……アゼル」

　足に矢を受け、無様にも殴られた顔が醜く歪んだ。

　俺が受けてきた仕打ちの日々が、一気に蘇る。

「丁度いい。早くこの縄を解け、それくらい役に立てるだろ？　無能がよぉ！」

「……相変わらずだな」

　口が臭い。また深酒か。

　俺が抜けてから何かが変化した、という訳でもなさそうだ。

「あぁ？　誰に物言ってんだ、無能は無能らしく――――」

「誰がその臭い口を開けと言った？」

　フローレンスの蹴りがアゼルの顎を貫いた。

　吐血しながら歯を食いしばって睨んでくるアゼルに、フローレンスは冷めた視線を向ける。

「ブハハッ……良い女だぜぇ。気の強い女は好きだぜぇ？」

　下卑た笑みに無言の蹴りが刺さる。

　本気で怒ってるな。荒らされたことに相当苛立っているのか。

　分からなくはない。仲間が傷ついたとなれば俺も怒る。

「フローレンス、怪我人を連れてこい。俺が治す」

「すまぬが頼めるか」

「はぁ？　無能が治癒魔法なんか使えるはずねえだろ！」

「……っそ、そうよ」

　騒ぐコイツらを無視して部下たちに怪我人を連れてこさせる。

　死者はゼロで良かった。流石に死人は治せない。

「治癒ヒール」

「お、おい……何しやがったゴミクズ野郎！」

「何って、お前に傷つけられた人を治癒しただけだが？」

「嘘吐くんじゃねぇ！　てめぇ如きが治癒魔法を使えるはずがねえだろ！」

「信じない、聞かない、挙句の果てに事実を捻じ曲げるのか？　アゼル」

　アゼルたちの治癒はしなくていいな。

　俺が治癒していたのはあくまで仲間だと思っていたからだ。

「ほぉ……なるほど、貴様らか。妾の愛しきニグリス殿を虐げ、事実無根のデマを流した阿呆共は」

「な、なんでゴミクズと女帝が繋がってんだよ。なんで……なんでてめぇが！」

「今すぐ殺してやりたいが、出すぎたことは理想のつ……女のすることではない。どうするのじゃ？　ニグリス殿」

「何の用で貧民街に来たか答えさせる」

　俺を仲間として戻したい、と言うのならもう遅いし態度から見ても違う。

「何しに来たんだ？」

「……喋りかけんな」

「答えた方がいいぞ。フローレンスだと口よりも先に手が出る」

「……それ以上、喋んなっ」

　唾を飛ばしてくる。

　あぁ、やっぱり無駄だ。

　アゼルとの会話は何一つ進まない。自分の都合を押しつけ、通らなければ子どものように駄々をこねる。

　心の中で、怒りを通り越して何も湧かなくなってしまった。

　復讐をやるにしても遅すぎた。俺は既に吹っ切れている。

「お前らのことはもうどうでもいい。どうなろうと何も思わない」

　俺には今、大事な仲間が居る。

「どうする？　ニグリス殿」

　フローレンスは俺に判断を委ねた。

　なら、治癒師として選択しよう。

「殺すまでもないだろ」

　治癒師は人を殺さない。生かす職業だ。

「そうか……では、身包みを全て剥いで捨ててくるのじゃ。ニグリス殿の意見を尊重しよう」

　銀の翼シルバーウイングは、盗賊たちによって武器や防具を剥され、そのまま王都の裏路地に捨てられるだろう。

「……何様のつもりだ。てめえみてえな寄生虫が、この俺様を生かすだぁ？　偉くなったもんだなぁ！　殺してやる。今すぐ殺してや――――！」

「おや、すまぬ。つい足が滑ってしまった」

「あ、アゼルっ！　くっ……あなたたち、覚えてなさいよ！」

「妾よりも不細工な女が何を申すか」

　みぞおちを蹴られ、今度は失神するアゼル。

　相当の痛みだろう。可哀想だが、俺は治せないんだ。

「で、何しに来たんだ？」

「……アゼルが、暴れたいって言うから来たのよ」

「……それで、貧民街の住民を傷つけたのか？」

　フツフツと怒りがこみ上げてくる。

　いつもそうだ。自分たち以外はどうでもいい。死んでも殺しても、何も思わない。

　自分たちを貴族か何かだと勘違いしているのか？

　ミーアは鬼気迫る面持ちで俺を睨んだまま、それ以上は余計なことを言わず連れていかれた。

　アイツは現実を知ったはずなのに、何一つ変わっていない。

「本当に良いのか」

「良いんだ」

　貧民街に居ればアイツらは手を出せない。それにフェルスもアリサもとっくに銀の翼シルバーウイングを超えている。手を出せばむしろ、アイツらが死ぬ恐れすらある。

　フローレンスは髪をなびかせて、腰に手を据えた。柑橘系の香りが広がる。

　昨日、フェルスに膝枕してもらったのは正解だった。

　心がずっと落ち着ている。胃の痛みや騒めきがない。

　安心してる。

「……やはり妾が見込んだ男じゃ。懐が深いの」

「そうか？　てか、アイツらが来た理由って本当に暴れたかったからなのか？」

「ただ暴れたいだけとははた迷惑じゃの。もしや本命は妾の暗殺か？　無策すぎて分からぬわ」

　行動が考えなしすぎて、ただ暴れたいから来た、というのが一番しっくりしてしまう。

　いつもそうだった。調子に乗って攻めて、俺の治癒がなければ百回は死んでいるだろうし。

　馬鹿は死んでも治らないとは良く言ったものだ。

「にしても、Ｓランクパーティーがこの程度の実力とは信じられぬ」

「アイツらはあんなもんだぞ」

「……ニグリス殿がそう言うのなら、Ｓランクパーティーも終わりじゃな」

　そういえば、今日はアリサの魔法を訓練する約束があるんだ。準備してしまおう。

　アリサは遠慮するってことを知らないのか、最大威力しか撃てないらしい。

　多少は調整してもらわないと二次被害を招きかねないからな。










１１．一方、その頃３～追放パーティー視点～




　俺はアゼル。

　孤児院では、みんなの中心だった。

　リーダー的存在で、誰もが俺を羨んだ。

　その日も、孤児院の子どもたちと剣の稽古をしていた。

「アゼルくん強いよ～」

「おめえがよえーんだよ。へっ」

　この孤児院で俺より強い奴は居ない。

　だけど、一人だけ強そうな奴が居た。

　名前はニグリス。

　入ってきたばかりのニグリスと、俺は仲良くなろうとした。子どもの中でリーダーの俺が率先して、仲間として受け入れなきゃなと思っていたからだ。

「お前、ニグリスって言ったっけ……この孤児院にも慣れたか？　イジメてくる奴が居たら言えよ！　俺様が守ってやる！」

「……そうか、ありがとう」

「おう！　ところでお前、何を読んでるんだ？」

「治癒の本……好きなんだ」

「へぇ……本か。うーん、本を読んでもお腹は膨れねえしなぁ。変わった奴だな」

　だけど、アゼルは一つだけ違和感を覚えていた。

　あの目。

　あの目が妙だった。

　まるで人を観察しているような目をして、見透かしたような顔している。

　みんなが俺を特別視してるのに、アイツだけは俺を平凡に見るような気がした。

　俺は普通じゃないんだ。

　俺は光なんだ。

　ある日、ニグリスのスキル持ちが判明した。

「ねぇ聞いた!?　あのニグリスって子、スキル持ちらしいよ！」

「マジで!?　すげぇ！　どんなスキルなのかな!?」

「ニグリスのところに集まろうぜ！」

「い、今は剣の稽古してる途中だろ……っ」

「今はそんなことよりもニグリスだよ！」

　次第に、誰も居なかったニグリスの周りに人が集まり始めた。

　優しくて暖かいニグリスと評判になり、誰もがニグリスを好きになっていた。

「アゼル！　鑑定してもらったか？」

「いや……」

「よっしゃ、じゃあニグリスに頼んでくるね！」

「お、おい……っ」

　孤児院の一人が好奇心でニグリスに問いかけた。

　そして、返ってきた反応にみんなは爆笑していた。

「アゼルもステータス普通なんじゃん。なーんだ」

「……えっ」

　俺が、普通？

　この周りに居る人間と、同じ？

「アゼルは剣の稽古すると容赦ないからなぁ。その後も殴られてさ」

「分かるわ～、酷いよね～」

　孤児院では誰もがニグリスを持ち上げた。その過程に、俺を下げる。

　光はいつしか、俺ではなくなっていた。

「何が鑑定だ……あんなスキル。ゴミだ」

　みんな、俺を見てくれ。

　……見てくれ。

　ニグリスだ。ニグリスが居るからだ。

　アイツは俺よりも下だ。

　下なんだ。

　俺は負けてない、負けてないんだ。

　それが分かれば、みんなもきっと。

「ニグリス、俺様と勝負しろ！」




　＊＊＊




　冒険者ギルドで、彼らは異様な雰囲気を放っていた。

「クソッ!!」

　身包みを剥され、Ｓランクパーティーに相応しい剣も奪われた。自分たちに残っているのはこの身だけ。

　アゼルは歯ぎしりして、テーブルを叩いた。

「なんで……この俺様がこんなクソダセェ格好で居なきゃいけねえんだ。あぁ!?」

「アゼルだけじゃないわよっ！」

　みすぼらしい姿になった彼らは、各々の怒りを剥きだしにする。

　一方的に住民を傷つけ、盗賊に捕まった時点で彼らは死んだも同然だった。そのことを理解したくなくて必死だった。

「俺たちが負けたのは偶然……っ！　そう、偶然だ。連続したこともたまたま」

　何があっても認めないアゼルに冷やかな視線が刺さる。

　顔を歪めてミーア以外のパーティーメンバーを殴った。

「なんだよその目はよぉ……！　てめえらがＳランクまで上がれたのは誰のお陰だぁ？　あぁ!?」

　アゼルである。

　そう思い込んでいる彼らは逆らえない。

「こうなったら、冒険者ギルドで人をかき集めて殺してやる。あの女帝もニグリスも殺してやる！」

「そんな大々的にやったらまずいって！」

「うるせぇ！　冒険者ギルドは俺たちの味方だ。数少ねえＳランクパーティーだもんなぁ！　それくらい俺たちは特別なんだよ！」

　まだチャンスはいくらでもある。

　そう思っていた彼らに待っていたのは、予想を裏切るものだった。

　仲間をかき集めるべく、その場で大声を上げると受付と衛兵が近寄ってくる。

「Ｓランクパーティー、銀の翼シルバーウイングですよね」

「んだぁ？　冒険者ギルドの受付嬢か？」

　みすぼらしい格好であることをすっかり忘れ、外見に自信を持っている。

「駆け出し冒険者。新人の方はどうなりましたか？」

「あぁ？　てめえらに報告した通りレッドウルフにやられちまったよ」

「……その報告ですが、その方をこちらで保護しました。彼は銀の翼シルバーウイングにやられた、と言っています」

「アイツ生きてやが――――な、何言ってんだてめぇ！　この俺が斬ったって言いてぇのか!?　運よく生き残ってただけじゃねえのかよ！」

　冒険者ギルドが騒めき始める。

　仲間殺しをしようとした疑惑。

　冒険者の間でも最も御法度とされるものだ。バレれば冒険者の剥奪だけでなく、パーティーメンバー全員が奴隷に堕とされる。

「……失礼しました。お話を聞きたいので、ご同行願えますか」

「ふ、ふざけんなっ!!」

「そ、そうよ！　私たちはこの街を守る義務がある。あなたたちに関わっている時間はないのよ！」

　素早くミーアも助けに入った。

　このまま連行されれば、逃げ場を失う。

　これは確実に……奴隷に堕ちる。

　彼らは新人は保護していると言っていた。

　さらにアゼルが彼を斬ったという証拠があると言うのだ。

「……依頼を受けていらっしゃるのですか？　先ほど帰られたように見えますが」

「まだあんだよ！　大貴族様の依頼がなぁ！」

　大貴族。

　冒険者ギルドとは違う勢力からの依頼だ。

　受付の人は下手に手出しはできない状態であることを察する。

　彼らはあくまでＳランクパーティー。それ相応の難易度の依頼をこなす。

「……分かりました。では、それが終わりましたら報告をください」




　＊＊＊




　項垂うなだれてアゼルが叫ぶ。

　ここは森の中。

「なんなんだよもぉぉぉっ！」

　冒険者ギルドに行って仲間を増やすことはできない。

　身包みは剥された。

　剣も杖も何もない。

　このまま王都で生活していれば、仲間殺しの疑いで捕まる。そしたら奴隷までまっしぐらだ。

「嫌だ。俺は奴隷になんかならねぇ……っ！」

「私もよ……なんでこんなことに……」

「女帝を殺して、大貴族に取り入れば俺たちの罪なんざ一瞬で消える……」

　まずは金だ。武器や防具を揃える金があればなんとかなる。

「おいてめぇら。アレを見ろ」

「……馬車？」

「襲うぞ」

　彼らに貯金という概念はない。

　豪遊し、自惚れ、人の物に手を出そうが何も思わない。

「良い案ね、アゼル」

　アゼルたちは気付いていないが、その近くにはニグリスが居た。










１２．まさかの盗賊たち




「落雷サンダー！」

　アリサの威力調整をするついでに、俺たちはモンスターを狩っていた。

　嬉々として魔法をぶっぱなすアリサに、ヒャッハーって言いながら撃つの怖いからやめてくれないか……と思ってしまう。

　フェルスはちょこんと岩場に座ってアリサの魔法を眺める。

「フェルスもああいう魔法使いたいなら、アリサに教えてもらえばいいだろ」

「いえ、私は身体強化魔法以外良く分からないので。それにアリサさんの説明は何というか……ドッカン、ドーン！　ってやると説明されたので」

　アリサなら言いそう。

　感覚派すぎるんだよなぁ。

　俺も人のことは言えないが。

　フェルスの魔法適性はＡだったが、体の成長に伴い既に上限を迎えている。

　だから、これ以上の魔法に対する伸びしろはない。

　……打開策を知っていればいいんだが。指導者として情けないな。

「剣も伸びしろの限界を感じているんです。これ以上は壁があって超えられない気がして」

　俺はフェルスを久々に鑑定してみる。




　鑑定

【種族】エルフ

　フェルス　12歳♀　状態：安堵




【適性】

　魔力　極大

　剣士　Ａ／ＳＳ

　魔法　Ａ／Ａ

　器用　Ｂ／Ａ

　忠誠　109




　ん!?

【忠誠】って１００超えるの!?

　今までここまで高い【忠誠】を見たことがないから驚きだ。

　……どこまで伸びるか見てみたいな。

　思いっきり甘やかしてみよ……って違う。壁だ。

　ＡからＳになるまでの差は経験じゃ埋まらないってことか？

　あとでフローレンスがどうやってＳまで【剣士】を上げたのか聞いてみるか。

　最適解はフローレンスと戦わせることなんだけど、ガチで殺し合い始めそうで怖い。

　この二人仲が悪いからな。

　人を育成するのがこんなに難しいとは思っていなかった。

「ゆっくりやろう。時間はある」

「はい……」

　フェルスが落ち込んでしまう。

　気持ちは分かる。

　新しく入ってきたアリサがあれだけの才能を見せたんだ。

　対抗心が芽生えて、劣等感に苛まれてしまうのも無理はない。

「落雷こそ至高！　やはりあたしは雷の申し子なんだわ！」

「……アイツの【原初の雷使い】ってスキルじゃなくて呪いに思えてきたわ」

　どうやら威力調整のコツを掴んだようで、それに満足して喜んでいる。

　これで戦闘中にアリサの魔法に巻き込まれそうになることもなくなるな。

　あとはアリサのスキルだ。詳細がまったく分からない。呪いじゃないなら俺は治せないんだ。

「だ、誰かーっ!!　助けてくれーっ!!　盗賊がっ！」

　響き渡る声にフェルスの耳がピクピクと反応する。

　俺にも聞こえたが、エルフであるフェルスの方がもっとはっきり聞こえたんだろう。

　アリサも魔法を撃つ手をやめ、何事かと見回す。

「あっちです。あっちの方から声がしました！」

　助けたところで報酬がもらえる訳ではないだろうと分かっていても、俺たちは身体が動いていた。

　少し整備された小路に馬車があった。

　そして乗っていたであろう商人は怪我を負っていて、護衛の人間は誰かと戦っている。

　なんで居るんだ。

「……何やってんだよ、お前」

「……あぁ？」

　チラつく狂気に満ちた瞳と目が合う。

　忘れるはずがない。今朝会ったばかりなのだから。

「アゼル」

　盗賊紛いのことをしているアゼルたちに、俺は言葉を失うしかなかった。

　いくらなんでも短絡的すぎるし、考えなしなんてもんじゃない。

「お前、自分が何してるのか分かってるのか？」

「ニグリス様？　あの、お知り合いですか？」

「なんだよてめぇ。一丁前に仲間居たのか？　見たところ奴隷じゃねえかよ。もう一匹は……うわっ！　ニーノ人とかマジか」

　アゼルの言葉が耳に届かないほど、俺は混乱していた。

　装備を奪われただけで商人の馬車を襲うか？

　いや、おかしいだろ。

　俺はそこまでコイツらを追い詰めたつもりはない。

「装備を奪われて自棄になったのなら、返してやるからやめろ」

　せめてもの譲歩だった。

　俺だってアゼルたちを苦しめたい訳じゃない。

　甘いとは分かってはいる。でも、それが俺なんだ。

　違うな。少し前の俺なら苦しめていた。

　俺は変わった。フェルスたちと関わっていて変わったんだ。

「ブハハッ！　馬鹿じゃねえの！」

「どういうことだ……っ？　違うならなんで」

　装備を奪われ、ムシャクシャしてやってしまったのならまだ分かる。

　アゼルは短絡的で自尊心が高い。

　それに付き従う彼らも彼らだが……パーティーリーダーの命令は絶対だ。

「なぁニグリスゴミクズ。てめぇは貧民街の女帝と仲良かったよなぁ？」

「……だから、なんだ」

「お前を俺様のパーティーに戻してやる！　嬉しいだろ？　なぁ、喜べよ！」

　この状況で何を言ってるんだ、アゼル。貧民街を襲った理由やフローレンスを狙う理由が分からない。

　フェルスは全てを察したようで剣に手を据えている。アリサは半眼のまま手遊びしていた。

「それとこれは関係ないだろ。それに俺が戻ると思ってるのかよ」

「貴族になりたくねえのかぁ？　貴族になれば地位がもらえて働かなくても暮らせる。平民どもは土地を豊かにし、それで俺たちは金持ちになる。最高じゃねえか」

　アゼルは現実を知らないのか。

　土地を支配するということは、その地で暮らす人々の安全を保障しなければならないんだ。

　その責務と責任が領主には必要だ。そんなことすら知らないのか。

　それにフローレンスと仲が良いこととパーティーに戻すことに何が関係あるんだ。

「貴族に興味はない。戻ってきて欲しいにしても、態度が違うだろ」

「あぁ……っ？　態度？　なんだお前、もしかして俺様に土下座しろつってんのか……っ？」

　何か言えば、アゼルは剣の矛先をこちらへ向けるだろう。

　一触即発であることは言うまでもない。

「へっ、今の発言は見逃してやるよ。俺はなぁ、大貴族である宰相の右腕から、貧民街の女帝を殺す依頼を受けて貧民街に行ったんだよ！」

　フローレンスを殺す!?

　コイツ、最初からそのつもりで……っ！

「ゴミ山の餓鬼大将やってねえで、こっちに来いよ。今なら戻してやるぜ？　貴族になれるチャンスだ……っ！　なのに、冒険者ギルドには仲間殺しを疑われちまうし、やってらんねえよな。俺様が可哀想だと思わねえか？」

「……殺した？　仲間をか？」

「けっギリギリで逃がしちまったよ。お前だったら確実に殺せてたのになぁ？」

「ニグリス様を侮辱したなっ」

　フェルスが我慢できず一歩踏み出した。だが、俺はそれを制した。

　ダメだ、フェルスが手を下すべきではない。

　この男は、決定的に歪んでいる。

　感情の欠落ではない。

「アゼル。俺は別に、お前を恨んじゃいない」

　話し合うことはできない。俺がいくら歩み寄っても、アゼルは離れていくんだ。

　呼び起こされる記憶は、アゼルに暴言を浴びせられ、暴力を振るわれ、仲間だと信じて裏切られた。

　それを俺は反抗せず黙って聞き入れた。許せないことは多い。

「でも、仲間を殺すって言われて黙ってる訳ないだろうが」

　つい口が悪くなる。

　アリサがため息を吐いて前に出た。

　表情でこそどうでも良さそうにしているが、杖を力いっぱい握っていた。

「ねぇ、そろそろやって良いかな？　全力でぶっ放したいんだけど」

　アリサの全力であればアゼルたちは一瞬で灰になる。

　でも、俺たちはあくまで馬車の人たちを助けに来たんだ。アゼルたちを殺しに来たんじゃない。

　アゼルのあまりの自己中さにムカついてるのか。その気持ちは分かる。

「ダメだ、殺す気か。それに馬車も近くにある。二次被害を考えろ」

「……分かったわよ、もう。じゃあ、あのアゼルっていう男と魔法使いは放置するから。他のメンバー相手していいのよね」

「頼む」

「本当はあの男を相手にしたいんだけどね。雑魚は任せて」

　アリサが相手にしようとしているのは、盾役のオーガスと聖職者のアンという二人だ。馬車の奥の方に居て、コソコソと隙を狙っている。不意を突かれることを警戒して、アリサが倒しに行ってくれた。

　あんまりやりすぎるなよ、と内心で思っているとアゼルが飛び出してきた。

「俺様の言うこと聞けねえのなら、死ねや！」

「ニグリス様！」

　振りかぶってきた剣を躱かわし、そのまま林の中へ潜っていく。

　しかし、それが狙いだった。

　分断してしまおう。あのままあそこで戦っていたら、フェルスがアゼルを殺す可能性がある。俺に膝枕してくれた時の殺気は本物だ。

　フェルスの手を汚したくない。

　ようやく、自分で歩きだしたんだ。

　こんな奴を殺して、重荷になんかさせてたまるか。

　その責任は、俺が持つ。

　そのまま森林の奥深くへ進んでいく。

「いい加減死ねやぁぁぁっ!!」

　アゼルは依然として必死に剣を振り回していた。

「お前のために死んでやるほど、お人好しじゃない」

　攻撃が俺に届かず焦りを見せ、酷く顔を歪めていた。

　怒涛の連撃ではある。だが、それだけだ。哀れにすら感じる。

　落ち着いていた俺に対し、アゼルは完全に頭に血が上っていた。

「逃げ回ってんじゃねえよ！　攻撃もできねえのかあぁ!?」

　やはりアゼルは馬鹿だ。

　何年も一緒に居て、アゼルの癖を知らないはずがないだろ。

　いつも攻める時は左の大振りから入る。

「重着治癒レイヤードヒール」

　だから動きが単調になって読みやすい。

　俺はここで反撃に出た。

「前も言わなかったか？　大振りすると、脇ががら空きだって」

　俺のアドバイスをゴミだと言い張り、無視した報いだろう。

　重着治癒レイヤードヒールで強化された拳に、アゼルは耐えることができない。

　グギッという骨が捻じ曲がる音と共に、アゼルが吹き飛ばされる。

「い、いでぇぇぇっ！」

「治癒ヒール」

「えっ……」

「懐かしい感覚じゃないか？　怪我したと思っても、すぐ治ってる。あぁいや、アゼルの場合は傷が付かないって感覚か。痛覚ないもんな」

　皮肉を言ってみる。

　今まで受けていた恩恵を、ようやく感じ取ったのか、俺が近寄ると後退りする。

「な、なんだよ……どういうことだよ！」

「お前が散々嘘だと言ってきた治癒魔法だよ」

「……う、嘘だ。お前は魔法なんか使えない、剣も使えないお荷物なんだ。ゴミなんだよ……寄生虫だろうが！」

「現実を見ろ」

　カキンッという金属音と共に、アゼルの剣を弾いた。

　拳を振りかざし、アゼルの顎は砕く。

「あ……あがっ……」

　痛みで叫びたくても、叫ぼうとするたびに痛みが走るのだろう。

　ヨダレが止まらず、ダラダラと滴り落ちている。

　……哀れだな。

　Ｓランクパーティーのリーダーがこんな姿だなんて、誰も信じられない。

「治癒ヒール」

「かはっ……！　い、痛みが……っ！」

「喋れなくなると困るだろ」

「て、てめぇ……」

　隙だと思ったのだろう。剣で斬りつけてくる。

　諦めない執念に俺は拍手を送りたい。

「アゼル。お前は自分の都合さえ良ければ、他は要らないんだよな」

　我儘で自分を世界の中心だと思っている。子どもだ。

　子どもを躾けるのに簡単な手段を俺は知っている。

　足を砕かれ、顔面がボコボコになろうとも、一瞬で治癒されている。

「……治癒するな！　治癒するなぁぁぁっ！」

　狂乱したアゼルは振り回した剣で抵抗する。

　もはや冒険者としての面影は一切ない。

　圧倒的な実力差になすすべなく、蹂じゅう躙りんされる。

「いっ……あがぁぁぁっ！」

　足を折られ、手を折られ、芋虫のようになったアゼルは地に伏した。

　四つん這いになりながら立ち上がろうとするアゼルを、容赦なく踏みつけた。

「立てよ。殺すんだろ、自分の都合で、我儘に一方的に」

「殺す……殺してやる！　何がなんでも殺してやる！」

　諦めないでくれて嬉しいよ。まだ終わりじゃない。

　……俺がもっと早くアゼルを痛めつけていれば、事件は起こらなかったかもしれない。

　フェルスたちは違うと言ってくれるだろうけど、責任は感じるさ。

「分かった謝るから！　治癒はやめろ！　やめろやめろやめろっ！　もう嫌だやめてくれ！」

　腸ちょうを抉られようが、肉を千切られようが、俺の治癒は一発で治る。

　誰かを想い、魔法を使えば効果はさらに強くなる。

　だが、自分のために魔法を振るえば効果は薄い。俺は怒りを原動力にして、治癒を使っていた。

「アゼル。お前のやってきた、我儘に生きる人生がどこまで通用するか見せてみろよ」

「いが……いぶっ……」

　激痛と治癒の繰り返し。

　それを繰り返すと人は頭の処理が追いつかず、バグり始める。

　フローレンスを殺す？　アイツがどんな想いをして生きてきたか知らないのか。

　俺は過去を見たから知ってるんだ。

　辛くて、一人で必死に生きてきた女だ。

　気丈に振舞いながらも、まともな人生を歩めちゃいない。たまに見せる素直な少女の姿だってある。

　それを知らない癖に、殺すなんて気軽に言うな。

「……反応がなくなったな」

　脳がキャパオーバーし、アゼルは虚ろな瞳のまま痙攣してしまった。

　痛みが度を超すと人は死んでしまう。だが、ある程度の治癒でそこもカバーできる。

　死なずに、永遠の痛みだけが続く。

　既にアゼルの闘志は折れていた。

　今まで溜まっていた鬱うっ憤ぷんを晴らした気分だ。

　それ以上に、心が澄んでいた。

　今まで何を怖がっていたんだ俺は。

　ようやく解放された気がした。

「……俺はお前を殺しはしない。治癒師としてだけじゃない。お前は生きて罪を償うべきだ」

　治癒しておくか。とりあえずスッキリしたし、いいよな。てか気絶してるし。

　こういう場合って冒険者ギルドに突き出せばいいのか？

　あぁそうだ、みんなのところに戻らないと。アリサが魔法ぶっ放してなけりゃいいけど。

　感情が高まるとすぐぶっ放すからな。

　それにフェルスも、アイツら殺してないよな。

　……なんで俺がアイツらの心配してるんだ。普通逆だろ。

　まぁ、これも信頼してる証か。




　＊＊＊




　馬車に乗っていた商人が、フェルスに縋すがるべく近寄る。

　フェルスはニグリスを追いかけたいと思っていたが、あの程度の人間に負けないことは分かっている。

　ただ、あのアゼルという男を殺したいとだけ思っていた。

「じょ、嬢ちゃん戦えるのかい……？　た、頼む！　俺たちを守ってくれ！　いくらでも金は弾む！」

「……では、隠れていてください。巻き込まれるので」

「あ、あぁっ！」

　フェルスは残っている一人。魔法使いのミーアと対峙していた。

　やれやれ、といった様子でため息を吐いているミーア。

「あなた、奴隷でしょ？　ニグリスなんかの奴隷になって可哀想。気持ち悪いでしょ」

「……いいえ、誇っています」

「奴隷ってさ、奴隷根性が染み付くと取れないって言うじゃん？　あなたもソレなんだよ」

「余計なことは言わない方がいいですよ。私はあの男以外殺さないと決めているので」

「はぁ？　馬鹿な主人を持つと犬まで馬鹿になるのね。見たところあなた剣士でしょ。もしや魔法の強み、ご存じない？」

　魔法は剣士と違って才能が必要だ。

　しかも、詠えい唱しょうや魔法陣といった物が必要ではない。脳内でイメージし、出力するだけで使えてしまう。

　遠距離からの攻撃かつ強力で、剣士にとっては天敵と言っても過言ではない。

「ただの剣士ならそうでしょう。でもあなた程度の魔法は、私にはなんら障害になりませんので」

　独自に編み出した剣術に、対応できる人間はまず居ない。

　相当の手練れ。フローレンスでなければ、今のフェルスに負けはない。

「馬鹿な奴隷。じゃあ、早く死んで」

　ミーアの得意魔法は風だった。

　杖の先端から刃風が放出され、フェルスへ一直線に飛んでいく。

　抜刀し、斬撃が飛ぶ。

　何が起こったのか分からないといった表情で、ミーアは驚愕していた。

　金髪が風に揺られ、美しく輝く。

「う、嘘でしょ……？　も、もしかして……魔法、剣士？」

　人は従来、天から二物の才を与えられない。

　故に魔法剣士は器用貧乏とされる役職だった。

　しかし、どちらの才能も群を抜いているフェルスには、最適な職業であった。

　――――ドゴォォォンッ!!

　轟ごう雷らいが鳴り、地響きが襲う。

　フェルスは頭を抱えて「またですか」と呟く。

「な、何……この音！」

「アリサさん威力抑えてって言われてたのに、全力でぶっ放しましたね」

「いやー、スッキリスッキリ」

　爆発で汚れた頬を拭いながら、満面の笑みで歩いて帰ってくる。

　二人を相手していたアリサは、戦いに飽きてしまい、力を見せることで相手の戦意を削いだ。

「わ、私の仲間……二人はどうしたの!?」

「あたしが魔法撃ったら逃げてったけど。ここで撃つ訳にはいかないしね～。腰プルプル震えて逃げてったのマジおもしろ」

「……ッ!!」

　アリサに向かって魔法を放とうとするミーア。だが、それよりも早くフェルスが動いた。

「動くと斬りますよ。私は子どもではないので、容赦はしません」

　首筋に向けられた切っ先にミーアは杖を地面に捨て、両手を上げた。

　自分の立場を分かっていないのか、ミーアが悔しそうに顔を歪めた。

「……な、なんなのよ！　奴隷の癖に……ニーノ人の癖に！」

　汚い言葉を並べ、必死に二人を罵倒するも二人は怒りを浮かべる様子はなかった。

「響かないね～」

「そうですね」

　ニグリスの悪口でない限り、彼女たちは怒りはしない。

　元より心優しい二人が、たった一人の男を侮辱されただけで表情を変えてしまう。

　もはや、ニグリスにしか止めることはできない。

「それだけ強くて……あなたたち狂ってる！」

「あなたに言われたくないのですが……」

「フェルス。言っても無駄よ、コイツら馬鹿だもん。なーんにも分かっちゃいない」

「……残念です」

　尖り耳をショゲさせて、口を閉じた。










１３．受付嬢は謝る




　冒険者ギルドに到着して、銀の翼シルバーウイングの主要メンバー二人を差し出す。

　残りのメンバーは逃げてしまった。どちらにせよ、アイツらにはモグラ生活が待っている。貧民街へ逃げ込むこともできず、王国を出るしか生き延びる術はない。

「商人の馬車を襲っていたから捕まえた。身柄の引き受けを頼みたい」

　最初こそ周りの人たちは信じられないといった感じを出していたが、縄で縛られた二人を見て周りの冒険者たちが白目を剥いて驚く。

「いーっ！　あ、アイツらＤランクパーティーだよな!?」

「え、Ｓランクパーティー……っ！　銀の翼シルバーウイングが倒された!?」

「おい、アイツ、ニーノ人だぞ……っ！　ニーノ人は無能で頭がおかしいはずだろ、何がどうなってんだよ！」

　馬車に荷物を乗せていた商人が証人になってくれて、事情を説明する。

　のちに衛兵がやってきて、アゼルたちを引き渡した。

　ギルドにある客室へと通されて腰を落ち着かせた。

　……ちゃんと仕事してくれたな。

　少し心配だった。

　俺やアリサの時みたいに、信じられないからダメと一蹴されるかもしれないと思っていたから。

　すると、俺たちを冷たくあしらっていた受付の人が入ってきた。

　この人は俺に報酬が出てないって訴えても無視した人だ。

　何を言われるのか予測できずにいると、深く腰を折り頭を下げた。

「この度は、Ｓランクパーティー銀の翼シルバーウイングを捕らえて頂きありがとうございます」

　頭を下げられるとは思ってもいなくて対応に困った。

「受付嬢のリーシャと申します。そして、冒険者ギルドを代表して、今まで申し訳ありませんでした」

「か、顔を上げてくれ」

　その場に居る商人の男が目を丸くした。

　無理もない。冒険者ギルドを代表して、と言ったんだ。

　この言葉がどれだけ大きいか。冒険者でなくても良く分かる。

　巨大勢力であるギルドが非を認めたんだ。普通じゃありえないことだ。

「今まで銀の翼シルバーウイングが行ってきた悪行の数々を見逃し、アリサさんがニーノ人であるからと侮蔑したことの深い謝罪。削られていた報酬は倍以上にして肩代わり致します」

「マジで!?　やったぁ～！　ねぇニグリスご飯食べに行こうよ。たっかい奴」

「今は静かにしてろ……っ」

　空気を読め空気を！

　受付の人がようやく顔を上げると、酷く後悔した面持ちで続ける。

　演技、なんてできるような人なら頭を下げるようなことはしない。

「私は今まで、冒険者の実績や噂話を鵜吞みにし、それが正解だと思っていました。ですが、銀の翼シルバーウイングの仲間殺し未遂でそれが間違いであると分かりました……私が間違いを犯さなければ、新人として入った人が怪我をせず、こうした迷惑を掛けることもありませんでした」

「あんたのせいじゃない。アゼルたちが犯した罪だ」

「いえ、今回の馬車襲撃も防げた事件でした。ニグリスさんたちが居なければ被害は広がっていたでしょう。本当にありがとうございます」

　また頭を下げてくる。

　思ったよりも責任感の強い人だったようだ。

　思い詰めてしまっているな。

「……アゼルたちはどうなるんだ？」

「奴隷落ちになります。ただの奴隷ではなくギルド専属なので、普通の奴隷よりも酷い扱いが待ってます」

「そうか」

　詳しくないが、薬草やタダ働きのモンスター討伐があるらしい。眠る時間以外は休憩もないそうだ。

　これで奴の顔を見る必要もなくなる訳か。

　清々するな。

　でも、何となく嫌な予感がする。

　杞憂だと思うが。

「ニグリスさんたちの話を聞かず、ギルドの平等性を損なわせたのは私です。そのことをギルドマスターに相談したところ、辞職で誠意を見せるべきだろうと言われました」

「……そうか」

「それでもギルドへの不信感を払拭することはできないと思います。どうか、私のせいで失った信頼を少しでも取り戻させてください」

　……取り返すって言われてもな。

　確かに冒険者ギルドへ対する不満や不信感があったことは否めない。

　この人は俺たちを差別したし、話を聞いてもくれなかった。でも変わろうとしている。

　まぁ、彼女のような人物も居るってことだろう。

　すると、フェルスが俺に耳打ちしてきた。

「ニグリス様」

「なんだ？」

「良かったら、この人を貧民街で雇えるようにしてみませんか？」

「貧民街で？」

「はい。冒険者ギルドの受付ってかなり優秀な人間じゃないとできないんですよ」

「ほう……」

　フェルスがそう言うのなら、確かめてみるか。

　鑑定スキルを使う。




「鑑定」




【種族】人間

　リーシャ　29歳♀　状態：不安




【適性】

　魔力　小

　剣士　Ｄ／Ｄ

　魔法　Ｄ／Ｄ

　器用　Ｓ／Ｓ

　忠誠　10




　……オウフ。

【器用】Ｓって滅茶苦茶有能じゃねえか！

　それ以外のステータスは微妙でも、【器用】が高いって相当重要だ。

　机仕事はなんでもできてしまう人間なんだろうな。

「……なぁリーシャ。冒険者ギルドをやめるのなら、お勧めの仕事先があるんだが」

「え？」




　＊＊＊




「あ、あの……ここ貧民街の女帝がいる場所じゃないんですか!?」

「そうだけど？」

「も、もしかして、私は公開処刑されるのでしょうか……？　それでニグリスさんの気が済むのなら」

　え。

　あー、そうか。貧民街で暮らしていない人間にとって、ここは地獄みたいな物なのか。

　フローレンスも噂でこそ冷酷非道とか、極悪と悪評が広がっているが、それも威厳を誇示するための噂だろうしなぁ。

「いい仕事があるって言っただろ？」

「ど、奴隷のように働けということですね……」

「ん～」

　違うんだが何を言っても誤解は解けない気がする。

　まぁ、時間と共に薄れていくか。

「……ニグリス殿。妾は有能な人物は差別せぬし、実力主義であることは認めよう。じゃが……っなぜ女おな子ごなんじゃ！」

「そこかいっ！」

　アリサが思わずツッコむ。

　言わんとすることは分かるけど、有能な人間が役立てる場所があるのに紹介しない手はないだろ。

「裏方の仕事、腐るほどあるんだろ？　だから鑑定の仕事で【器用】が高い奴を求めてるんだろ」

「……その慧眼は時に厄介じゃな。器用さが高い人間は裁縫や物作りに重宝しとる。生産ラインを貧民街で確立したいのでな」

　やはり貧民街を支配しているフローレンスは有能だ。

　何が重要かをしっかり理解している。

　あと、俺が思うに貧民街の住民の育ちが良くないのは、教育する場がないからだ。

　大人が貧しいと子どもも貧しくなる。大人たちはその日稼ぎで生きるのですら手一杯だ。

「ってことでコイツ。リーシャだ。【器用】Ｓの超有能だぞ。たぶん人に教えるのも得意だろうから、裁縫でも学校の先生でもやらせればいい」

　事実、リーシャは受付の仕事においてピカイチである。

　彼女が十年以上、冒険者ギルドの受付をやってきたことの凄さを知らない俺じゃない。

「学校か……分かった。リーシャ、お主を雇おう。ニグリス殿に感謝するのじゃな」

「は、はい……っ」

　フローレンスなら酷い扱いはしないはずだ。

　案外優しいからな。

「ところでニグリス殿。銀の翼シルバーウイングが妾を狙っていたらしいが、それはつまり妾を守ってくれたのということか？」

「まぁ、遠回しにそうなるか」

　ズッキューンという効果音と共に、フローレンスが萎れる。

　ズッキューンってなんだ。

「あぁそうだ。フローレンスの殺害は大貴族からの依頼だったらしいぞ」

「なんじゃと？　大貴族……もしや調べた通り……」

　何か知っているのなら教えて欲しいが、深く聞いて厄介事に足を突っ込むのも嫌だった。

　肩の力を抜いたフローレンスが、リーシャの前に立つ。

「まぁ良い。妾に付いて参れ。その身なりでは綺麗すぎるのでな」

　フローレンスにリーシャは連れていかれる。

　……人材の振り分けをした時もそうだが、なんか知らず知らずのうちに貧民街がかなり豊かになってないか？

　これからどう貧民街が良くなっていくのか、少し気になるな。

「ニグリス～。なんでリーシャって人を連れてきたのさ～？　一目惚れ？」

「な訳あるか。俺のアイデアじゃない、フェルスのアイデアだよ」

「い、いや……そっちの方が良いかなと思いまして」

「なんで？」

　フェルスは俺の方を見て、代わりに説明して欲しそうに耳をピクピクと動かした。

　……花を持たせてくれるのは嬉しいが、気を使わなくてもいいのに。

「……リーシャは冒険者ギルドを勝手に代表して謝罪した。これは冒険者ギルドからかなりの恨みを買うはずだ」

　冒険者は冒険者ギルドの庇護下に居るから活動ができる。

　絶対に冒険者ギルドは頭を下げてはならない。そのルールを破った。

　アリサには言わないが、俺が本当にムカついている相手はリーシャじゃない。

　……本当に謝るつもりがあるのなら、ギルドマスターが出てくるべきなんだ。それを一方的にリーシャへ押しつけ、罪をかぶせた。

　ギルドが謝るつもりなんかないってすぐに分かった。

「ギルドをやめたリーシャに待っているのは、酷いバッシングと暗い未来だったろうからな」

　どうせ、圧力掛けて仕事もできなくさせられるだろうからな。

　それも分かっていてリーシャは謝った。

　そんな人物を見捨てることはできないだろ。

「人間は誰だって失敗する。でも、それを認めて進もうとする人間を見捨てることは違うだろ」

「おぉ、なるほど。頭いいね」

　アリサは納得してポンッと手を叩く。事件が解決したと見るや、ぐぅとお腹を鳴らしご飯食べに行こう！と歩きだした。

　相変わらず元気だな。

「あ、あのニグリス様……？」

　俺の前に出てきて、下唇を噛んだまま僅かに紅潮している。

　エルフ耳が跳ねて、上目遣いが非常に可愛く思えた。

　……何。

　あっ、褒めて欲しいのか。

「リーシャのこと良くやったぞ。銀の翼シルバーウイングを誰も殺さなかったことも偉い」

「は、はいっ！」

　頭を撫でてやると激しくピクピクと耳を動かして、喜んでいた。

　これ以上、誰も不幸になんかさせたくないからな。

　俺の手が届く範囲は、せめて笑顔にしてあげたい。










１４．貧民街の人気者




　その日は久々に休みにしていた。

　外は晴れていて、風も心地いい。

　昨日、リーシャの言う通りギルドから報奨金と謝罪の金を受け取った。

　額にして約千金貨。

　平均的な一人の労働者が一生掛けて稼ぐ大金だ。

　もはや働く必要はなくなった。

　でも冒険することは好きだし、冒険者としても少しは活動するだろう。

　屋敷でのんびりとしていると、メイド姿のフェルスが飲み物を持ってきてくれた。

　見慣れているはずなのに、可愛さは相変わらずだ。

　いくらでも可愛いと思ってしまう俺は、親バカみたいだな。

「ニグリス様、紅茶とお菓子をお持ち致しました」

「ん？　あぁ、ありがと」

　寝て本を片手に読んでいたのだが、紅茶を飲むために起き上がる。

　甘い香りがした。クッキーじゃないな。

「珍しいお菓子だな」

「はい。マカロンと言って、どうやら王都で一日五個の限定のお菓子らしいです。ニグリス様に食べて頂きたくて、与えてくださったお金を少し使わせて頂きました」

　ふむ。そういうつもりで渡した訳じゃないんだが……自分のことに使って欲しいな。まぁ、俺を想って買ってくれたのなら文句は言えまい。

　にしてもマカロンか、変わった名前だ。

　色鮮やかで綺麗だが、小さい。

「……甘いな」

　非常に美味かった。

　これを量産して売れば金持ちになれそうな気がする。でも、一日五個限定ってことは、作る材料や工程が非常に大変なんだろうな。

　フェルスがマカロンを見つめていた。

「食べたいんだろ、俺は構わないから」

「た、立って食べるのはマナーが悪いので」

　ふむ。確かにその通りだ。

　椅子は俺の座っている一つしかない。

　……まぁいいか。

「だったら俺の膝に座れ」

「えぇっ!?」

　びっくりしたようで、耳を跳ねさせて赤面した。

　それくらいで恥ずかしがるようなことだろうか。

　ふっ、俺は鋼のメンタルを手に入れたのだ。

　フェルスの精神年齢が12歳だということは分かっている。

「し、失礼します……」

　緊張しながらフェルスは座る。

　柔らかな臀でん部ぶが薄い生地を通して伝わる。

　フローレンスとは違い、清潔な感じの匂いが鼻腔を擽くすぐった。

　マカロンを口に含んだら、フェルスは蕩けたように微笑んだ。

「おいひぃ……」

　思わず顔を逸らした。

　その顔はまずい！　いろいろな意味で！

「あっ、すみません……！　だらしない顔をしていましたっ」

「い、いや……いい」

　意識しないように、と考えれば考えるほど、なぜか妙に意識してしまって恥ずかしかった。

　ふと、視線を感じた方を見る。

　いつの間にか来ていたアリサが、ドアの隙間からにへへと笑っている。

「お二人さん仲がよろしいようで～」

「アリサ、来てるんだったら言えよ……」

　大荷物を持って、部屋に入ってくる。

　何その荷物。

「いいでしょ。どうせあたしもここに住むんだから」

「住む？」

「だって部屋いっぱいあるし、ギルドからもらったお金もある。それに王都の連中って宿に泊まるだけでも『ニーノ人に貸す部屋はねぇ』って追い出すのよ。ほんっとありえない。でも、貧民街の人たちって優しいから差別しないのよね～ってことで、住みたい」

　確かに部屋は余っている。

　それどころか、まだ掃除が行き届いていない場所もあるんだ。

「俺は良いぞ」

　アリサが住むことに反対ではないし、どちらかといえば賛成だ。

　連絡手段が簡単になって楽だし。

　それに仲間だしな。

「あ～、フェルスはちょっと嫌かな～？　え～？」

「へっ！　べ、別に私は嫌じゃないです。ニグリス様と二人っきりじゃないだけで……」

「大丈夫大丈夫。あたし引き籠りだから、邪魔はしないよ」

　あっはっはとアリサは笑い、荷物を持ち上げて部屋を後にした。

　人数が増えて騒がしくなるのは良いことだ。

　広すぎて少し静かだからな。

　賑わってるくらいがちょうどいい。

「フェルス、行くぞ」

「え？　行くって、どちらへですか？」

「買い物。アリサが住むんだ。食料とか雑貨が必要だろ？」

「そ、そうですね……っ！　あの、二人きりですよね」

「アリサは荷解きがあるだろうしな」

　俺に背を向けて、フェルスが隠れてガッツポーズしている。

　買い物で何喜んでるんだろうか……。あぁ、そういえば依頼をこなしている時はアリサがいるもんな。

　二人っきりで出かけるのは久々か。




　＊＊＊




　貧民街は今、徐々に増えつつある住民のために家の建築が盛んだった。

　みんなはボロい家に住んでいたはずだが、何があったんだろう。

　まぁいいや、と貧民街を抜けて王都に向かおうとした時に声を掛けられる。

　大工姿の人だ。

「あっ、あんた！　ニグリスさんだろ！」

「あ、あぁ……」

　勢いのまま、俺の手を握り握手してくる。

　だ、誰だろう。握手されるような覚えがないんだが。

「あんたが鑑定してくれたお陰で警備隊から外されたんだ！　元々戦闘とか得意じゃなくて、こうした物作りが大好きでよ～！　器用さが高いって教えてくれたから好きな仕事に配属されたんだ！」

「お、おう……フローレンスの部下か」

「本当にありがとうな！」

　必要以上に握手される。

　……なんで感謝されるんだろう。

　普通に鑑定してアドバイスしただけのことだ。

　当たり前のことを、当たり前にしただけだ。

　それに釣られて、わらわらと人が集まってくる。

「あなたがニグリスさん!?　うちの夫が銀の翼シルバーウイングっていうのにやられた怪我を治してくれてありがとうね～。これ、うちで採れた野菜なの。良かったら持ってって！」

　続々と食べ物やら道具やら渡される。

「俺もお金をもらってやっているから、こうして良くされるとなんだか罪悪感があるんだが……」

「ニグリス様が助けた方々です。お礼は受け取っておくべきですよ」

　フェルスが笑顔で俺の後ろに付き、誇らし気にしていた。

　少し恥ずかしくて、しかめっ面になってしまう。

　すると今度は、小さな少女に裾を引っ張られた。

「ねぇ、お兄ちゃんって鑑定っていうスキルと、怪我治せる魔法使えるの？」

「使えるけど、怪我人でもいるのか？」

「ううん。じゃあ、たぶんお兄ちゃんがパパ治してくれたんだ～！」

「パパ？」

「ユイ！　ダメだろ勝手に走っていっちゃ！」

　人だかりから離れた場所に、必死に走ってくる男が居た。

　あの男、見たことがあるな。

「お前……フェルスが捕まえた盗人」

　フェルスがレッドウルフを討伐した日。街中で盗みを働いた男が居た。そいつは腕を怪我していて、流れで治癒した。

　罪を償って出てきたのか。

「俺の腕を治してくれた……治癒師の兄ちゃんか……？」

「出れたんだな。怪我の調子はどうだ、冒険者としてまた活動してるのか？」

　近況が気になって質問するも、それに答えることはなく男はその場で土下座した。

　周りに居た人たちが静まり返る。

「あん時、怪我を治して頂きありがとうございましたっ！　お礼もしなくちゃいけねえのに、今頃になってすまねぇ！」

　みんな、男のことは知っていた。

　誰にも治せないと言われていた怪我を、俺が治したんだ。

「最近は感謝されたり、謝られたりばっかだな。別にお礼なんかしなくていい」

「そんな訳にはいかねぇっ……冒険者として再開できたのもあんたが俺を助けてくれたお陰なんだ！　本当に……本当に感謝してもしきれねぇ……っ!!」

　だいぶ歳もいっているはずなのに、公衆の面前で大粒の涙を流しながら頭を地面に擦り付けている。

　……相当辛かったんだろうな。

　この男はきっと、冒険者以外の生活を知らないのだろう。だから、生命線である腕が使えなくなり、盗みをするしかなかった。

　娘を生かすために。

　ここに居る人たちは、この男の怪我について知っているらしく微笑んでいた。

「分かった。じゃあ、たまに屋敷の掃除を手伝ってくれ。広すぎて手が足りないんだ」

「あぁっ……お安い御用だ！」

　それからも人は増え続け、俺たちは動くことができなくなってしまった。

「お兄ちゃん！　パパを助けてくれてありがとう！」

　ユイという少女は手を振りながら、男に連れられて帰る。

　俺とアゼルの決定的な違いだと思った。

　俺は好き勝手生きる人生を歩みたくない。みんなと、仲間たちと一緒に歩みたいんだ。

　それが正しいような気がした。

「……買う前に揃っちまったな、食料」

「食べ物の他にも道具とか頂いてしまいましたね……」

　予想外な展開に、俺たちは苦笑いを浮かべる。










１５．黒龍の召喚




　投獄され、奴隷の首輪を付けられた男が居た。

　その男の名をアゼルと呼ぶ。

　仲間であったミーアは奴隷娼婦として売り飛ばされ、劣悪な環境で嗚咽を漏らしながら生き延びている。

　しかし、男であるアゼルはそういった使い道ではなく、開発中の薬の実験体として使われていた。

　その影響か、肌は黒ずみ顔色は真っ白だ。指も何本か腐り始めて、もはや生きている人間の様相ではない。

　常に首輪を牢に繋がれ、身動き一つ取ることもできない。

　コツン、コツンと音を立てて年老いた男がアゼルの前に立つ。

　その傍には、大柄のオールバックにした男も居た。

「哀れよのぉ……かのＳランクまで上り詰めたパーティーのリーダーとは思えない姿だ。アゼルよ」

「……てめ……は、誰だ……俺様を……誰だと思って……」

　この国の裏を牛耳っている二人の権力者が、落ちぶれたアゼルの前に居る。

　それはなぜか、大貴族であるこの老人がアゼルに会いたいと希望したからである。

　ギルドマスターが断れるはずもなく、付き添いとしてここに居る。

　厄介事や責任問題を負いたくないギルドマスターにとって、今の状況はあまり良い物とは言い難い。

「貧民街の女帝を殺害するように依頼したじゃないか」

「……へっ、大貴族様ってか……依頼は、まだ……俺はできる……」

「立場を弁えろこの犯罪者が！　貴様のせいで部下を一人失い、ギルドの信頼は地に落ちた！　死んでも償いきれない罪と分かっているのか！」

　あえて、有能な部下を失ったのは自分のせいではない。アゼルのせいだと言い放つ。

「怒鳴らないでくれたまえ、ギルドマスターよ。耳はまだ遠くないのだよ」

「す、すみません……」

　大貴族の機嫌を損ねれば、ギルドマスターとて無事では済まされない。

「まだ、俺は……」

「どれほど言おうが証拠は揃っているっ！」

　もはや死を免れないアゼルに対して、激昂する。

　大貴族と呼ばれる老人がアゼルの我の強さを見て深く微笑んで見せた。

「ふむ、短絡的で子どもじみた思考を持っている君に依頼したのは正解だったようだのぉ」

　髭はなく、深く被ったフードのせいで顔は見えない。

　ただ品のある声音で、位の高い人間であることを誰もが察する。

「ギルドマスターよ、席を外してくれんか」

「で、ですが」

「心配するでない。何があっても、問題は君のせいにはならない。儂がその責を負おう」

「……分かりました」

　その言葉を半信半疑に思いながらも、ギルドマスターはその場を後にする。

　残った二人の間にある空気は、酷く不気味だった。

「儂もあまり長居するつもりはない。手短に済ませてしまおう」

　檻の向こうに居るアゼルへ手を伸ばす。

　口角が深くなり、目元がちらつく。

「これでも儂は君を気に入ってるんだがのぉ。だから君にチャンスを与えようと思って来てやったのだ」

「チャンス……？」

「ほっほっほ……ここから出て、好きなように生きる人生は嫌かのぉ？」

　アゼルの答えなんか決まっていた。

　心の奥底。根底にある憎しみは絶えることなく燃え続けていた。

「これは魔法陣の刻まれた召喚石だ。あー、今の人たちは古代兵器なんて言うのかなぁ？　すまないね、この歳になると記憶があやふやになってしまうのでな」

　六ろく芒ぼう星せいの印が刻まれ、黒く澄んだ石だった。

　カラカラと笑い、手に持っている黒い石を牢屋の中へ投げ込んだ。

「人の間では失われた技術だ。そして、これには面白い特性もあるのだ」

　黒石に刻まれた魔法陣が妖しく輝き始める。

「少し教えてあげようではないか。魔法というのは元来、自分のために使う物なのだ。なのに、馬鹿な奴らが『誰かのために』なんて言うから困った。それで生み出されたのが劣化版魔法、君らの知っている魔法なのだ」

　現在の魔法は『誰かのために』使うことで効果を発揮する。

　だが、失われた技術、魔法陣では『自分のために』使えば強い効果を発揮する。

　嬉々として説明する大貴族の言葉が、アゼルには入ってきていなかった。

　妖しく発光する石に目を奪われてしまっていた。

「で、この召喚石は鎧みたいな物でな。人を媒体にしなければ動きすらしない。『みんなのために』ではなく、『自分のために』使えば強くなるなんて、まるで君のためにあるような物じゃないかのぉ？」

「俺の、ため」

「あぁ、君が光なのだ」

　馬鹿は死んでも治らない。

　ニグリスは分かっていたにもかかわらず、生かしてしまった。

「君の我儘はなんだい？　何をしたい。君は誰を殺したい？」

「……ころ、す。殺す……殺してやる……ニグリスゥゥゥッ!!」

「もっと強く抱くのじゃ。それが君を強くする」

　次第に黒い石から濁流のように溢れ出す黒い液体。それに飲み込まれていくアゼルは、苦しむ様子はなく、ただただ狂気に満ちた瞳で笑っていた。

「とっておきだ。早く貧民街を消してくれ。頼んだぞ、アゼル」




　約二時間後の話だった。

　大貴族によって与えられた力を使い、アゼルは貧民街を襲撃する。

　そして、多大な被害を出すことになる。










１６．堅守のドラゴン／ニグリスの日常




　堅守のドラゴン。

　彼の朝は巣の修理から始まる。

　頭のおかしい少女によって、空から落雷サンダーを撃ち込まれ壊された家だ。

　それに怒った堅守のドラゴンはニグリスによって返り討ちに遭い、泣きべそをかきながら帰る他なかった。

「ガウゥ……」

　哀愁漂う堅守のドラゴンは、その短い手で木枝を重ね屋根を作っている。

　そして、異様な風を感じた。

　モンスターの気配が集まりすぎている。

　首を上げ空を見渡す。

　森の山頂にある巣では、空一面を見渡すことができた。

　少し離れた場所に、ドス黒いドラゴンが居た。

　ドラゴンの本能が危険信号を感じていた。

　自分の上位種などではない。あれはそもそも、ドラゴンではないのだ。

　もっと異質な、今の時代には存在してはいけない代物だ。

　無数の黒い渦が塊となって空を飛んでいる。その先は人間たちの住んでいる街だ、と気付く。

　見逃してしまえばいい、見ていないふりをしてしまえばいい。相手はこちらに興味なんてないのだから。

　分かっていながらも、堅守のドラゴンは大きな翼を広げた。

　相手が自分よりも格上だろうと関係ない。自分は森の主なのだ。

　自分の縄張りに入ってきた、知らない敵を見過ごすことはできない。

　その気持ちで、堅守のドラゴンはアゼルに戦いを挑んだ。




　＊＊＊




「ニグリス～、依頼受けに行こうよ～！」

「もう少し気持ちを抑えられるようになったらな」

「無理だよ～、ニーノ人は感情豊かだって知ってるでしょ～？」

　半泣きになりながら、屋敷の中庭でアリサが「はぁ～」と腰を下ろす。

　アリサの魔法は確かに優秀だ。威力も右に出る者はいないだろう。

　でも……すぐに魔法をぶっ放す癖をやめて欲しいんだよなぁ。

　街中で戦闘になった時に被害を減らすためにも、もっと威力の調整は必要なんだ。

「ニグリス様、もう数時間は訓練しております。休憩にしませんか？」

「……それもそうだな」

　やったー！と両手を上げてアリサはフェルスの作ったクッキーを頬張る。

　俺もフェルスの提案を受け近場の切り株に腰を落ち着かせた。

　俺たちの使う魔法が、人を想う気持ちに左右されるなんて変わっているなと思う。

　誰が思いついたんだか、そんなこと。

「そうだニグリス様。お聞きしたかったことがあるんです」

「なんだ？」

「ニグリス様の治癒魔法って、どういう原理なのでしょうか？」

「原理？　あー……普通の治癒師と同じで、体を活性化させて治してるぞ。でも……」

　少し悩む。

　普通の治癒師がどうなのかは知らないが、少なくとも、俺の治癒は変だということくらい自覚している。

　そうだな、話してどういう違いがあるか知りたい。

「俺の感覚的には、俺の治癒って元ある形に戻すっていう言い方が正しいかな」

「ん？　もぐ、んぐぐ？」

「……食べ終わってから喋れ」

　アリサがフェルスに水をもらい、クッキーを流し込む。

　勿体ない……味わって食べろ。せっかくフェルスが作ったんだぞ。

「えっ、普通に相手の治癒力を活性化させて傷を治してるんじゃないの？」

「それもあるが、それはどちらかといえば体の活性化で身体能力を向上させる効果だな」

「……？　どういうこと？」

　あれ、おかしいな。変なこと言ってないぞ？

　絶妙に話が噛み合ってない。

　分かりやすく言えば、こうなるかな。

「俺は病気や傷をなかったことにできるんだよ。健康な体に戻すって感じだな」

「っ……冗談でしょ？　それ、治癒なんてレベルじゃなくて事象その物の否定よ？」

　堪らなく狼ろう狽ばいしたようで、顔を引き攣らせている。

　事象その物の否定か。確かにそれに近いかもしれないな。

　その領域にまで達するのに一年は掛かったんだ。ある意味、アゼルたちには感謝しないといけないな。

「普通の治癒師は、相手の治癒力を活性化させて怪我を治すの。だから、一生治らない傷は治せないし、絶対に不可能」

「不可能って言われてもなぁ。できてしまうし」

「……ニグリスってとんでもないね。それって、相当人を想う気持ちが強くないと無理だよ」

「アリサだって、十分その領域に居るだろうが」

　魔法適性がＳとはいえ、将来的にはＳＳになるんだ。

　これから先を考えると俺よりも凄い魔法使いになってもおかしくはない。

　そこが楽しみではあるのだが。

「はっきり言って無理」

　手を振って乾いた笑い声を出す。

　その隣で紅茶を飲んでいるフェルスは落ち込んでいて、地面を眺めていた。

「フェルス、お前だって剣士適性は高いんだ。落ち込むなよ」

「ですが……ダメなんです。お二人に追いつこうにも、差がありすぎて届かない……自分が情けないです」

「今ばかり見ずに、未来を見ろ。フェルスは先がある」

「……はい」

　落ち込んでしまう姿も可愛いが、歯がゆいな。

　何か強くなる方法を探してやるべきか。

　でも、何度考えてもフローレンスと戦わせて、実践を重ねる方が早い気がしていた。口に出すことはできないが。

　すると、遠くの方から声がした。

「ニグリスさ～ん！」

　最近貧民街に住み始めた、元冒険者ギルドの受付嬢リーシャが走ってきていた。

　髪がベッタリと頬にくっつき、汗だくだ。

　肩を大きく揺らしながら、息を呑み込むと言う。

「た、大変です……っ！　貧民街が、貧民街が！」

「そんな焦ってどうしたんだよ」

「大変なことになってるんです……っ!!」










１７．災害




　リーシャに連れられて向かった先は、凄惨な姿をした貧民街だった。

　そこら中で煙が舞い、火の手が街を地獄と化す。

　……なんだよ、これ。

　建てたばかりの家は崩れ、その瓦が礫れきに埋もれている住民や逃げ惑う叫び声。

　あの暖かな空気は絶望の色へ染め上げられていた。

「馬鹿な子だね……母さん置いて逃げな！」

「ダメだよっ！　お母さんも一緒に逃げなきゃぁ！」

「モンスターが来ちまうよ！」

「あたしが助けてくる。ニグリスたちは他を頼むわ！」

　瓦礫の下敷きになっている女性を助けるべく、アリサが先に向かった。

　アリサが走りながら杖を構え、雷で物体を形成してく。

「昨日完成したあたしの新魔法、黒雷猫ブラックキャット!!」

　手のひらサイズの雷を帯びた黒猫が現れ、モンスターに向かって走っていった。そのまま黒焦げにして、討伐してみせた。

　凄いな……あんな魔法は初めて見た。

　って、今は見ている場合じゃない。

　違う方向から声がする。

「誰かっ！　モンスターがこっちに居るんだ！」

　重着治癒レイヤードヒールを使い、Ｂランクモンスターを討伐した。

「大丈夫か？」

「あ、あぁ！　恩に着る！」

　逃げ出すように走っていく。

　あの様子なら大丈夫そうだ。

「私も周りを見てきます！」

「頼んだぞフェルス」

　統率なんかあったもんじゃない。みんな自分の命を守るだけで精いっぱいだ。

　少しずつ、変わろうとしていたはずだ。

　徐々に貧民街は豊かになって、人々は笑顔に包まれていた。それを全て、一瞬で壊された。

　こんな状況を許せるはずがない。

「ニグリス殿っ！」

「フローレンス、何がどうなってるんだ」

「分からぬ……急にモンスター共が襲来したのじゃ！　森の方に近い家はほぼ全壊じゃ。モンスターの処理で妾も手一杯で、どうしようもない」

「……被害は？」

「……妾も把握しきれておらぬ。戦える者を総動員させて対応しているが……間に合わぬっ」

　フローレンスは口を堅く結び、恨めしそうに拳を握っている。住民を守る義務があるフローレンスにとっても、悔しいことに間違いはない。

「頼む。手を貸してくれぬか」

「無論だ」

　今まさに、瓦礫に埋もれ、モンスターに襲われ死にかけている人たちが居る。

　全員救うのに、いちいち一か所に集めるなんて手間や時間はない。

　全員救う。

　一人だって死なせはしない。

　考えろ、俺の持っている全てを結集しろ。

「貧民街の中心で、二匹のドラゴンが戦っているとの報告が入っておる。あそこに取り残された住民も多い……くっ、今すぐ向かえれば……！」

　ドラゴン……？

　この地域に居るドラゴンは堅守のドラゴン一匹だけのはずだ。

「いや、そいつらは俺がやる」

　これの元凶であるかは分からないが、放置しておくことはできない。

　この場で堅守のドラゴンに勝てるのは俺だけだ。

　何としても止めなければ、被害はもっと広がってしまうだろう。

　モンスターが暴れだしたこと、魔法が弾かれたこと、二匹のドラゴン。

　胸騒ぎがする。

「お姉ちゃんありがとう！」

「早く逃げなさい。ちゃんとお母さんを守るのよ」

　瓦礫の中から救出できたようだ。咄嗟に近寄って治癒を掛けていく。

　問題はモンスターどもだな。

　雑魚敵はフローレンスの部下たちに任せるとして、デカい相手にピッタリな奴は一人だ。

「アリサ！　その魔法は離れていても使えるのか？」

「ふっふーん。当たり前よ！　この子は雷で自動防御の壁も作ってくれる優秀な子なのよ？　凄いでしょ。でも一体しか出せないわよ？」

　いや、一体でも住民を守れるだけの強さがあることはさっき見た。

　だったら、この場はこの猫に任せよう。

「さっきまでの威力調整は忘れてくれ。よし、行くぞ」

「え？　なんで？　ちょっと、あたしのこと背負ってどこ連れてくつもりよ？」

「思いっきりぶっ放していいぞ」

「話聞いてる……？　あと、ここ街中なんだけど。ニグリス頭打った？」

　失礼な。

　俺は大真面目だぞ。

　重着治癒レイヤードヒール。

　治癒を二重にする。

　ドラゴン二匹となると、極限まで防御力を高めて戦うべきだな。

　アリサを担ぎ、軽く瓦礫の山を飛び越えていく。

「ニグリス様っ！」

「フェルスはフローレンスとそこで住民を守ってやってくれ！」

「……っ！」

　ごめん、フェルス。

「ねぇ、なんか嫌な予感がするからあたしも残っていたいんだけど!?」

　叫んで暴れるアリサを、無理やり連れていった。

「今はアリサの力が必要なんだ」




　＊＊＊




　俺が着いた頃には、勝負は決着していた。

　無残にも羽を食い千切られた堅守のドラゴンが、力なく倒れている。

　その傍で、逃げ遅れた少女が震えて泣きじゃくっていた。

　あの子は、盗人の娘か。名前は確か、ユイだったはず。

「……ググルゥ……」

　黒いドラゴンは、皮膚をモゾモゾと動かしている。もはやドラゴンなどと呼べる代物ではない。

　憎悪の塊のような物だ。

「だ、誰か……助けてっ！」

　ユイを殺すべく、黒いドラゴンは爪を振り下ろす。

　間に合わない！

　時間が惜しいと感じた俺は、アリサを背負いながら黒いドラゴンに突撃する。

「突っ込むぞ、捕まってろ」

「えっ突っ込むって？　ちょっと待った！　ニグリス止まって待って！　ヤバいってぎゃぁぁぁっ！」

　泣き叫ぶアリサ。

「手を出してんじゃねぇ」

　俺は拳を振り下ろした。

　手応えはあった。

　しかも脳天直撃だ。堅守のドラゴンすらも気絶する威力だぞ。

　……っ！　おい、手ごたえはあったはずだ……なんで、無傷なんだ。

　――――なんで、お前がそこに居る。

　黒いドラゴンの核。胸の奥深くにアゼルが居た。

「すっかり忘れてたよ。自分で言ったのにな、馬鹿は死んでも治らないって」

　よお、アゼル。

「ニグ……ニグリ……ス」

　直撃したと思っていた箇所は、赤色の六芒星が浮き上がり、俺の攻撃を防いでいた。

　ノーダメージってマジか……。

　冷や汗が頬を滑り落ちていく。

　手加減なしのマジ殴りだぞ。

　良く分かんないけど、物理攻撃は無効かよ！

　俺はその場から全員を抱え、距離を取る。

　走って離れるもアゼルは必死に追いかけてくる。

「ストーカーなんて……そんな趣味だったか、アゼル！」

　瓦礫で足場の悪い中、俺は逃げるのに集中していた。

　それに、この異様な雰囲気といいアゼルの殺気が尋常じゃない。

「ニグリスゥゥゥゥゥゥッ!!」

　堅守のドラゴンを倒したところを見るに、一撃のダメージは相当な物だろう。いくら俺の防御力をもっても、まともに喰らえば危険かもしれない。

　しかもこの二人を抱えた状態では戦うこともできない。

　てか、そもそも物理攻撃が通じないんだよな。

「めっちゃ必死で追いかけてくるじゃないの!!　ニグリス！　あんたちょっと好かれすぎなんじゃない!?　迅雷球サンダートレイン!!」

　三つの雷球を飛ばし、けん制するも魔法陣が展開されて弾かれたような音が響く。

「男に追われる趣味はないんだがな……っ！」

　このまま逃げ回っても、いたずらに被害を拡大させるだけだ。

　冷静な声音で、アリサが呟く。

「……あの魔法陣、厄介ね」

「知ってるのか？」

　アリサはアゼルを観察しながら悩んでいたようで、ようやく答えが出たのか軽く笑って見せた。

「魔法の知識に関してはあたしの方が優秀だもんね」

「勿体ぶってないで教えろよ」

「あれは魔法陣って奴よ。古代の遺物といっても過言じゃない……特性は詳しくないけど、見たところによれば物理攻撃無効化と魔法攻撃無効化の二つみたいね」

　……さり気なく言ってるけど、滅茶苦茶ヤバくないか。

　普通の人間であれば絶望してしまうだろう。でも、そんな暇はない。

　魔法陣か、初めて聞くな。

「……なんでそんな物をアゼルが使えるんだ？」

「そこまでは知らないわよ。それより、このまま走れる？」

「見ての通り、逃げるのに精いっぱいだぞ」

「それでいい。このまま、私の最大威力をぶち込んでみる」

「お前、さっき魔法無力化って言っただろ？」

　ニヤリッと笑い、杖を空に掲げた。

　自信に満ちているのか、その瞳に曇りはない。

「魔法陣ってね、結局は物だから耐久に限度がある。あたしの最大威力を耐えられる物なんかないんだから」

　……確かに、一度は試してみる価値はありそうだ。

「あたしだって、みんなを守りたいもの」

　蒼色の光が混じり、杖の先に球体を作り出していく。

　しかし、いつもの落雷サンダーとそれは異なっていた。

　雷鳴と共に、雷が一点に集中しているのだ。

　……もしかして、ここに来て魔法適性ＳからＳＳに進化したのか!?

　人へ想いが強ければ強いほど、魔法は力を発揮する。

　アリサの気持ちが限界を超え、魔法適性ＳＳへと進ませた。

「あたしの家で、暴れてるんじゃないわよっ！　落雷サンダー」

　新たな落雷サンダーは美しく閃光を放ち、一瞬の輝きと共に大爆発を引き起こした。

　これも直撃だ。

　瓦礫が消し飛び、灰と化す。

　一面は荒野と成り果て、生物は一つとして存在しない。

　一応、このユイ以外に残っている人は居なかったのが救いだ。

　住民が居ない方を選んで移動していたから良かったが、街の中心だったら大変なことになってたな……。

　あの様子から察するに、今のアゼルに回避するっていう知性はないみたいだな。

「……凄い威力だな」

「は、はぁ～……なんかほとんどの魔力使い切った気分。無理、もう動けない」

　ぐだ～っと脱力するアリサに、内心ほっとした。

　これだけの魔法を喰らえば、確かに魔法無力化といえども無理だろう。

　そう思い込んでいた。

「……ニ、グ……ニグリス……コロ……スッ！」

　砂埃が収まると、そこには黒いドラゴンがしっかりと立っていた。

　外傷はなく、俺たちは唖然としてしまう。

　……冗談だろ？
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　とある屋敷の一室。この大貴族は貧民街へ入ることができない。

　そのため、貧民街で起こるであろう出来事を予測し、笑っていた。

「やはり、スキル持ちはいつの時代も厄介だねぇ。儂の邪魔ばかりだ」

　紅茶を含みながら、優雅に笑う。

　テラスから俯瞰できる街中がやけに静かに思えた。

　砂糖を紅茶に追加し、かき混ぜる。愉快に笑いながら、涼しい顔をしていた。

「勘違いしているようだから、教えてあげるべきだったかなぁ？　いや、それはフェアではないな。スキル持ちが二人もいるんだから、やっぱりズルいよ」

　魔法陣の根底にあるのは『自分のため』。ある意味、独裁主義者や歪んだ人間のために存在する。

　それは歴史を見ても明らかだ。

　この世界を一度、統一しかけた者は魔法陣を使っていた。

　その者を人は魔王と呼ぶ。

「アゼルは最強の駒なのだ。どれだけ君たちが人を想って魔法を使おうが無駄なのだよ」

　彼らの敗北は決まっている。

【鑑定】スキルと【原初の雷使い】。

　二人とも厄介であることに間違いはない。だが、特に厄介なのは【原初の雷使い】だ。

　あれは原点オリジンに等しい。

　彼女自身は理解していなかったみたいだが、問題はない。

「あの二人さえ抑えてしまえば、儂の勝ちだ」

　鑑定スキル持ちは、ただの治癒師だ。

　彼では何もできまい。

「楽しみだなぁ」
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「魔法攻撃無効とか、もしかして上限とかないの～!?」

　嘆くアリサ。

　圧し潰されるような威圧に押された。

　自分の立ち向かっている相手は、今まで倒してきたようなモンスターではない。

　物理もダメ、頼みの綱であるアリサの魔法もダメ。

　目前に佇む化け物をどうすればいい。

「コロ……ッ……ニグ……リス」

　どんだけ俺の名前言うんだよ。俺のこと嫌ってただろうが。

　アリサと少女のユイ。前方に俺が居る。

　既にアリサは魔法を撃ち切ってしまって、戦闘には参加できない。

　瓦礫があったから、足場を利用して逃げることができた。瓦礫のない今、先ほどみたいに担いでいくのはあまりに危険だ。

「キィィィィィッ!!」

　突如、甲高い叫び声がアゼルから発せられる。

　驚いて心臓が跳ね上がり、思わず耳を塞いだ。

「うるっさ！　今度はなんなのよ！」

「なんか呼んでるみたいな叫び声しやがって……っ」

　呼んでる……？

　モンスターの襲撃……？

　もしかしてコイツ、モンスターを操れるのか？

　思い返してみれば、街中に出ていたモンスターは全部Ｂランク級だった。

　それ以上である堅守のドラゴンとは殺し合いをしていた。圧倒的な格下相手であれば、命令ができる……。

　だとすれば、もしかして今のってモンスター共を呼んだのか!?

　ヤバい。

　モンスターが来る前にアゼルを止めなくては。でも二人を守りながらは難しい。モンスターまで来たら……絶体絶命だ。

　まだ運の良いことに、アゼルの狙っている相手は俺だ。この場を離れれば二人を安全に逃がすことができるはずだ。

　勝算はないが二人を生かせるのなら、それでいい。

「アゼル！　こっち――――」

「ニグリス様！」

　後方からフェルスがやってきて、俺の隣に立つ。

　ナイスタイミングだ。

「フェルス、二人を連れてこの場を離れてくれ。モンスター共が集まってくる」

「……」

「フェルス？」

　俯いたまま、フェルスは剣の柄を握りしめる。

　意を決したように俺へ向かった。

「私も戦います！」

「ダメだ。俺の治癒はアリサの魔力までは回復できない、今は守り切れないんだ」

「……あたしが、いつお荷物ですって？」

　アリサが強がって立ち上がり、震えた足で苦し紛れに笑って見せた。

　魔力の消費は死に直結する。

　俺の治癒は魔力まで回復することはできないんだ。

　あくまで怪我だけ。もう一発落雷サンダーを使えば、アリサの魔力は枯渇するだろう。

【適性】ＳからＳＳに変化したせいで、身体の適応がまだ追いついてないんだ。

「妾もおるのじゃがの。モンスター共は全滅じゃ、住民も避難が終わった」

　フェルスの後に続いて、遅れてやってきたフローレンスが凛とした面持ちで言う。そしてアゼルを見て、怒りを露わにした。

　モンスターたちを倒したのか？

　……早いな。

　俺は少し、見くびっていたかもしれない。

「ニグリス殿一人に、もう重荷は背負わせぬよ」

「私たちで守るんです。仲間なんですから」

　俺の中で霧が晴れた気がした。

　仲間。

　俺は、アゼルと一人で戦うことばかり考えていた。

　仲間を殺されるかもしれない。守れないかもしれない。

　信じられていなかった。

　俺の仲間は、強い。
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「……分かった。でも、あまり時間はないし、倒す方法もまだ思いついてない」

　せめて時間を稼ぐ必要がある。

　物理攻撃無効化の魔法陣と、魔法攻撃無効化の魔法陣の突破ができなければ、勝ち目はない。

　倒す方法が一つでもあれば……この状況を打開できる。

「ガウゥゥゥッ！」

　聞いたことのある鳴き声がした。

「堅守のドラゴンじゃと!?」

　空を見上げると、堅守のドラゴンが食い千切られた翼で必死に飛び、アゼルに襲いかかっていく。

　ドラゴン同士の戦い。

「ジャマ……スルナァッ！」

　……アイツ、死に掛けているはずだろ。俺と戦った時だって素直に逃げたはずだ。どうしてそこまで……。

　いや、今はそんなことどうでもいい。何かヒントを探れ。

「今のうちに叩くのじゃっ！　数で掛かれば……」

「待てっ！」

　フローレンスを制止させる。

　ここで飛び込んでしまうと二匹の戦いに巻き込まれる。

「……そうか、突破口があるかもしれない」

「なんじゃと!?」

「あたしも同じこと思ったのよ～……で、どういうの？」

「アリサさん、思いついてないなら空気を読んでください」

　俺は堅守のドラゴンが戦っている姿を見ていた。攻撃をものともしないはずなのに、本体であるアゼルを庇うように戦っていた。アゼルがダメージを負うとマズいからか？

「考えてるわよ！　あの魔法陣さえ消せればなぁ……って」

　消す。

　アゼルがあの魔法陣を操っているのなら、アゼル本体に影響を与えてしまえば魔法陣は崩れるんじゃないか？

「……そうか、治癒だ」

　俺の治癒魔法はその人物に大きく影響を与えることができる。

　全体治癒をした時、あれは魔法陣によって防がれた。

　ゼロ距離から、魔法陣を通り抜けてアゼルに触れさえすれば勝機はある。

「俺がアゼルに触れさえすれば、勝ちだ」

「真か！」

　たぶん、とは言わないでおく。

　それじゃなくても二つの魔法陣による無効化で倒す難易度は高い。

　どうせ失敗は許されない。

「堅守のドラゴンがやられる前にやろう。アリサ、本当にもう一発撃てるんだな？」

「黙って背中預けてればいいのよ」

　啖呵を切って、ユイを自身の後ろに隠した。

　アリサは自身の役割を理解し、この少女を守ると言っているように思えた。

「……アイツ、アゼルは攻撃を無効化させる。でも、同時に二つは展開できないんじゃないか、と思ったんだ」

「……なるほど、何をすればいいか分かりました」

「確かに、妾とこのエルフの娘にしかできぬな」

　堅守のドラゴンが距離を取った瞬間を見計らい、フローレンスとフェルスは駆けだす。

　挟み込むようにしてアゼルを斬り裂いた。

「硬すぎじゃの！　エルフの娘、もっと腰を入れろ！」

「分かってます！　ですが、これが私の限界なんです！」

　いや、十分だ。

　悔しそうにしながらも、しっかりとアゼルに物理攻撃無効化の魔法陣を展開させていた。

　だが、今落雷サンダーを撃てば、二人を巻き込んでしまうと思ったアリサが戸惑ってしまう。

「落雷サンダーッ!!　ごめんニグリス！　タイミングが遅れた！」

　構わん。

　重着治癒レイヤードヒール。

　さらに重ねろ。堅くしろ。アリサの魔法に耐えられるだけの強度まで。

　振りかかる落雷サンダーを見て、アゼルは卑しく口角を深め、魔法攻撃無効化の魔法陣へ切り替える。

　アゼルの対応が間に合ってしまった。

「ニ……グリ、ス？」

　落雷サンダーの中から、俺は現れる。

　作戦通りだった。

　やっぱり、魔法陣は一つしか展開できないみたいだな。

　本体であるアゼルの頭を掴み、全力で魔法を使った。

「治癒ヒール」

　アゼルに触れる必要があった。

　俺の治癒が人物に干渉できるのなら、核になっているアゼルを治癒し、魔法陣と切り離してしまえばいい。

　そして、俺はアゼルの記憶を覗いた。
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　これは孤児院での記憶。アゼルがまだ、ニグリスを妬んでいなかった頃。

　図書館に籠っていたニグリスに、アゼルが言う。

「ニグリス！」

「……なんだよアゼル」

「お前、またそんな本なんか読んでるのか？」

　アゼルが本を取り上げる。

「……治癒に関連する本だ。何か悪いか、返せ」

　取り返して、ニグリスはまた本を読み始めた。

「くだらねぇ……ほら、さっさと剣を握れ！　俺様と戦え！」

「断る。剣は俺の得意分野じゃない」

「んだとぉ？　そんなんだから、貧弱な体してるんじゃねえのか」

「それでいいよ。そもそも、戦いは好きじゃないし」

「相変わらずお前は……じゃあ、ニグリス。お前は俺の後ろに居ろ」

「……は？」

「俺がもっと大きくなったら、パーティーを作るんだ。その時、お前が俺の後ろに居ろ！」

「いや……アゼルの後ろに立つのはちょっと不安だな」

「うっせえ！　黙って俺に付いてこい！　一緒に行こうぜ、ニグリス！」

　伸ばしてきた手を、ニグリスは眺めた。

　アゼルはみんなの中心に居る。そのアゼルに必要とされたことが嬉しくて、ニグリスは自然と手を掴んでいた。

「悪くない話、だな。後衛は任せておけ、何があっても守ってやる」

「けっ……ちょっとは信用しやがれ！」

　その言葉を少しだけ信じてみようとニグリスは思った。
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　俺は偽善者だ。

　こんな状態のアゼルを救おうとした。

　救いたい、と思ってしまった。

　アゼルは昔、明るく皆の中心に居た人間だった。誰よりも剣に打ち込み、孤児院でも負けず嫌いで有名だった。

　膨れ上がった自尊心。俺のスキルへの嫉妬。それがアゼルを変えてしまったんだ。

　……元は、良い奴だった。それを知っていたから、救いたかった。人の痛みを知れば、きっと元に戻ってくれると思っていた。

「……馬鹿野郎」

　アゼルはただ、認めて欲しかったんだろ？

　それが時間と共に歪み、肥大化し、俺への憎しみに変貌した。

　早く知っていれば……。

　いや、もう遅い。アゼルの肉体は魔法陣と融合していて、切り離すのは絶対に不可能だった。

　一時的とはいえ、魔法陣を消滅させた。

　触ってみて分かった。俺はこの魔法陣を完全に消滅させることはできない。時間が経てば復活するだろう。

　あくまで俺の治癒は『病気や怪我をなかったことにする』だけ。魔法陣はそこに適応されていない。

　それでも、ドラゴンの核であるアゼルを『治癒』で異常のない身体に治した。その時、明らかに何かが割れる音がした。

　アゼルの身体と、鎧のような黒いドラゴンが灰色になって崩れ始める。

　風が吹く度、徐々に薄れ消えゆく燈火だ。

　それでも立ち上がろうとするアゼルにフローレンスが応戦しようと踏み出す。が、俺は目を瞑った。

　もう無駄だ。

「ッ！　ニ、ニグリス殿。これは一体……」

「自壊だ。そいつはもう、助からない」

「た……助けて……くれ……身体が……っ！」

「無理だ。お前は深く繋がりすぎたんだ」

「ふ、ふざけんなよ……俺様……仲間だと思ってたんだろ……助けろよ……ゴミクズ！」

　なんで今更仲間だって言うんだよ。自分の都合良く理解し、思い通りになると思っている。

　最後まで変わってはくれないのか。

　馬鹿は死んでも治らない。

「アゼル、お前は馬鹿だよ。俺の治癒でも治せないほどの、馬鹿だ」

「殺す……殺してやる……俺様の方が……凄いのに！　嫌だ……死にたくない……消えたくな―――」

　強風が吹き、一気にアゼルの身体を塵にしてしまった。

　……哀れだな。

　残った場所に小さな黒い球体が落ちて、割れて消える。

　静寂に包まれ、積もった灰だけがその場に残された。

　今までの思い出が、風に乗って消えていく感じがした。

　そして新たな風が吹く。

「ねぇ、終わった～？」

　魔力切れで地面に倒れ、ふへ～と顔を蕩かすアリサが叫んでいた。

「終わった。フェルス、アリサを介護してやってくれ」

　アリサを任せ、俺は傍に倒れている瀕死のドラゴンに近寄る。

　堅守のドラゴンが、必死に戦ってくれたお陰でアゼルによる被害が少なかった。

　もし、アゼルが自由に行動していたら、もっと被害は甚大だった。

　もしかしてコイツ、古傷を治してやったからその恩返しを？

　……そんなはずないか。

「治癒ヒール」

　欠けた翼や足。全てを治癒してやると、ムクッと起き上がる。

　堅守のドラゴンは周りを見渡し、敵が倒されたことを知る。

「……ガウッ」

　それだけ鳴いて、大きな翼を広げた。

　敵対しないのか。

「お前、どうして戦ってくれたんだ？」

　堅守のドラゴンレベルになると、人の言葉を理解できる。

　だから、俺の質問の意味は分かっているはずだ。

　何を悩んでるんだ？

「ガウガウ……」

　恥ずかしそうに、逆鱗を俺に見せつけた。

　古傷を治した場所だ。

　大した治癒はしていないんだがな。

「恩返し、ってか？」

　軽く笑うと、大きく首を揺らして頷いた。

　……可愛いなコイツ。

　堅守のドラゴンは事が終わったと見ると飛び去り、巣へと帰っていく。

　その光景をフローレンスは驚いて見ていた。

「ニ、ニグリス殿……堅守のドラゴンを従えておるのか？」

「いや別に。前、殴った時に傷を治してやったからその恩返しだとさ」

「な、殴ったじゃと……？　化け物か」

　それより、とフローレンスの手を取り「治癒ヒール」、と唱え怪我を治す。

　良く見れば擦り傷だらけだからな。戻ったらフェルスも治してやらなくちゃ。

「俺にとっては、フローレンスも大事な存在だ。怪我があったらすぐ言えよ、治してやる」

「……ひゃ……ひゃいっ……!!」

　貧民街がこれだけ荒らされてしまった。

　元に戻すのには、かなりの時間と労力、それと金が掛かる。

　それにどうしても気になることがある。

　アゼルは冒険者ギルドの奴隷になっていたはずだ。

　どうやって出てきた。誰が魔法陣なんて物を与えた。

　みんなが積み上げてきた物をぶち壊した奴を許しはしない。絶対に、ぶん殴ってやる。
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　屋敷のテラスから、一人の老人が目を閉じ深呼吸する。近くに居るカラスを見て、呟く。

「アゼルは負けてしまったか……」

　アゼルの敗北を知り、大貴族は思わぬ事態に苛立ちを隠せずにいた。

　……儂の作戦が失敗するなんてね。アレは純粋な二つの力を与えたつもりだったんだが、対抗できる人材が居たとは。

　果たして誰だろうか。

　考えを巡らせても、答えが見つからない。

「【原初の雷使い】の対策はしっかりと行った。残されているとすれば、鑑定スキル持ちの治癒師、ニグリス」

　不確定要素はあったものの、少し強いだけの治癒師のはずだ。

　治癒魔法なんて人を活性化させるだけの職業だ。何かできるはずがない。

　なぜだろう。

　どこがいけなかったんだろう。

　考えを巡らせても答えに辿り着かない。

　軽く腕を組んで悩んでいると、声を掛けられた。

「……大貴族、エラッド・アルファード様とお見受け致します」

「おやおや、良く来てくれたね」

　手を広げ歓迎する。

　それに嫌悪を示され、しょぼくれる。

　明らかに嫌な顔しなくたっていいじゃないか。あまり仲の良い組織ではないにしても、同じ国で生きる者同士だぞ。

　まぁ、儂はそういう子は嫌いじゃないがね。

「それで、聖教会からやってきた聖騎士団長が、儂になんの用件かのぉ？」

「古代兵器。黒龍の鎧が貧民街で暴れているとの報告を受け、ことの次第を確認しに参りました」

「どうして儂の元に来る？　今すぐ貧民街に兵でも送って鎮圧すればいいではないか。暴力は君たちの専売特許のはず」

　狐ジジィめ、と言わんばかりの瞳で睨まれる。

　妖艶な笑みを崩すことなく、大貴族、エラッドは近場の椅子に座る。

「既に事件は解決しております。黒龍の正体はギルド専属奴隷のアゼルという者で戦いにより死亡、貧民街の死者はゼロです」

「……ゼロ？」

　嘘だろ？

　あれだけの力のあるアゼルを解き放ったのだ。

　昔ならば国一つ滅ぼしていてもおかしくはない。それが死者ゼロだって？

　相手に悟られないように表情を隠し、話を変える。

「貧民街は儂たち王国にとっても目の上のたんこぶ。大陸の西部にあるこの国が均衡を保てているのも、王国、冒険者ギルド、聖教会の三勢力があるからだろう？」

「はい……そこは我々も認識しております。貧民街の勢力が拡大すれば、三つの均衡が崩れ、国が混乱になることも」

「だったらなおさら、儂のやっていることに口を出すべきじゃないと思うのぉ～」

　ニタニタと笑い、聖騎士団長の反応を待つ。

　エラッドは何も言い返せないことを良く分かっていた。

　聖教会で力を持っていようが、国の中枢で権力を握っているのは大貴族だ。

　民を危険に晒そうが、それは聖教会の関与するところではない。

　だが、聖騎士団長ジャンヌは間違ったことが嫌いだった。

　たとえなんであろうと、そこに住む人々の命を奪って良いはずがない。

　正義感の強い彼女の、この行動は自分の意思による物。

「……はい。ですが、今回のことは見逃す訳にはいかないのです」

「堅物め。もっと笑えばいいのに。綺麗な顔が台無しではないか」

「……笑顔は忘れました」

　それだけ言うと、部屋を後にする。

　やれやれ、とエラッドは肩を落とした。

「わざわざ、そんなことを言うためだけに来たのか。儂も厄介なのに目を付けられたものだ。少し動くのを控えようかの？　でも図書館が欲しいしのぉ」

　貧民街にあるといわれている図書館。

　エラッドの狙いはそれだった。

　欲しいと思った物は何がなんでも手に入れる。

　それがエラッドの欲であり、我であった。

　窓の外を眺め、ふと少女を見かけた。

　屋敷の花壇で遊び、先ほどの聖騎士団長ジャンヌと一緒に帰る。

　……ほぉ、妹か。

「……聖騎士団長、ジャンヌの妹か。そういえば、面白い噂があった……【呪い】のスキル持ちだったかの？」

　そうだ。彼女たちを使って、少し確かめてみよう。

　なぜアゼルが敗北し、ニグリスという男が生きているのか。

　死者がゼロなんて、信じられるはずがない。

　ニグリス、君は一体何者だ？










１８．この先へ




　あれから数日の時が流れ、俺たちは街の復興に尽力していた。

　冒険者ギルドから支払われた謝罪金で、住民の食料やら建材を購入していた。

　汗を流しながら、人々は作業を続ける。

「ねぇ～、なんでお金全部渡しちゃったの～？」

　だら～っと脱力し、魔力の枯渇により元気のないアリサ。あと数日もすれば全快するだろうが、しばらくは魔法が使えない。

　街の復興を手伝ってる辺り、いち早く貧民街が元の姿に戻って欲しいと望んでいるのだろう。

「アリサだって、世界を旅するために貯めてた金を出したんだろ？」

「なっ！　な、なんでそのこと知ってるのよ！」

　顔を真っ赤にしてシャーッと猫のように怒る。

「フェルスが言ってた」

「すみません……独り言で寄付したことを後悔していたようなので……」

「こ、後悔は……してる。けど、まぁいいかなって」

「旅って、他の国とか行きたかったのか？」

「ええ、この世界は広いんだもの。私の落雷サンダーの素晴らしさを世界に知らしめる旅に……って思ってたんだけどね。今はここの居心地いいから」

「そうか」

　はにかんだ笑いを見せる。

　……明るくなったな。

「そういえば、アリサ。魔法適性ＳＳになってからどうだ？」

「うーん。これといった変化は感じないけど……どう、なんか変わってる？」

　鑑定みてやるか。

　俺もアリサが魔法適性ＳＳになっているか確認したいしな。




「鑑定」




【種族】ニーノ人

　アリサ・スカーレット　17歳♀　状態：安心




【適正】

　魔力　極大

　剣士　Ｄ／Ｄ

　魔法　ＳＳ／ＳＳＳ

　器用　Ｄ／Ｄ

　忠誠　100




【原初の雷使い】

　幼少期に雷に打たれ、雷属性の魔法特化になってしまう。




　ふむ、【魔力】が極大……極大!?　元々大じゃなかったか？

　な、なるほど……もしかして、大量に魔力を使ったからか。【魔力】ってそうやって増えるのか。

　あとは……ちゃんと魔法適性もＳＳになっていて問題はないな。

「ＳＳ……ＳＳＳ!?」

　ちょっと待った。ＳＳＳってなんだよ。

　ＳＳが限界じゃないのか……？　新しい発見だな。

「……お前、とんでもないな」

「何か良く分からないけど、そりゃそうよ！　あたしは最強の魔法使いなんだから！　ほら、褒めてもいいのよ」

　この性格じゃなければ、喜んで褒めるんだがな。

　自信に満ち溢れてて、それはそれでアリサらしいか。

「あぁ、凄い」

「なんか気分が良くなってきた！　うおおおっ！　あたしもっと頑張る！」

「無理はするなよ」

　腕まくりをして、崩れた家の撤去を手伝いに行く。

　貧民街の住民は生きる難しさを知っている。その日を生きることが精いっぱいなのに、みんな笑顔だった。

　俺が初めに来た頃は、もう少し殺伐としているように感じたんだがな。

　休憩中の俺たちに並ぶように、フローレンスがやってくる。

「本当に、ニグリス殿には頭が上がらぬな」

「金のことなら気にするな。冒険者をやればいつでも稼げる」

「……流石は妾の見込んだ男じゃ、この恩は忘れぬ」

　もはや、フローレンスは仲間と言っても過言ではない。

　仲間が困っていれば助けたくなるのは当然だ。

　それに、貧民街はもう俺の中では大事な街だった。

「みんな笑顔じゃ。あんなことがあったっていうのにな」

「復興は順調なのか？」

「うむ、あと数日もあれば簡易的だが復興できるじゃろ」

「……そうか」

　元の形を取り戻すには、もう少しだけ時間が掛かるかもしれない。

　でも、確実に元に戻ろうしている。

「ニグリス殿が来てから、ここは変わってしまったな」

「そうか……？」

「良い方向にじゃぞ」

　あまり自覚していないんだが。

　前のパーティーに居た頃からずっとそうだ。

　ただ、自分のできることをしていただけだ。

「ニグリス殿のお陰で救われた者たちが居る」

「それは……そうかもしれないけど」

　……俺が救った、か。

　そうだといいな。

「頭ぁ！　ちょっとこっち来てもらえませんかぁ？」

「見て分からぬか！　今ニグリス殿と喋っておる途中じゃろうが！」

「えぇ……頭が何かあったら声掛けろって言ったんじゃないんですかぁ……」

「やかましい！　で、なんじゃ」

　フローレンスが席を立ってしまい、俺とフェルスの二人きりになる。

　エルフ耳をピクピクと動かし、チラチラと俺を眺めた。

「どうかしたか？」

「い、いえ……何というか……私は弱いなって」

「弱いって、十分強いだろ」

　ステータスも二人に負けず劣らずだ。

　何を恥じることがあるんだ。

　……あぁそうか。もしかして、アゼルが貧民街を襲撃した時にフェルスを置いていってしまったからか。

　フェルスには危険と判断したけど、単純にあの場はフェルスの足なら小回りが利いて多くの人を救えると考えたからだ。

「……安心しろ、信頼してない訳じゃない。どちらかといえば、俺はフェルスが居なければ、ここには居ない」

「え？」

　大事な存在だから、傷つけたくないと考えたこともあった。

　でも、真の仲間なら頼るべきなんだ。それをフェルスに教えてもらった。

　アゼルとの戦いだって、俺一人じゃ勝つことは絶対にできなかった。

　死んでいた可能性すらある。

「これからも傍に居て欲しいんだが……ダメか？」

「…………喜んで、ニグリス様」

　きめ細やかな金髪を風になびかせ、フェルスは胸元に手を寄せて強く誓う。

　――――必ず、強くなる。ニグリス様のために。

「一生、お傍におります」







[image: ]
















二章










１．呪いの少女




　呪われた少女の名はアルテラ。

　両親は既に他界し、聖騎士である姉のジャンヌを慕っていた。

　王都の会議に出席するため、宮廷へやってきていたアルテラたちは少しの間だけ庭園に居た。

　アルテラは膝を土で汚しながら、花を摘んで冠を作る。

「できた……っ！」

　アルテラは上手に冠ができたことを喜んでいた。それを持って自身と同じ青髪の姉、ジャンヌに近寄った。

「お姉ちゃんっ！」

「……なんですか、アルテラ」

「あ、あのね……っ！」

　渡そうとしている花の冠を、隠し持つ。

　いざ本人の前に立つと、渡すことを躊躇ってしまう。みんなアルテラが作ったものを『汚い』『呪われる』と言って遠ざける。

　唯一の肉親である姉からそう言われてしまうのでないか、そう思った途端に怖くなった。

　唐突に不安がアルテラを支配する。

　アルテラは何も言えなくなってしまい、言い淀んだ。

「聖騎士団長ジャンヌ様！　そろそろ会議の時間です！」

「もう時間ですか。行きますよ、アルテラ。そんな花は捨てていきなさい」

「えっ……気付いてたんだ……う、うん……捨てるね……」

　気持ちを込めて作った冠を捨てろと言われ、心を殺しその場に捨てた。

　名残惜しく眺めながら、ジャンヌの後ろを歩いて会議室の前に到着する。

　入口を警備する兵士から引き留められた。

「ここから先は部外者の立ち入りは禁止です」

「……私の妹です。目を離す訳にはいかないのですが」

　アルテラは、常にジャンヌと行動していなければいけなかった。

　聖剣『アロンダイト』を持つ姉だからこそ、アルテラは生きることを許されているのだ。

　――――『アロンダイト』は、いつでもアルテラを殺せる剣だから。

「会議の情報漏洩を防ぐため、と国王陛下の命令です」

　国王陛下の命令とあれば、たとえジャンヌであろうとも逆らうことはできない。

　他の人に預けるにしても、自分の部下で信頼における人物は今ここには居ない。

　……不安ではあるものの、近場の花壇に居るようにアルテラへ伝えた。

「いいですか、すぐに戻ってくるので誰とも会ってはいけません」

「はい、お姉ちゃん。お仕事頑張ってくださいね」

「ええ、大人しくしているのです。それと何があっても手袋を外してはなりません」

「……それも分かってます」

「では、行ってきます」

　姉妹であるはずの二人。

　その距離感はとても遠く、家族を事務的にこなす姉に物足りなさを感じるアルテラだった。

　ジャンヌの後ろ姿を見送ると、入口を警備している兵士に侮蔑の視線を向けられた。

「何を突っ立っている。さっさと失せろ……忌々しい。早く死ねばいいのに……呪いの子め」

「……ッ!!」

　スカートの裾を掴んで、気持ちを押し殺す。

　泣いちゃダメだ。

　またお姉ちゃんに迷惑をかけることになっちゃう。

　隠さぬ悪意に晒されながら、力いっぱい耐える。

　自分の立場を理解し、守ってくれている存在がジャンヌであることを聡いアルテラは分かっていた。

　迷惑はかけたくない……。

「私のせいで、既にお姉ちゃんは不幸なんだ。私が我慢すればいいだけなんだ」

　宮廷の手入れが行き届いた庭園を歩く。手袋越しに、好きな花に触れて微笑んだ。

「……直接、触ってみたいな」

　手袋越しに触る花はどこかガサついていて、壁を感じた。

　私と違って、花は美しい。

　雨や風に負けないで、踏まれても立ち上がる。しかも綺麗に咲くんだ。

　私は簡単に折れちゃう。

　憧れないはずがない。

「やあ、こんにちは」

　優しそうな年老いた男性の声がした。

　ちょうど太陽が後ろにあって、顔は良く見えない。

「こ、こんにちは……」

　誰だろう、この人。

　お姉ちゃんに知らない人とは話しちゃいけないって言われてるけど……挨拶しちゃった。

「花が好きなのかね？」

「は、はい……」

「ほっほっほ！　それはロベリアの花だろう？　それは儂が植えたんだ」

「ロベリア……？　おじい様もお花が好きなのですか？」

「まぁね、少しだけじゃがのぉ」

　紫色の花の名前を知らなかったアルテラは、共通の趣味を持つこの老人に興味を惹かれた。

　老人。大貴族であるエラッドは頬を歪め、ロベリアの花を摘み取った。

「花言葉を知っておるか？」

「すみません。私の育てている花以外はあまり詳しくなくて……」

「では、教えてあげよう。その花言葉は謙遜だよ」

「まぁ！　素敵ですね！」

　謙遜という言葉にパッと表情を明るくした。

　可愛らしく、乙女のようだった。

「でも、儂はそれが嫌いだがね」

「え……？　素晴らしい花言葉ではありませんか」

「君はそんな人生が良いのか？　自分を抑え込んで、望むような生き方もできない人生を歩むのか？」

「どういう……ことですか？」

　風が吹いた。アルテラは心臓を掴まれたような気持ちになる。

　自分を抑え込んできた人生だった。望むように生きる生き方に憧れた。

　呪われた子。

　みんなが憧れるはずのスキルは、時に呪いになる。

「……何が欲しい？　君が欲しいと思う物はなんだい？　儂がそれをあげよう」

「い、要りません……っ！　近寄らないでください！」

　危機を感じた。この老人は危険だ。

「あぁ……言っておくべきじゃったかの」

　アルテラに手を伸ばし、どこまでも不快な笑みを見せた。

「ロベリアの花言葉。もう一つは『悪意』だよ」

　純粋な少女に、悪魔が触れた。

　ジャンヌが離れて数十分の出来事であった。

　彼女、アルテラの持っているスキルは【原初の崩壊】。呪いの子として生まれ育ち、死ぬことを定められた少女は生を望んだ。










２．惚れ薬




　その日の冒険者ギルドは何やら騒がしかった。

　厄介事に巻き込まれないように早々に依頼をこなした帰り道。

　市井を歩きながら、俺は悩んでいた。

　後ろを歩くフェルスとアリサは不思議そうに顔を覗かせ、俺の前に立つ。

「何を悩んでいらっしゃるんですか？」

「どうしたの」

「あぁいや……どうしても大貴族が気になってな」

　Ｓランクパーティー、銀の翼シルバーウイングがフローレンスの暗殺を依頼された。それに失敗したアイツらは次には俺の命まで狙ってきた。

　流石にこれは看過できる状況ではない。

　何か手を打たねばならない、とは分かっているが情報が少なすぎる。

　貧民街の復興も終わった。

　また仲間を危険に晒される可能性があるんだ。手をこまねいて待っているほど俺は馬鹿じゃない。

「フローレンスに会いに行く」

「えぇ……帰ろうよ～」

　楽観的であるアリサらしい言動だ。危機感が足らん。

　ため息交じりに先頭を歩いた。




　＊＊＊




　貧民街のフローレンスが居る拠点に到着した。

「ニグリスさ～ん！」

「リーシャか。なんだ」

　泣きべそをかきながら、大量の書類を運ぶリーシャが居た。

　……凄い高さだな。

「フローレンスさんが仕事しないんですよ～！」

「……怪我でもしたか？　それとも病気か？」

「違うんです！　そうじゃなくて――――」

「ニグリス殿～！」

　突如、フローレンスが飛び出してくる。俺の胸板に顔を埋めてゴロゴロと鳴いた。

　何!?　なんで猫みたいになっているんだ!?

　……フェルスと違って猫の尻尾が見える。

「なんか、特製の惚れ薬を作るとか言いだして……そしたら材料のマタタビが人間に効果を与えるように変化しちゃったみたいで！」

「何やってんだ……？」

　いい香りときめ細やかな髪がくすぐったい。

　うぐ……とんでもない破壊力だ。

　慣れていたけど、フローレンスは滅茶苦茶美人だったの忘れてた。

「は、離れてください！」

「なんじゃなんじゃ！　邪魔するでない！　ニグリス殿～！」

　フェルスがフローレンスを引き剥がし、グルルゥと唸っているように思える。

　犬と猫。

「アハハ！　犬と猫みたいね！　おもろ！」

　笑いごとじゃないが。

　まぁ言い得て妙だなと思った。

　フローレンスはあまり人に懐くタイプではないしな。

　いや、それだけ俺が信頼されているということか。

「……話が進まないから治すぞ。治癒ヒール」

　状態異常だってお手の物だ。

　他の治癒師とは一線を画すことくらい、何となく分かっている。

「はっ、妾は何を……ニグリス殿に抱き着いて、愛してるって言われたような」

「言ってないから」

「言ってないのか!?」

　ガーン、としょぼくれる。

　何を落ち込むことがあるんだ。

「大貴族について聞きたかったんだ」

「……その話か」

　冷静な声音に変わる。近場にあるテーブルへ座るようにリーシャが勧めた。

　ふむ、その様子から見るにやっぱり何か知っているな。

　フローレンスに聞いたのは正解だった。

「正直な話、妾が大貴族に命を狙われていることは知っておった」

「……だから、警備を強化していたのか？」

「そうじゃ。一部の人間に狙われているからの。自分の命は自分で守るしかなかったのじゃ」

　なるほど。

　だから貧民街の女帝は恐ろしいぞ、という噂を流し部外者が入ってきづらい状況にしたのか。

「元々、大貴族の噂は聞いておった。闇商売による奴隷売買、稼いだ金を賄賂として使っているというのが有名で、貧民街を支配できてしまえば闇市場を手に入れたも同然。だから妾の命を狙っているのじゃと、思っていた」

「思ってた？」

　違うのか？

　それだけでも十分理由にはなると思うし、納得できてしまう。

　大抵の人間は欲深い。とめどなく欲は溢れて、求めてしまうんだ。

「……そうじゃった方が、どれほど楽だったろうか。聖教会に侵入させている妾の部下によれば、例のアゼルとかいう男の魔法陣は、大貴族が与えた物らしい」

「なんですって……？　じゃあ王国が私たちを消そうとしたってこと!?」

「確かに、均衡がとれている三大勢力からすれば妾たちは邪魔な存在じゃ。そう思えば辻褄は合う」

　嫌な話だ。

　一つの地区を潰すためだけに、あんな化け物を解き放ったというのか。王国って、そこに暮らしている人たちを守るのが仕事じゃないのか。

　……静かに暮らしている人を傷つけてまで、自分たちの利益を求めるのか。

「妾も相当頭に来とる……名前まで調べは付いた。宰相の右腕にして実質的な国の中枢を握る大貴族。エラッド・アルファードという者じゃ」

「エラッド、か」

「それと、聖騎士団の姿を王都で見かける報告が多くなった」

　聖騎士団。

　少しは知っている。

　聖教会の持つ最大戦力とされる最強騎士団だ。

　団長が聖剣とやらを持っているんだっけか……？

　どういった効果があるかは良く知らない。

「特にニグリス殿は気を付けるべきじゃろう」

「いや、別に何もしてないから問題はないと思うんだが」

「……もしや、何も知らぬな？」

　えっ何かあるの。

　急に心臓が驚く。

　悪いことでもしたっけか。

「ニグリス殿は貧民街では英雄扱い。王都では陰の支配者なんて呼ばれてるのじゃぞ」

「はぁ？」

「当たり前じゃろ。Ｓランクパーティーを一人で潰し、黒龍と呼ばれる化け物を討伐してみせた」

「い、いや……あれは一人じゃ勝てなかったんだが」

「噂には尾ひれが付く。わ、妾的には？　このまま夫婦となって二人で貧民街を支配するのもアリだと思っているのじゃが……」

　指先をツンツンと合わせて照れている。

　なんだよ二人で支配するって、傍から見れば悪役の台詞だわ。

「……なんでそんな話が広がっているんだ」

「貧民街には商人もたまにやってくるからの、噂を耳にして王都で情報が売られてしまうのは仕方のないことじゃ。今や、ニグリス殿の情報は高い金でやり取りされておる」

　なるほどな。

　……滅茶苦茶厄介な話だ。もう少し、静かに暮らしたいんだがな。

　陰の支配者か……。

「ところで、復興祭とやらをやるのだが、来るかの？」

「行くわ！　美味しいご飯とか出るんでしょ!?」

「魔法使いの娘には聞いとおらんが……まぁいいじゃろう。お主にも世話になった。欲しい物があればなんでも言え」

「マジで!?　やった～！」

「業ごう腹はらだが……エルフの小娘にも欲しい物をくれてやる。なんでも申せ」

「……え？」

　フェルスは虚を突かれた面持ちをして、剣の柄に触れた。

　アリサは欲に素直だな。

　復興祭か。街がどんな感じに直ったか気になるし、行くか。
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　壊れた家を直して、前よりも少しは豊かになった貧民街は活気に溢れていた。

　月が見える日に、外で食べる飯は格別だな。

　オードブル料理が運ばれ、住民が集まってガヤガヤと喧けん噪そうを響かせていた。

「な、なんでこんな格好させるんですか～！　皆さんも人が悪いですよ～！」

　リーシャはアリサに無理やり連れられ、バニー姿にさせられていた。

　てか、リーシャって20代後半くらいじゃなかったか？　かなりキツい感じもしなくはないが、給仕姿がやけに似合う。

　やはり元とはいえ、冒険者ギルドの受付嬢はかなりの美貌だ。

　アリサがリーシャを見て爆笑していた。

「うおおおっ！　元冒険者ギルドの美人受付嬢リーシャちゃん！　可愛い！」

「いいぞ～！」

「バニーを着させるなんてナイスだぜ、魔法使いの嬢ちゃん！」

「おうよ！　任せなさい！」

「は、恥ずかしいのでやめてくださいっ！」

　目尻に大粒の涙を溜めながら言う。

　リーシャはアリサに逆らうことができなかった。

　今までニーノ人と馬鹿にしてきてしまった罪悪感があるんだろうな。

　……たぶん、アイツは差別されたこと気にしてないだろ。

　まぁ楽しんでいるのならいいか。

「あ～面白い」

「ほどほどにしてやれよ。イジメすぎても可哀想だ」

「分かってるってば。あっ、ねぇニグリス、最近王都でこんな話が広がってるの知ってる？」

「どんなのだ？」

　王都なんて色んな話があるんだ。

　どうせ大したことじゃないだろ。

　適当に聞き流しつつ、飲み物を口に含んだ。

「なんかね、とある少女がスキル持ちなんだけど、それが呪われてるんだって！」

「スキルが呪われてる？　なんだそりゃ」

　スキルは本来、神の恵みとすら呼ばれる物だぞ。

　持っている人間は総じて選ばれし者だ。

　だが、俺の鑑定スキルは少し弱い。

　アリサのスキルは良く分からない。

　スキルといってもまだ不明な点が多く存在するのは間違いない。

「……呪いか」

　呪いであれば、俺は治癒することができる。

　でも、それがスキルであるのなら……。

　アリサの話を頭の中で考えていたから、ジョッキが空になっていることに気付かなかった。

　あっ、水が空っぽだ。

　……お酒を飲んでいるように見せかけてるけど、実際飲めないんだよなぁ。

　アリサなんて一気に飲んで「ぷはぁ～！　最高！」なんて言ってるし。運んでいる飲み物も全部酒だ。

　水を頼みづらい……。

　ええい、気にするな。

　近くに居た給仕に声をかける。

「なぁ、おかわりが欲しいんだが」

「はい！　ただい――――あわわ！　痛っ！　つぅ～」

　俺が話しかけたせいで前を見ていなかったのか、零れた酒でぬかるんだ地面を踏んでしまい、給仕の女性が怪我をしてしまった。

　すぐに治癒する。

「大丈夫か？」

「は、はい……た、立てないかも……」

「いや、もう治した」

「ふぇ？」

　呆気にとられ、数秒ほど動かなかったがすぐに表情を明るくして俺の手を握った。

「あぁ！　もしかしてあなたが貧民街の英雄ですか!?」

「え、英雄……？」

「凄い治癒師の方が居て、貧民街を救ってくれたってみんな知ってるんですよ！」

　その声に反応して、周囲に居た人々も一気にこちらを見た。

「英雄って？」

「も、もしかしてニグリスさんかい!?」

「本物!?」

　どっと視線が集まる。

　……マジかよ。

　顔を引き攣らせて、苦笑いを浮かべた。

　注目されるのは得意じゃないんだが……。

「あーあ、ニグリスやっちゃった」

「見てないで助けろよ……」

「あたしは飲むので忙しいの」

　誰か助けてくれそうな人は居ないだろうか。

　席に座っているアリサは既に出来上がっていて、酔っぱらっていた。

　そうえいばフェルスはどこ行った。それにフローレンスもいない。

　……何してるんだ？
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　あの場から抜け出して、俺は息抜きをするために人気のいない場所へ来ていた。

　ここら辺なら、静かに過ごせるはずだ。

「やっと抜け出せた……」

　すると、剣けん戟げきの音が聞こえてきた。

　何事だ。

　音のする方へ向かい、静かに様子を伺った。

　そこには剣を握っているフェルスとフローレンスが居た。

「退屈じゃの。身体強化の魔法を使わねばこの程度か」

　何やってんだ。

　止めに入ろうか悩んだものの、雰囲気が少し違う。

　殺気がない。まるで、フローレンスに剣を教わっているような感じだ。

「息を乱すな、剣を持て、羞恥を捨てろ、戦いに卑怯も恥もない。戦いは、命の取り合いじゃ」

「……はぁ、ん。分かってます」

「エルフの小娘。お主は無意識に魔法に頼っておる。それは魔法剣士として当たり前ではあるが、剣その物の基礎は上がらぬ。それに独自に編み出した剣術のせいで変な癖まであるしの」

　……俺が教えることのできない部分だ。

　俺は剣士じゃない。

　剣士適性Ｓもあり、人を導き、人の上に立つフローレンスの説明は非常に理に適っていた。

「直します、全部」

「なぜじゃ。妾からすれば、今のままでも十分に強い。そこら辺の敵には負けんじゃろう」

「届かないからです。あなたにも、アリサさんにも届かない。私は弱いから……これじゃあ、ニグリス様の傍には居られないんです」

「それで嫌いな妾に頭を下げてまで頼んだのか」

「……はい」

「……良いじゃろう。もう少し付き合ってやる」

　徐々に自分を表現するようになってはいたが、自分の意思で歩きだしたことに頬が緩んでしまった。

　……また成長したんだな。

　俺は目を瞑って、静かに響く剣の音を聞いていた。










３．三大勢力




「陰の支配者だと？　馬鹿を言うんじゃない。貧民街に出現した黒龍を倒せる者が居るはずがないだろ」

「では、黒龍の消滅と死者ゼロをどう説明するのですか」

「……それは」

　宰相を中央に置き、左右に権力者が座る。

　聖教会と冒険者ギルド、王国の三勢力が集まり、その場で会議していた。

　聖教会の代表として、ジャンヌは王国の勢力である宰相に問い詰めた。

「……そもそも、あれを解き放ったのは宰相、あなたの右腕であるエラッド様であるはず」

「エラッドのやったことが間違いだと言うのか！」

「危険だと言っているのです。下手をすれば、被害は貧民街を超えて王都にまで及んでいた恐れがありました」

「ふん……っ！　暴力でしか物事を考えられぬ集団の言いそうなことだ」

「侮辱ですか？」

　一触即発であることは誰の目から見ても明らかだった。

　そこに、新たに冒険者ギルドから派遣されたギルドマスターが現れた。

「ったくよぉ、辛気臭いんだよ。ここは」

　荒々しく、筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうでまるで男のような風貌をした女が居た。

　そのくせ髪は長く胸はデカい。

「……野蛮人め」

「んだよじいさん。喧嘩売る相手間違えてるぜ？　そこの聖騎士と違ってあたしは容赦ねえぞ」

「……あなたが、新しい王都のギルドマスター」

「あぁ、一番上から命令されて仕方なくな。見たところ、てめえが聖剣を使うっつうジャンヌか」

「はい。前のギルドマスターはどうされましたか」

「前の……？　あぁ、あの自己保身しかなかったブタ野郎か」

　ジャンヌからすれば、前のギルドマスターは扱いやすかった。

　自分のことしか考えていなかった人物であったため、少しでも損をさせると思わせれば、こちら側に付いていく。

　しかし、この新しいギルドマスターは損得勘定で動くようには見えない。

「追放した」

「……はい？」

「本来は左遷だったが、裏取引の賄賂、高ランク冒険者へ忖度、その他諸々を考えても左遷はあめえってな。あたしがソイツを追放する条件でここに居るのさ」

「……そうですか。冒険ギルドも終わりですね。粗暴な方がマスターとは」

「あぁ？　喧嘩売ってんのか」

　三大勢力は非常に仲が悪い。

　決して結託することはない。

　唯一、貧民街という存在を除いて。

　今回の議題は貧民街に現れた謎の人物。

『陰の支配者』の処分についてだった。噂でこそ色々と耳に入ってくるものの、詳細はいまだに知られていない。

　貧民街の住民は口が堅く、そう簡単に話すことはない。

　皆、ニグリスが好きであるからこそ、当然の行動であった。

「ところで聖騎士団長さんよ、てめえの妹はどうした」

「……あなたには関係がないと思うのですが」

「ベッタリしてただろぉ？　いつも一緒に居て気色悪い。見なくなったなんて変だよなぁ？」

「……問題はありません。アレに何かあれば私が斬ります」

「あっそ、つまんねえの」

　ジャンヌは悟られぬよう、顔を作る。そのお陰で興味をなくした新しいギルドマスターは席を外した。

　知られてはならない。

　ジャンヌの妹、アルテラがここ数日ほど行方不明であることを。

　全面的に捜索したいものの、行方不明と知られれば聖教会がアルテラの殺害を命じることは分かっていた。

「会議は終わりだな。儂も席を外す」

「まだ終わってませんが？」

「儂が終わりと言った。陰の支配者なぞ、さっさと殺してしまえ」

「……そうですか」

「おっ、そういえば、エラッドからこれを預かっていた」

　一枚の手紙を渡される。

　これは……？　と眺めていると宰相はエラッドと同じように笑った。

　だがそれは一瞬で、目の錯覚ではないか、とジャンヌは思う。

「はて……？　儂にも分からぬ」

　宰相は不思議そうな顔をして帰っていった。

　手紙を開き、ジャンヌは内容を見る。

　内容を理解した時、その手紙を握り潰した。

「……狐ジジィ」

　その手紙には、アルテラの居場所が書いてあった。
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　堅守のドラゴンはふと目覚めた。

　その日はやけに月が明るかった。あと数時間もすれば日が昇るだろう。

　頭のおかしい少女に壊された家は何とか修理できて直った。

　満足そうに眠っていたのに、変な臭いで起きてしまったのだ。

　何かが腐っているような臭いが、風に乗って流れてくる。

　違和感の正体を突き止めるため、森を見渡していると少女が居ることに気付いた。

　……ベヒーモスに襲われている。

　人間が死ぬことなんて珍しくはない。

　でも、大抵は武装していて殺し合いだ。

　……武器も何も持っていない少女を殺すことは、堅守のドラゴンの主義に反する。

　戦いは平等でなければならない。

　その気持ちが強い堅守のドラゴンは、なぜか少女を助けてしまった。

「ドラ、ゴン？」

「ガゥゥッ！」

「ブフゥッ!!」

　ベヒーモスとの戦闘は一瞬だった。

　圧倒的な実力差と体格差。これが本来の勝者の気分だ。

　最近は負け続きで、ストレスが溜まっていた堅守のドラゴンはベヒーモスを吹っ飛ばした。

「ガゥゥゥッ！」

　おりゃー！とも読み取れるように声帯を震わせる。

　気分が良くなってドヤ顔をしていると、飛ばした先が自分の家であることに気付く。

　悲惨にもベヒーモスの下敷きになってしまった家に泣いてしまう。

「……ガゥ……ガウゥゥ」

　壊れてしまった。

　せっかく直した家がまた壊れてしまった……。

　頭のおかしい少女に壊された家が。

「……助けて、くれたの？」

　手袋をしていて、薄い青色の髪をした少女が傍に来る。

　堅守のドラゴンは首を横に振り恥ずかしがる。

　そして、少女は堅守のドラゴンに寄りかかるようにして倒れた。

　あわあわと堅守のドラゴンは慌てて、どうすればいいか悩んだ。

　そうだ！　あの強い治癒師のところに連れていけばいいんだ！

　賢いドラゴンは、また褒めてもらえるかもしれないと喜んで大きな翼を広げた。










４．人を救うモンスター




「で、堅守のドラゴン。何しに来たんだ？」

「ガウ」

　朝早く、リーシャにドラゴンが街を襲っていると言われて急いできた。

　なのに、来てみれば堅守のドラゴンがちょこんと座っているだけだった。

　先に屋敷を出てきたからフェルスたちはそのまま寝ている。

　……敵襲かと焦ったじゃねえかよ。

　心臓に悪すぎるわ。

　少しだけ苛立ちながらも用件を聞く。

　意味もなく貧民街に来るモンスターではないことは知っている。

　俺は大して怖くないが、住民も堅守のドラゴンを敵対視していて、剣や槍と武装して構えていた。

「みんな、落ち着いてくれ。コイツは暴れない」

「ほ、本当か？　ニグリスさんがそう言うのなら……」

　ゆっくりと武器を降ろした。

　よし、何とか混乱を治めることはできた。

　だが、イタズラ好きなのか堅守のドラゴンは突如鳴いた。

「ガウッ！」

「ひぃぃぃっ！　やっぱりこのモンスターは敵だ！」

　わざとやったな……。

　どちらにせよ、誤解されると面倒だ。

「堅守、殴るぞ」

「ガウ……」

　俺が一喝すると申し訳なさそうに首を縮めた。その様子に住民は目を見開いて驚く。

　分かってるなら最初からするなよ……。

　堅守のドラゴンは懐に一人の少女を抱えていた。

　まだ12歳程度の、青髪の少女だ。

「おい、その少女……まさか、殺したのか？」

「ガウガウ！」

　首を横に振る。

　……いや、違うか。息はある。でも弱っている。

「治癒ヒール」

　治癒してもすぐには起きない。単純に眠っているのだろう。

「……変わった手袋をしているんだな」

　星形の紋章が入った手袋をしている。

　魔法陣……？　いやでも、少し形が違う。

　最近、魔法関係で良いことがないから少し警戒してしまうな。

　アリサ辺りに聞いてみるか。

「届けてくれたんだな」

「ガウッ！」

「……そういうのは有難いんだが、せめて静かに来られないか？」

　それにしたって、モンスターである堅守のドラゴンが少女を助けるなんてどんな風の吹き回しだ？

　何か物欲しそうに俺の後ろを歩いてくる。
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　屋敷に帰ってきて玄関を開けると、大騒ぎになっていた。みんなを起こすために残っていたリーシャと、ドラゴンの話を聞いたみんなが走り回っている。

「ニ、ニグリス様!?　事件が起こったんじゃ？」

「あぁ、大したことじゃない。すぐ終わったし」

「えぇ!?　ちょっとリーシャァ～、大したことないって」

「た、大変ですよ！　ＳＳランクの堅守のドラゴンが来たなんて大事なんですからね!?」

　アリサはちょうど今向かおうとしていたらしく、慌ただしく準備したせいか赤毛がボサボサだ。

「それくらいで起こさないでくれ」

「か、感覚がおかしいですよ！」

「ガウッ」

「堅守のドラゴンゥゥゥッ!?」

　リーシャが泡を吹いて倒れる。

　倒れたリーシャをアリサがツンツンと突いて反応を窺っていた。

「うわー、綺麗に倒れたわね」

　……気絶しただけか。まったく、朝から騒がしいな。

「ニグリス様、その女の子は？」

「堅守のドラゴンが連れてきたんだ。怪我人らしい」

「へぇ……モンスターが人助けなんて、変わってるのね」

「ガウゥ～ッ！」

「何よ」

　アリサに対してだけ、やけに威勢がいい。

　あぁ、家ぶっ壊されたからか。

　そりゃ根に持つわな。

「まだ部屋余ってるよな」

「はい。綺麗にしている部屋はいくつかありますが……」

「そこでいいか」

　空いている部屋でこの少女を休ませ、もう少しだけ治癒をすることにした。見たところ、目立った傷は外傷だけだ。

　俺はそのまま歩いていくと、一緒に付いてきた堅守のドラゴンが中に入ろうとしてきた。

　その巨体で無理だろ……。

　たぶん、この少女が元気になるのか気になるんだろうな。

「ガッ！　ガウ～……」

　何とか入れたものの、堅守のドラゴンにとって小さすぎるこの家では、天井や壁に頭をぶつけ泣いてしまう。

　そんな可哀想なドラゴンを見てアリサは腹を抱えて爆笑していた。

「アハハハッ！　ドラゴンが泣きそうになってるマジおも――――」

　堅守のドラゴンの衝撃により、天井の一部が崩れて落ちてくる。

　それがガンッとアリサの頭を直撃した。

「痛ったぁぁぁぁぁぁっ！」

　……何やってんだコイツら。

　一応アリサに治癒を掛けておき、堅守のドラゴンには屋敷が壊れるから外で待っているように指示をした。

　いくら大きい屋敷とはいえ、管理されていなかったから古いし脆いんだ。

　それに患者が居るんだから、少しは静かにしろよな。




　それから、しばらくして少女が目覚めた。

「ん……あれ……」

「気が付いたか？」

「っ――――!!」

　少女は起き上がって、俺たちから距離を置いた。

　その目は恐怖に染まっていて、身を寄せ怯える。

　……この反応、無理もないか。

　目覚めて知らない人たちが居たら怖いからな。

　できる限り警戒されないよう、優しく問いかける。

「……怪我を治した。少し食事をすれば起き上がるだろ」

「……っ」

「ねぇ、ちょっとは何か言いなさいよ」

「やめんか」

　首根っこを掴んで引き剥がす。アリサはやはり空気が読めないな。

「アリサはちょっと頭が緩いだけで、根は良い奴なんだ」

「そうですね、ちょっと緩いだけですね」

「ねぇ……みんなしてあたしのこと馬鹿にしてる？」

　アリサが不貞腐れて頬を膨らませる。

　少しでも警戒心を解かないと何も話が聞けないだろ。

　勝手に鑑定しようかとも思ったんだが、名前を知るとつい呼んでしまいそうで怖かった。

「……アルテラ」

「君の名前か？」
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　こくんっと頷く。

　……この子、どこから来たんだ？

「俺はニグリスだ。治癒師をやっていてアルテラを治した。家はどこだ？　送ってくぞ」

「……分からない。家族も、知らない……」

　分からない……？

　堅守のドラゴンの行動を見ても、森で彷徨さまよっていて助けたっぽい感じだった。

　そもそも、なんでモンスターの居る森をこんな少女が一人で彷徨っていたんだ。

　名前は憶えているから、一部の記憶が欠落しているってところか。人探しなら、フローレンスに調べてもらえばすぐに分かりそうだな。俺のことも簡単に調べていたし。

「あっ……変わった手袋をしているんですね」

「聖十字紋章じゃない。珍しいの付けてるわねぇ～」

「聖十字紋章？　なんだそれ」

「聖教会の保有する封印紋章よ。例えば、スキルや魔法とかを無効化する超レアアイテム！って感じ」

　俺とフェルスは黙ってしまう。

　アリサは軽く説明しているけど、それは考えればある答えに行き着くんだ。

　この少女は何かを持っている。

「……すまんアルテラ。勝手に覗くぞ」

　今や大貴族エラッドのせいで、仲間を守るために危険因子は取り除きたいと思っていた。

　この少女がそうであるとは言わないが、不安要素はない方がいい。




「鑑定」




【種族】人間

　アルテラ12歳♀　状態：警戒




【適正】

　魔力　……

　剣士　ＥＲＲＯＲ／ＥＲＲＯＲ

　魔法　ＥＲＲ―Ｒ／ＥＲ――Ｒ

　器用　ＥＲＲ―――

　忠――――




【原初の崩壊】

　手に触れた物を全て破――――塵にする。




　突如、頭が割れるような痛みが走る。

　勢い余り、俺はその場に座り込んだ。

　目を……潰されたような痛みだ。

「――――ニグリス様っ!!」

「ニグリス!!」

　なんだ。

　何が起こった。

「だ、大丈夫だ……」

　良く見えなかった。

　スキルはしっかりと見えたが、他が全滅だ。

「もう一回鑑定を」

　……鑑定……おい、鑑定スキルがなんで発動しないんだ。

　フェルスを見ても、アリサを見ても何も表示されない。

【原初の崩壊】。

　このスキル、もしかして……俺の鑑定スキルを壊したのか？

　あの手袋でスキルは封印してたんじゃないのかよ。いや、鑑定スキルは相手の内側へ入り込む。この手袋はあくまで、表面上に出ているスキルを封じているだけで内側にあるスキルは抑え込めていないんだ。

　スキルを壊すとか、そんなことができるのか？

　もし手袋がなければ、この子は無尽蔵に物を崩壊させてしまうのだとしたらどうなる。

　そんなの、呪いのスキルだ。

　……そうか。

「……アルテラ、もしかして、お前が王都で噂の呪いの子か？」

　アルテラは暗い面持ちで、小さく頷いた。

「……そうは言われてた、と思う。あんまり覚えてないの」

　事実、それ以上のことを俺は知らない。

「……その手袋で、スキルを封じてるのか？」

「う、うん……たぶん、これがないと死んじゃうから」

「死ぬって、自分のスキルでしょ？　流石にそれは……」

　アリサの言う通りだ。

　自分の持っているスキルのせいで死ぬなんて、そんな話があってたまるか。それじゃあ本当に呪いだぞ。

　でも、アルテラが嘘を吐いているようには見えない。

　……崩壊か。俺の鑑定スキルにも影響を及ぼしてしまうほど強いのなら、自分自身さえも壊してしまうというのは納得がいくな。

「手から腕に、腕から体に、私の崩壊は進んでいくの」

　……待て。それなら俺の治癒で崩壊を食い止めることはできないか？

　崩壊を治癒すれば防ぐことができるんじゃ。

　まずは俺自身の鑑定スキルを治癒してみる。

　感覚的には失ったという感じはあるが、やってみなければ分からない。

「治癒ヒール」

　……鑑定。

　フェルスとアリサのステータスはしっかり見える。

　アルテラのは、見ない方がいいな。また壊される。

　でも、これで治癒魔法が崩壊に効くことは分かった。

「手を見せてもらえるか？」

「えっ……う、うん……でも、見ない方が良いと思うよ？」

　アルテラはゆっくりと手袋を外して、その下にある手を見せてくれる。酷く歪いびつな形をしていて、灰色に変色しヒビだらけだった。

「うっ……」

　鼻が曲がるような酸っぱい臭いに、アリサが声を漏らす。

　俺は黙って観察する。

　指先は腐ってるな。普通であれば切断しなければならない。

　だからって、少女の手を切断なんかしない。

「……酷いですね」

「そうね……」

　噂は噂だからこそ、気軽に話すことができる。事実を目にしてしまうと、言葉を失ってしまった。

「アルテラは、このスキルが嫌いか？」

「嫌い、こんなのがあるから、私は一人なんだもん……」

「俺が治してやる」

「えっ……？」

「これでも街一つ救ってるんだ。だから、信用してくれないか」

　余計なお節介だと分かりながらも、彼女にどこか懐かしい感じを覚えている自分が居た。

　一人ぼっち。

　忘れていたはずの記憶が呼び起こされた。

　俺も前のパーティーで一人ぼっちだったんだ。誰にも意見を聞いてもらえず、努力しても認められなかった。

　アルテラはみんなから嫌われ、存在自体を否定されてきたはずだ。

　そんなのいくらなんでも可哀想すぎる。

　少女一人くらい、救ってやるさ。

「治癒ヒール」

「こ、これはスキルなんだよ？　どんなに凄くたって……」

　みるみるうちにアルテラの手は美しく元の形に戻っていく。

　……スキルをなかったことにしようと思ったが、これはダメだ。

　スキルをなかったことにしてしまうと、アゼル同様に自壊する恐れがある。

　やはり繋がりが深い物を消してしまうのは危険だな。

「崩壊の侵蝕を抑えることはできるが、スキルは消せない」

「……何、これ」

「何って、アルテラの手だろ？」

　何か変だろうか。

　治癒は成功しているし、綺麗な手だ。

「……だって、これ、綺麗、だよ？」

「そりゃ、アルテラくらいの歳の子はそんなもんだろ」

「……さっきまで……ボロボロ、だったのに」

「気にするな」

　アルテラが泣き出してしまった。

　な、泣かれると困るんだが。

　そういえば食事を取っていなかったな。

「フェルス、食事の用意はできるか？」

「そうですね。良い時間ですし、すぐに準備致します」

「頼む」

　フェルスのご飯は楽しみの一つなんだ。

　何といっても、日に日に実力を上げてるんだよなぁ。

　流石は器用適性が高いだけある。

「こんな綺麗な手、まるでお姉ちゃんみたいな……お姉ちゃん？」

「どうかしたか？」

「う、ううん……気のせい……だと思う」

　何かが突っかかるようで、僅かに顔を俯いた。

　……まぁ、今は深く聞かなくてもいいだろう。

「一応、手袋はしておけ。それとしばらくは俺から離れるな」

「う、うん」

　アルテラが手袋を付ける。

　崩壊が治癒できることは分かった。なら、やることが増えたな。

　アリサのスキルである【原初の雷使い】と【原初の崩壊】は同じ原初繋がりだ。どう見ても無関係じゃない。

　すると、屋敷の窓から堅守のドラゴンがこちらを覗き見ていた。

　にっこり笑って堅守のドラゴンは首を縦に振る。元気になったことを喜んでいるらしい。

「ガウ」

「……ドラゴンさん？」

「コイツが助けてくれたんだとさ。……窓から入ろうとするな、入れないから」

「ガウ……」

　少し可哀想になって軽く頭を撫でてやった。

　褒められたと勘違いしたのか上機嫌になって俺をなめる。

　そのまま少女もペロペロとなめる。

「く、くすぐったい……あっ……わ、ドラゴンさん～」

　これだけ見ると、この子はただの少女に見える。

　何も変なところはない。普通の子だ。

　あぁ、この子が怖がっていたのは俺たちじゃない。自分が人を傷つけてしまうことを恐れていたのか。

　ようやく事件が落ち着いたかと思えば、今朝同様にリーシャが慌てて入ってきた。泡を吹いて倒れた後、『仕事に戻らなきゃ！』と言って駆けていったはずだが……何か忘れ物でもしたのだろうか。

「ニ、ニグリスさ～ん！」

「どうした？」

「大事なんです！」

「またか……今度はなんだ？」

「せ、聖騎士団が……貧民街に来てるんです！」

　聖騎士団だって？

「そういえば、その手袋の紋章って聖教会の物よね。じゃあ聖騎士団の関係者だったりするんじゃない？」

　アリサがさらっと、とんでもないことを言う。

「……その可能性は、あるかもしれませんね」

　タイミング的に考えれば、繋がりがあってもおかしくはないような気がする。

「……アルテラ、もし歩けそうだったら、一緒に来てくれるか？」

「う、うん……」

　気が進まないかもしれないが、屋敷に残していくのも心配だ。










５．全面戦争の序章




　ニグリスたちがアルテラを治癒した頃。

　大貴族エラッドが自身の屋敷でカラスと対面していた。

　いつもはカラスから情報を得るエラッドだが、今はアルテラに仕込んだ魔法で、ニグリスたちのことを監視していた。

「へぇ、ニグリスの治癒は病気や怪我をあったことをなかったことにしてしまう……か」

　ここに来てニグリスの新たな治癒の使い方を知った。

　アルテラの奥底へ、影響を及ぼせないほどの深さに偵察魔法陣を仕込んでいた。崩壊のスキルが絶対に届かない深さ。それはつまり、心臓である。

　心臓が破壊されない限り、エラッドの支配は終わらない。

　お陰でニグリスにも気付かれず、ニグリスの治癒の存在を知ることができた。

（これは中々に……面白い魔法だ）

　スキルなしで魔法の原点オリジンまで到達した、ということか。

「凄いではないか！　アゼルを倒したことも頷ける！」

　久々に高揚し、胸の高鳴りを隠し切れないエラッドは叫んでしまう。

　カラスの瞳と目が合い、冷静さを取り戻す。

「冷めた目で見ないで欲しいのぉ。儂だってたまには興奮する」

　飄ひょう々ひょうとした態度の裏には、人のような熱を持っている。

　座り慣れた椅子に腰を落ち着かせ、頬杖をついた。

「聖騎士団長ジャンヌも到着したみたいだ。アルテラちゃんの記憶を弄いじっておいて正解だったね」

　エラッドは魔法陣を作ることに長けていた。派手な攻撃や一発逆転といった魔法は好まず、搦からめ手を使うことが好きだった。

　相手を騙し、操り、手のひらに乗せて遊ぶことに悦を見出していた。

　あの時、ジャンヌが会議に出席していた数分の間にアルテラは記憶を弄られていた。

　ジャンヌや聖教会の記憶をすっぽり抜かれ、貧民街の近くの森で解放する。可哀想な子が居るとすぐに助けるニグリスの性格を利用し、アルテラを治癒させた。

「儂の魔法陣はやっぱり便利だなぁ」

　手のひらに六芒星の陣を発動させる。

　妖しい輝きに導かれるように、一匹のカラスがエラッドの肩に乗る。

「人を操り、心を弄る。ピッタリだ」

　不確定要素であったニグリスの魔法も掴んだ。

　これ以上の収穫はない。

　儂は悪くないんだ。

　儂に敵意を向けたジャンヌが悪いんだ。

　ただ儂は邪魔な物を排除するだけ。

　それにこの肉体の最終調整も直に終わる。

「目的は果たしたけど、もう少しだけ見てみようか」

　不気味なほど口角を深くして、愉悦に浸る。

「人を助けたいと思うその気持ちが、自分の仲間を危険に晒すなんて皮肉だねぇ」

　そしてジャンヌとアルテラ。

　この二人の結末は決まっている。

「みんな馬鹿だよね。誰かのために生きるなんて、無駄な行為が自分の首を絞めるってことにも気付かないでさ」

　せせら笑うエラッドは観察を続ける。

　真の肉体はすぐそこである。




　＊＊＊




　貧民街の中心部。

　ニグリスたちとアゼルが戦った場所だ。

「……妾の領地になんの用じゃ？」

　聖剣を腰に据え、ただならない殺気が周囲を襲う。

　いつもの甘さを抜いたフローレンスに、部下は恐れを思い出す。

　ニグリスと一緒に居る時がおかしいだけなのだ。

　誰よりも冷酷なはずなのに、貧民街のために己の命すら捨てる覚悟がある。

　領主としての自覚を持っている。

「頭……っ！」

「落ち着け。殺気はするが、剣は抜いておらぬ。住民を巻き込まぬよう気は遣っているようじゃ」

　どうやら、貧民街を制圧しに来たのではないらしい。

　聖教会はスキル主義の勢力であった。

　スキルは女神の天啓であり、選ばれし者であること。

　故に、アルテラは死ぬことなく生きている。ただし、それにはジャンヌが庇護下に置いているという条件があった。

「ここに私の妹が居るはずです」

「妹じゃと？　そんな情報は知らん」

「嘘は結構。取り返しに来ただけですので」

「おらぬ者はおらぬ。立ち去れ、貴様の来るべきところではない」

　お互いに一歩も譲らない状況が続く。

　そこにニグリスたちは現れる。

「おい……こっちはフェルスの飯が待ってるんだが」

「……アルテラッ!!」

　ジャンヌはようやく見つけた妹の名前を叫ぶ。

　しかし、咄嗟にニグリスの後ろに隠れてしまう。

「……アルテラ、帰りますよ」

「なんじゃ、そいつか」

　フローレンスは安堵の表情をする。

　ここで戦わなくて済むのならそれに越したことはない。

　なぜニグリスと一緒に居るかは分からないが。

「……あの、お姉ちゃん、誰？」

　その言葉に、やけに興奮してジャンヌは前に出た。

「わ、私だアルテラ！　姉を忘れたのか……？」

「し、知らない……っ！　誰なの！」

　ぎゅっと俺の服を掴むアルテラよりも、俺は目前に居るジャンヌに違和感を抱いていた。

　姉……？

　確かにまだだいぶ若いし、姉妹だと言われれば納得はできる。同じ青髪なのが何よりの証拠だ。

「待て、アルテラは記憶を失っているらしいんだ」

「なんですって？」

「自分の名前とスキルについては覚えているが、それ以外はあやふやみたいだ」

「……到底信じられません。それにあなたは誰ですか」

「俺は治癒師をやっているニグリスだ」

「ニグリス……？　どこか聞いたことが」

　訝し気に見られるのも無理はない。

　俺からすれば、ジャンヌが姉だという証拠もないんだ。

　はいそうですか、とアルテラを渡すことはできない。

　それに腰に据えているあの剣。

　なんだ、妙に雰囲気が他と一線を画している。

　只者ではない。

　それに……剣適性がＳのフローレンスが、やけに慎重な顔をしていた。

　フェルスも本気の警戒をしている。

　俺は気になってジャンヌを鑑定してみる。




　鑑定

【種族】人間

　ジャンヌ　19歳♀　状態：警戒




【適正】

　魔力　中

　剣士　ＳＳ／ＳＳ

　魔法　Ｃ／Ｃ

　器用　Ｂ／Ｂ

　忠誠　０




【選ばれし者】

　聖剣・アロンダイトの持ち主。




　……マジかよ

　剣士適性ＳＳって、19歳でこの領域まで来たっていうのか。

　……たまに居る天才って奴か、こいつ。

　この場において、剣士適性ＳＳはフェルスだけだ。でも、そのフェルスですらその領域には足を踏み入れていない。戦いになるのはマズいかもしれないな。

　……誰も勝てない。いや、俺が戦えば勝てるかもしれないが、どうにも事情があるらしい。

　できれば戦いは避けたい。

　それに聖剣だ。

　詳しくは分からないが、ヤバそうだ。

「俺も助けた手前、責任は取らなくちゃいけないんだ。そう簡単には渡せない」

「ニグリスさん、助けて頂いたことには感謝します。ですがここから先は聖教会の仕事だ」

「……って言ってるが、アルテラはどうしたい？」

「い、嫌……あなたなんて知らない！」

「狐ジジィに何かされたのか……大丈夫。私が何とかしてあげるから、帰ろう」

「あっち行って！　みんなみたいに、私のことを呪いってイジメるんだ！」

「駄々をこねている時間は……いえ、早く来なさい」

　段々と声音が恐ろしくなっていく。

　……こええよ。

　普通の人の威圧であれば、そんなにビビることはない。

　だが、剣士適性ＳＳまで到達した人の威圧は死を連想させてしまう。

　ゾッと周囲が後退りする中、俺は苦笑いを浮かべるしかなかった。

　コイツ、不器用だな。

　素直に笑顔を向ければいいものを。

　そのお陰で、もしかしてジャンヌは真面目な人間なのではないか、と思う。

　本気で心配していたから、本気で守りたいと思っているから怒りそうになる。

　姉妹としては当然だ。

「……アルテラ。確かにあの女は怖いと思うけど、敵じゃないと思うぞ」

「え……？」

「あれは家族を心配する人の目だ」

　後ろに燃え滾たぎるようなオーラが見えるが、目を見れば分かる。

　家族を愛する人の目だ。

　アリサが「えぇ～……」と言いながら口を挟んできた。

「ニグリスってたまに変なこと言うよね。あれどこからどう見ても悪役でしょ」

「私もアリサさんに同感です。あれは少し……危険すぎる」

　変とは失敬な。

　まぁ、違うにしても決めるのはアルテラだ。

「い、嫌だ……ここが良い」

「アルテラ……っ!!　我儘を言っている余裕はないんです！」

「そう怒鳴るな。アルテラは俺が責任を持って面倒を見る」

「無責任なことを言うな！　私は善意ばかり振りかざす貴様のような人間が嫌いだ！　何も力がない癖に……っ！」

　うおっ、ズバズバ言うな。

　アルテラに拒絶されて頭に来ているのか？

「力はある。俺ならアルテラの崩壊を治癒できるんだ」

「何……？　し、信じられるはずがないだろ！」

「アルテラ、手袋外してくれるか？」

「う、うん」

「馬鹿、やめろ！　その手はもう！」

　外された手袋に下に、綺麗な少女の手があった。

　それでも少し黒ずみ始めている……崩壊って早いんだな。

「……あ、アルテラ……その手は」

「治して、もらったから……」

　ジャンヌは思わず手を伸ばそうとしていた。

　綺麗な美しい妹の手だ。触れたいと思ってしまうんだろう。

「……そうか。貧民街には、そんな人間が居たのか。もう少し早く知っていれば」

　これで少しは納得しただろう。

　アルテラを連れて帰ったところで崩壊は止められない。

　俺ならば止められる。

　敵ではないと信頼してもらえると嬉しいんだが。

「そういうことだから――――」

「け、堅守のドラゴンだー！」

「な、なんでまた帰ってくるんだよ～！」

　近くに居た兵士が気付き、叫ぶ。

　あっ、そういえば屋敷に置きっぱなしだったの忘れてた。

　少し怒った様子で、堅守のドラゴンが俺の後ろに降り立った。

「ガウ！」

「怒ってるのか？　別に忘れてた訳じゃ……忘れてた」

　……すまん。

　あとで肉でもやるか。

「……堅守のドラゴン、か？」

　ジャンヌが指を差して確認してくる。

　俺は頷いた。

「……そういえば、貧民街には凄腕の治癒師が居ると聞いた。ドラゴンを従え、住民を救った陰の支配者と呼ばれていると……」

「いやそれ、全くの嘘だから」

　ジャンヌは拳を握りしめ、俯いた。

　ドラゴンを従えってなんだよ。勝手に懐いてるだけだぞ。

　あとは普通に鑑定したり治癒したりしてるだけだし。

「……そうか、ニグリスさん。あなたが陰の支配者か」

「それは周りが勝手に言ってるだけ！　俺は知らないから！」

「……あくまでしらを切るんだな」

「だから、違うっての」

　どいつもこいつも人の話聞かないな。

　……殺気が上がったな。

「ニグリス様！　お下がりください……雰囲気が、変わりました」

「分かってる。アルテラ、少し離れてろ」

「ガウ」

「ド、ドラゴンさん!?」

　堅守のドラゴンはアルテラを掴み、翼を羽ばたかせた。

　そうだな、上空であれば手出しはできないだろう。

「……すまない。ニグリスさんには恩もあれば妹の手を治癒してくれて感謝もしています。だが、私は聖騎士団長なのです」

「それが、その剣を抜く理由と関係あるのか？」

「貧民街はこの国の三大勢力を脅かす可能性がある。その中で最も危険とされるあなたを、会議で殺すと決定した」

　……そんな会議で俺の死刑を勝手に決めるな。

　ジャンヌが抜いた刀身は眩しかった。

　二対の線が入り交じり、黄色の粒を纏っている。

「一方的で理不尽だとは理解しています。だからせめて、この聖剣『アロンダイト』で葬りましょう」

　冷や汗を流すしかない。

　あの剣……魔法陣が刻まれているのか。

　でも魔法陣とは少し違う。六芒星ではなく、もっと複雑な形をしていた。

　九つの星？

　六芒星じゃなくて九芒星か。




　聖剣【アロンダイト】

　魔を斬り裂き、夜を光で照らす希望とされてきた。

　聖教会の持つ七本のうちの一本である。

　そして、魔法刻印を埋め込まれた剣である。




　――――来る。

　そう思った途端、俺は重着治癒レイヤードヒールを使う。

　だが、ジャンヌの足は止まった。

　先手を取ったのはフローレンスだった。

　つばぜり合い、一切容赦のない剣けん戟げきが起こる。

　瞬きの間に三度の太刀。これが剣士適性Ｓ以上の戦い。

　しかし、剣や力量で圧されてしまう。

「フローレンス！」

「くっ……！　思いっきり背後を取ったのじゃがの！」

「……卑怯だとは言いません。そもそも、戦う気はないと言ったのも私です」

　すぐさま治癒を展開する。

　治癒を繰り返せば、ジャンヌとはいえ勝つことは不可能なはずだ。

　さっきの剣戟でできたかすり傷を治癒する。

「治癒魔法……？　これだけ高密度の魔法に繊細な技術。並みの魔法使いじゃできない、凄い……」

「見惚れてる余裕があるとは、腹立たしいの」

「私だって居るんです！」

　フェルスが足を蹴って、すれ違い様に一閃。しかし、容易に防がれる。

「……斬り捨てられたくなければ、下がっていなさい」

「っ……斬る対象にすらならないということですか……っ!!」

　悔しそうに下唇を噛み締める。

　まだ剣士適性はＡから上がっていない。

　それに、この相手は二人では荷が重いな。

　そう思っているとアリサが前に出て、溌はつ剌らつとした声で言う。

「よし、あたしの出番ね！」

　舌を出して腕まくりするアリサを軽く叩いた。

　コイツ、落雷サンダーを撃つことしか頭にないな。

「お前がやった時の被害を考えろ」

「えぇっ!?　あたしだって出番が欲しいのよ～！」

「今回、落雷サンダーは禁止だ」

「む～！　じゃあ別の技ならいい？　例えば、迅雷球サンダートレイン」

　その魔法は確か、アゼルの時に使っていた……三つの球を飛ばす魔法だ。

「……殺すなよ？」

　一番火力の出る落雷サンダーでは二次被害の恐れがある。剣適性が高く頼みの綱である二人が届かないのなら、俺がやるしかない。

　だが、相手は二人を抑えてもなお、ジャンヌには余裕がある。

「あたしに任せなさい！　絶対勝つんだから」

　アリサが杖を構えた。

　アリサがダメなら、俺が出るしかない。

「治癒師ニグリス。あなたには知っておいてもらいたい」

「なんだ」

「なぜこの剣が聖剣と呼ばれるのか」

　切っ先を俺に向け、そのまま地面に刺した。

　剣を地面に？　どういうつもりだ。

「この魔法刻印は魔法を吸収する。申し訳ないが、あなたの魔法を頂く」

「面白いじゃない……やれるもんなら、やってみなさいよ！　迅雷球サンダートレイン！」

　放たれた三つの雷球をジャンヌは聖剣で両断していく。

　当たっただけでも痺れるはずの攻撃に、動じている様子はない。

　聖剣が光っていた。

　アリサの魔法を吸収してどうする。自分の魔力に変換するのか？

「変換された魔法は数倍にも膨れ上がりアロンダイトに結集され、一点の光となる」

　魔法を吸収したアロンダイトの光は、先ほどよりも強い光を放っている。

　……ヤバそうな感じだ。

　アリサを下がらせ、俺が前に出る。

　重着治癒レイヤードヒール。

　保険でさらに硬くする。

　地面から引き抜いたアロンダイトを、ジャンヌは一太刀振りかざす。

「栄光アロンダイトの剣・グローリー」

　一瞬にして閃光が襲った。

　っ!?

　考える暇なく防御態勢を取り、攻撃を防ぐ。

　俺が回避をすれば、後ろに居るアリサや建物に被害が行く。

　せっかく直したみんなの努力を、無駄にさせたくはない。

　耳から伝わる異音に気付く。

　嫌な音がするな！　二枚掛けでも足りないかっ。

　三枚目を使おうとすれば、身体が軋んで関節が動かせなくなる。

　それではただの木で偶くの坊ぼうだ。

　ピキッ……パキ……。

　重着治癒レイヤードヒールが綻び始めている。

　破れるまで耐えられるか……？

　急に光が弾け、塞がれていた視界が戻る。

　残ったのは聖剣の切っ先を静かに降ろすジャンヌの姿だった。

「……なぜ避けなかったのですか」

「後ろに仲間が居た。それにみんなが作った家をまた壊されるのは御免なんでな。いいから、話を聞け」

「……少しだけなら、聞いてみましょう」

　やっと聞く気になってくれたのか、ジャンヌは矛を収めた。

　全く、いきなり聖剣ぶっ放す奴がいるか。

　その様子を見て、フローレンスとフェルスもほっと胸をなでおろす。

「俺は別に、王国を何とかしようなんて考えちゃいない。貧民街が豊かになったとしても、あんたら三大勢力を脅かすことは絶対にしない」

「保障できますか」

「フローレンス」

　名前を呼んだら狐につままれたような表情をしたのち、軽く微笑んで頷いた。

「ニグリス殿がそう言うのなら、妾は従おう」

「だ、そうだ」

「……分かりました」

　目を瞑り、数秒ほど考え事をしたのか向き直る。

　コイツ、思ってたよりも美人だな。

　これほどの美貌ならば、男が放って置くはずがないと思うのだが、あの強さと堅い表情では寄りつかないのも納得ができる。

　すると少しだけ、面持ちが柔らかくなった。

「アルテラのスキルは、誰にも止めることはできません。聖教会の配下に居たからこそ生きることを許されてきた」

「それで取り戻しに来たのか」

「まだ聖教会には気付かれていない。もし行方不明など知れれば、アルテラは殺されるでしょう」

　俺はジャンヌの言い分を理解できた。

　見ず知らずの相手に頼むよりも、自分の元に居た方が確実に命は救える。

　殺してでも取り返そうとするのは変な話じゃない。

「あなたの強さは理解した、そしてその優しさも。私は剣でしか物事を語れない」

「不器用な奴だな」

「アルテラを生かすために、私はアルテラに冷たくしてきた」

　……なるほどな。

　容易に想像ができてしまった。

　ジャンヌであれば、アルテラを殺すのは簡単だ。

　でも、本心は妹を殺したくないんだ。

　情があると判断されれば、聖教会はジャンヌの傍に置くことを許しはしないだろう。己が守るため、あえて誰よりも冷たくアルテラに接してきた。

　騎士である以前に人。二人は姉妹なのだ。

　家族を守りたいと思うのは、当然のことだ。

「それを利用されてしまったのなら、仕方のないこと」

　利用……？　一体誰に利用されたっていうんだ。

　ジャンヌの言葉に疑問を抱く俺に対し、深く頭を下げていた。

　……そんな苦しそうな顔して、謝るなよ。

「崩壊していた手の治癒を見て、私は思った。ニグリス、あなたは凄い」

「……信頼しろ、というのも無理な話だとは分かっているさ。少なくとも聖教会のように、俺はアルテラを殺しはしない」

「……本当に凄い奴だな。怖がってしまうのが普通なのに」

　素のジャンヌが出てきたような気がした。

　崩壊がどのくらい影響を与えるかは知らないが、俺の治癒が届く範囲であればいくらでも助けよう。

「……アルテラの記憶が戻ったら、教えてください。私は帰ります」

「待て。あんたもここに残って、少しだけでもアルテラの傍に居てやってくれ」

「私ではアルテラを不幸にさせてしまう」

「だから戻るのか？」

「心配は無用です。たまに来ますよ」

「妾的には、来るならもう少し静かに来いと思うのじゃが」

　確かに。

　ジャンヌが来るたびに大騒ぎになりそうだ。

「治癒師ニグリス。アルテラを頼みました」

　俺はそう言われて、素直に返事をすることができなかった。

　ジャンヌも一緒に居るべきだ。そう考えてしまったからだ。

　だが、上空に居るアルテラはジャンヌを怖がってしまった。

　……距離を取るべきであることは間違いじゃない。

　でも、これはなんだか悲しい気がする。




　＊＊＊




　その日の夜。

　カツン、カツンと大貴族・エラッドの屋敷内に足音が響く。

　そうして、テラスのある部屋へやってくるとジャンヌは聖剣を抜いた。

「なんじゃ？　儂にまた用事かの」

「……エラッド。貴様がアルテラをあの場へ導いたな」

「……その話か。もう興味はないんだがのぉ」

　辟易した様子で、エラッドはジャンヌと向かい合う。

　ジャンヌはニグリスたちに嘘を吐いていた。

　全ての決着を一人でつけるため、単独でエラッドに挑んでいる。勝つ自信もあったが、一番は責任感があったからだ。

　自分がエラッドに生意気な態度を取ったから、アルテラは記憶を消され貧民街に堕とされた。

「まぁ、君が彼にアルテラを預けるとは、分かってはいたがね」

「どういうことだ？」

「これは、一体なんだろうねぇ？」

　エラッドは一枚の紙をひらひらとジャンヌに見せびらかした。そこには聖教会の正式なアルテラへの死刑宣告が書いてあった。

「貴様っ！　それはどういうことだ！」

「どういうこともないだろ？　君の監視下にあったからこそ、彼女は生かされていた。儂は悪くない。君が貧民街から連れ帰れなかったんだろ？」

「……っ！　なぜ、そんなことを。なんの意味がある！」

「意味？　意味なんかないに決まってるだろ。しいて言えば、面白そうだから」

「面白い……？　人を欺き操り貶め、何が面白いんだ！」

　それでも笑みを崩さないエラッドに不快感を隠さないジャンヌ。

「君に残されている選択肢は二つだ。このままアルテラを殺し聖教会に残るか。聖教会の命令を破り、反逆者として貧民街へ行くか。ほら、君はどっちを選ぶのかな？　それとも、選び取れずに死ぬか？　ほっほっほ！　愉快愉快！」

　どちらも残酷な道に間違いはない。

　聖教会が本気でアルテラを殺しに来るのなら、ジャンヌ一人では太刀打ちができない。

　少なくとも、聖剣はこの世界で七本ある。聖剣持ちが二人でも集まれば、たとえニグリスといえども負けるだろう。

「……私は、そのどちらも選ばない」

「何？」

「この聖剣で貴様を斬り殺し、アルテラを幸せにする道を選ぶ」

　ジャンヌは覚悟を決めていた。アルテラ綺麗な手を見た時、ふと思っていた。

　このニグリスという男の傍に居れば、アルテラは幸せになれるんじゃないか。

　私ではできなかったことを、あの男に託してみたいと思った。

「……ふふっ、愚か者め」

「その薄ら笑いが私は気に入らなかった。貴様がどんな魔法陣を使おうが、私の聖剣はその魔法陣を斬り裂く。命乞いは聞かんぞ！」

「展開オープン」

　エラッドが何かを仕掛けたが、踏み込んだ以上は退くことはできない。

　同時に室内に小さな魔法陣が無数に展開され、ジャンヌは囲まれる。

「聖剣の効果を儂が知らないと思っているのか？」

「それでも、対策はできないっ！　楽に死ねると思うな！」

　障害となるであろう魔法陣を二つに斬り、消滅させる。

　ジャンヌは近距離で、ニグリスへ放った力よりも遥かに強い光で聖剣を振り下ろす。

「栄光アロンダイトの剣・グローリーッ!!」

　闇に光が差す。

　流石のエラッドも狼狽うろたえ――――笑った。

　パラ……パラ……と、瓦礫が落ちる。

「あーあ……儂の屋敷が半壊じゃないか」

　困った子だ。

　あの一瞬で全力を放ったのは流石と言わざるを得ないな。

「だが、儂の反転魔法陣には気付かなかったようだのぉ」

　咄嗟の機転、ではなくエラッドは初めから狙っていた。

　聖剣に勝つ方法は唯一、聖剣である。ならばその攻撃を反転させてしまえばいい。

　エラッドに向かうはずだった聖剣の光はジャンヌを直撃した。

　光の粒が霧散し、瓦礫に埋もれて、真っ赤な血が広がったジャンヌの前にエラッドが立つ。

　ジャンヌは敗北した。

「君の剣じゃ、儂には届かない」

　血生臭さが風に乗っていき、肌寒い風が心地いい。

「殺しはしない。姉妹愛ってのはまだ役立つからの」

　カラスが夜空を飛んでいた。

「治癒師ニグリス。君は仲間を失ったらどんな顔をするんだろうねぇ」

　手のひらに新しく生み出した魔法陣を見て、ニタニタと笑う。

　その魔法陣は、対ニグリス特化型魔法陣。

　ニグリスの治癒魔法完全無効化が刻まれていた。










６．ギルドマスターの依頼




　俺たちはその日、冒険者ギルドへ来ていた。

　久々にアリサが魔法をぶっ放したいと我儘を言うので、せっかくならお金稼ぎもついでにしてしまおうとのことだ。

　それにフローレンスがしばらく大貴族の調査に専念するため、現状は動きがない。

　ジャンヌが来てから数日が経っていた。

　アルテラは手袋をしていれば普通の少女で、安定もしていたから貧民街に置いてきているんだ。でも、受けられる依頼は貧民街から比較的近い場所に限らせよう。

　何かあったらすぐ戻れるように。

　堅守のドラゴンが居る森が一番いいか。貧民街に近いし。

　ショートの髪型をした新しい受付嬢、ベリアに声を掛ける。

「あっそれはダメにゃん。これを受けるにゃん」

　本来受けようと思っていた依頼を取り下げられ、新しい依頼書を渡してくる。

　その依頼主に驚いた。

「……俺たちに直接依頼だと」

　Ｓランクモンスター。ヒュドラの討伐依頼だった。

　堅守のドラゴンが居る森の洞窟内で冬眠していたはずが、なぜか起きて森で暴れているとのことだ。

　ヒュドラの討伐か。治癒魔法がある俺なら完封できるな。

　余裕っちゃ余裕だ。

　現状Ｄランクの俺たちへ、Ｓランク級を依頼するってことはある程度素性は知ってるってことか。

「新しいギルドマスターからの依頼にゃんっ。受けるかにゃ？」

「……にゃって何よ。にゃって」

「にゃんは、にゃんにゃ」

「やかましいわ。その猫耳偽物じゃないの？」

「偽物じゃないにゃん！　ベリアの耳は本物にゃん！」

「……なんか腹立ちますね、ベリア」

　フェルス、分かるが落ち着け。

　ふむ、新しいギルドマスターか。前のギルドマスターは腐っていたが、どんな人なんだろうか。

　それに直接依頼だなんて嫌な予感しかないぞ。

　……受けるべきじゃないとは思う。

「拒否権はないにゃん」

「は？」

「前の受付嬢。君ら、リーシャ先輩を引き抜いたにゃん。あれに今のギルドマスターがブチギレてるにゃん」

「……マジかよ」

　確かにリーシャを引き抜いたのは俺だ。

　滅茶苦茶優秀だと思ったからな。

　……今後のためにも前のギルドマスターよりは、仲良くやっていきたいが。

「今回の依頼を成功させれば、許すそうにゃん」

「信じていいのか？」

「いいにゃ。あの人はそういうのはしっかり守るにゃん」

「……そうか」

　うむ。会ったことがないにしても、一度は信じてみるべきか。

　もしかすれば大貴族エラッドと繋がっているかもしれない。こちらからあえて近寄り情報を取ることもできるはずだ。

　どちらにせよ警戒はしておこう。

「分かった。依頼をやろう」

「そう来ると思ってたにゃー！　ちなみに拒否権なしは嘘にゃん。うちにそんな権限ないからにゃー！」

　……猫耳が動いたな。

　本物かよ、これ。

　獣人ってだけでも珍しいのに、冒険者ギルドの受付嬢なんて初めて見たな。

「おい、どけよ」

「ん……あぁ悪い」

　後ろに並んでいた冒険者が居た。

　依頼の手続きは終わっても、もう少し聞きたいことがあったんだが。

　彼は若い冒険者のようでその後ろにパーティーメンバーが居る。

「どけって何よ。あんたら少しも待てないの？」

「うわっニーノ人じゃねえか！　しっし、あっちいけよ、気持ち悪い」

「はぁ？　あんたみたいな餓鬼に馬鹿にされるような生き方してないんだけど！」

　アリサが激昂してしまう。

　最近差別をされていなかったからか、耐性が薄くなっているようだ。

　俺も少しイラッと来たけど場所が悪い。あまり悪目立ちをすれば、印象も悪くなってしまう。

「てめえら見たところ雑魚だろ。俺たちＢランクだけど、あんたは？」

「……Ｄランクだ」

「ほら、やっぱり雑魚だぜコイツら」

　ケラケラと笑い飛ばされる。

　……すっかり忘れていただけで、慣れた光景だ。

　ランクは冒険者内ではカースト制度に近い。こういう態度も分からなくもない。

「俺たちはこれから、堅守のドラゴンが居る森に行くんだよ。さっさとＡランクモンスター、ベヒーモスを倒してＡランクに昇格することを認めてもらう。だから、てめえらみたいな雑魚は邪魔な訳だ」

「……そうか」

「分かったら道を譲れ」

　フェルスは苦笑いをしていた。実力を知っている身からすれば、彼らが幼稚に見えてしまうのも分からなくはない。

　だが、アリサの怒りは収まらない。

「アリサ行くぞ」

「は、離してよニグリス！　アイツら一発殴るべきよ～！」

「ダメだ。魔法ぶっ放していいから」

「……ふん、そんなんであたしが喜ぶと思ってるの!?」

　言ったな。

　俺たちは依頼をこなすため、堅守のドラゴンが居る森へ向かった。

　その去り際、後ろの受付の方でこんな会話が聞こえた。

「だ、ダメにゃ！　君らが受けるべきじゃないにゃ！」

「いいから、俺たちなら余裕っすよ！」

「だ、ダメだってばにゃ～！」

　……不安しかないな。




　＊＊＊




「落雷サンダーッ!!　アハハハッ！　あたしってやっぱり天才なんだわ！」

　喜んでるじゃん。

　道中で出会った怪我をしているベヒーモス相手に、落雷サンダーを撃ち込んでいた。

　怪我を負ったモンスターとは恐ろしいな。普通よりも何倍も気迫が違う。

　……さっきの奴らが倒すべきなんだろうけど、出会って攻撃を仕掛けられたのだから仕方ない。

　恨むなよ。

「腕上げたでしょ」

「あぁ、魔法の調整もできるようになってきたな」

「ふっふーん、アリサさんを褒めなさい～」

　魔法適性ＳＳは伊だ達てじゃない。

　威力調整しているはずなのに、Ｓランクの頃よりも威力が上がっている。そのくせ範囲は狭い。

「ニグリス様。今回はヒュドラの討伐がメインなんですよね」

「いつもは森の奥深くに居るらしいんだが、最近になって出てくるようになったんだとさ」

「気配がしませんね……」

「仕方ないだろ。こうしてモンスターを狩りつつ、ゆっくり探していこう」

「アハハハッ！　落雷サンダー！」

　……そろそろ止めるか。

　暴れすぎて逆にモンスターが逃げ出していきそうだ。

　しばらく森を散策していると先ほど冒険者ギルドで出会ったパーティーに再会した。

「あっ、さっきの餓鬼ども」

「さっきのＤランクの底辺パーティーだな。何やってんだよ」

「何やってるって、依頼なんだが」

「はぁ？　それなら今日はやめておけ。怪我負いのベヒーモスが居るらしい。出会ったらあんたらじゃ死ぬだろ」

「あぁ、それならさっき倒したわよ」

　Ａランク級ベヒーモスの討伐難易度はかなり高い。彼らでは荷が重いのは鑑定をして分かる。

　平均Ｂか……潜在能力もＢ程度とこれ以上の伸びしろはない。

　上に行きたい気持ちは分かるが、自分の限界を知らなければいつか死ぬな。

「おい、このニーノ人嘘吐いてるぜ？」

「嘘じゃない。俺たちは確かに倒した」

「……はぁ、人がせっかく忠告してやって、あんたらみたいな雑魚でも相手してやってんのに馬鹿だなぁ」

　嘲笑を向けられても、俺はどうとも思わなかった。

　そのまま彼らは森の奥へ潜っていく。

　……あっちはまだ見てないな。

　でも同じ場所に行くとまた言われそうだな。

　やめておくか。

「あーもう、ほんと腹立つ！」

「仕方ありません。私たちは事実Ｄランクですから」

「ムカつかないわけ!?」

「ニグリス様を侮辱された訳ではないので……」

「あたしたち全員なんだからニグリスも含まれてるわよ」

「……次会ったら斬りましょうか」

「あたしは落雷サンダーぶっ放してやるわ」

　頼むから後ろで物騒な話はやめてくれ。

　半眼で呆れてしまう。

　あんなのは放って置くのが一番だ。相手をするだけ無駄だからな。

　それから数分が経過する。

「にしても、ヒュドラ居ないな」

「そうですね。もうほぼ全部見回ったんですが」

「さっきの馬鹿共が向かった場所しか残ってないわよ」

「……そっちに行くか」

　できれば会わずに済めばいいんだが。




　＊＊＊




「今は眠ってる時期のはずだろ!?」

　Ｂランクパーティーである彼らは、Ｓランクであるヒュドラと対峙していた。

　人の気配を感じたヒュドラが襲いかかり、彼らは迎い受ける猶予すら与えられず戦闘になる。

　青い鱗うろこに九つの頭で森を蹴散らす。隠れ場を失いＢランクパーティーは絶体絶命に陥る。

「き、昨日Ｂランクに上がったばっかりで……早くＡランクになりたいから……っ！　なのになんでヒュドラなんかと！」

　不運。

　ニグリスたちに道を譲り、森の奥へ行かなければ遭遇することはなかった。

「ナナカ！」

　仲間の一人がヒュドラにやられてしまう。たった一撃、首を振っただけで気絶してしまう威力だ。

　すぐに駆け寄り息を確認する。

　……よ、良かった息はある。

「うわぁぁぁっ！」

　ヒュドラはＢランクパーティーに襲いかかり、舌撫でするように弄んでいた。

　仲間たちが蹂躙される中、リーダーであるガイが斬り掛かった。

「に、逃げろお前ら！　俺が囮になるから！」

　しかし、その脆い剣と技術では鱗を裂くことはできない。

　弾かれ、長い首がガイの胴体を貫いた。圧倒的な差。

　超高難易度であるヒュドラを相手に、Ｂランクに上がったばかりの冒険者には勝てるはずがない。

　周囲に居る仲間が悲鳴にも似た叫び声を上げる。

「ど、毒霧だ！　ガイ逃げろ！」

「う、動けねぇ……っ足が」

　折れた足では身動きすることができず、ヒュドラの持つ最強の毒が巻き散らされた。

　あのヒュドラから逃げようにも、移動が速く追いつかれる。

　しかし逃げなければ毒霧で殺される。

　し、死ぬ……っ！

　そう思った途端、恐怖で小便が漏れてしまう。

「……あ、あぁっ！　嫌だ！」

　絶望の色に染まるＢランクパーティーは次第に足がすくむ。

　たった数分前まで平和だった。

　なんでこうなったんだ。

「やっぱりあたしの勘が当たりね！　ヒュドラ居たじゃない」

「ここしか残ってなかったじゃないですか」

「え……っ？」

　エルフ耳の奴隷と赤髪の少女が居た。ヒュドラを見ても一切怯える様子はなく、堂々と向かい合っている。

　あ、あれはさっきのＤランクパーティー！

「お、おい！　頼むあんたら！　さっき雑魚と言ったのは謝るから、俺の仲間を連れて逃げてくれないか!?」

　自分のことはどうでもいい。

　俺はどっちにしろ、この足じゃ動けない。

　ヒュドラに殺されることは確定しているんだ。だからせめて仲間だけでも……っ。

「嫌よ」

「頼む……っごめん。ごめんなさい！　いくらでも謝るからお願いします！」

「って言ってるけど、どうする？　ニグリス」

　俺は男の姿を見てため息交じりに言う。

　知るか。お前の仲間だろうが。

「自分で連れていけ」

「お、俺はこの通り動けないんだ……っ！　だからせめて、仲間だけでも」

　……仲間想いだな。

　なら、死なせる訳にはいかないな。

　先にこのヒュドラを何とかしてから治癒だ。

　ヒュドラの毒を吸えば数分で死に至るほど危険だ。だが、俺の治癒で常時無効化させてしまえる。

　悪いなヒュドラ、俺は天敵だぞ。

「さっさと倒すぞ」

「な、何言ってんだあんたら！　Ｄランクパーティーだろ!?　倒せるはずがねえよ！　大人しく逃げて命を守れって！」

　フェルスは剣を抜き、アリサは杖を構えた。

　俺は両手を合わせ重着治癒レイヤードヒールを唱える。

　問題はない。

　大声を上げるヒュドラに対して、フェルスが飛び出した。

　九つあるヒュドラの首は、本来は堅い鱗によって守られている。だが、それはあくまで普通の冒険者からすれば堅いだけだ。

　堅守のドラゴンとは比べてしまえば、紙のように柔らかい。

「ヒュドラのく、首が……っ！　あんなに簡単に落ちるのか!?」

　六つ。ヒュドラの首は一瞬にして斬り落とされる。

　悲痛の叫び声と共に、アリサが魔法を使う。

「すみません、三つだけ残しちゃいました」

「頭は……いいや、胴体で。落雷サンダーッ!!」

「な、なんだよその魔法!!　普通じゃねえだろ！　ニーノ人は無能なはずだろ!?」

　俺には中くらいに抑えたつもりだと分かるんだが、見慣れてない人間からすると驚くだろうな。

　暴風が吹き荒れ、ヒュドラは丸焦げになる。

　だがそれでも起き上がる。

　伊達にＳランクモンスターじゃないか。

　残っている三つの首を、容赦なくぶん殴る。

　堅守のドラゴンは耐えてみせたが、流石にヒュドラではそれほどの耐久力はない。

　巨体が倒れ、閑散とした森林に戻る。

「あー……なんか拍子抜けね」

「そんなもんだろ」

　ヒュドラとの戦闘も終わった。

　さて、あとは残っている彼らを助けて……あれ。

　めっちゃ怖がってるんだけど。

「な、何者なんだあんた……！」

「ただの治癒師だが」

「治癒師はヒュドラなんか殴らねえよ！」

　そう言われても、俺が前線張った方が、戦闘も早く済ませられるからな。

　まぁ、普通の治癒師はそうなんだろうな。

　自分の戦い方が変だということは自覚しているつもりだ。

「まぁ、そういうこともあるよな」

「ねえよ！　自覚しろよ！」

「うっさいわねー！　治癒してあげないわよ！」

「いや、治癒するのは俺なんだが……」

　ヒュドラの毒を少し吸い込んでいたらしく、皮膚が赤く変色している。

　悠長に話している暇はないな。

　さっさと治癒だ。

「待ってください」

「どうしたフェルス」

「……謝らない限り、治癒はしない方がいいです」

　あぁなるほど。俺たちを馬鹿にしたことをちゃんと謝れっていうことか。

　先ほど叫んで謝っていたが、あれはその場しのぎの可能性がある。

　ちゃんとした謝罪が欲しいんだな。

「……ゴホッ。あぁ、俺はあんたらを雑魚だと言った。でも、さっきの戦闘を見て確信した。あんたら、実はすげえ奴らなんだろ？　でも理由があってＤランク冒険者やってんだろ……悪かった。いや、ごめんなさい」

　……謝れるのか。

　何がなんでも謝るつもりがないように思えてしまっていた。

「ニーノ人って馬鹿にしたことも、謝る……すみませんでした」

「分かりゃいいのよ分かりゃ」

　うんうんと頷いてアリサも納得する。

　アゼルを少しだけ思い出した。リーダーで横暴で、絶対に自分の非を認めない。

　全員が全員あんな奴じゃない。コイツみたいに、仲間を想っている根の悪くない奴だって居るんだ。

　俺はＢランクパーティーの全員を治癒し、ヒュドラの素材を持ち帰って冒険者ギルドへ帰還した。




「……す、すまねぇ。治癒してもらった挙句、帰り道まで護衛してもらって」

「気にすんな。それより毒は大丈夫か？　念のために数日は安静にしておけ」

「……本当にすまねぇ」

　助けた彼らにヒュドラの素材を持って帰るのを手伝ってもらった。お礼はそれでいいと言うと納得してくれなかったが、お陰で楽に帰ってこられた。

「あっ、帰ってきたにゃ。ギルドマスター！　ニグリスさんたちが帰ってきたにゃー！」

　冒険者ギルドの受付に呼ばれて、新しいギルドマスターがやってくる。

「史上初の女性ギルドマスター、ヴェル様にゃん」

「えっ、これで女？　お、男かと思ったわ……」

　アリサの疑い通り、逞しい体つきで本当に女か疑わしい。

　……俺より少し大きいくらいだが、ガタイが良いな。

「ふーん。あんたがニグリスか？」

「……顔知ってるのか？」

「いや、勘に決まってんだろ」

　勘かよ。

　新しいギルドマスター、どれほどか見させてもらおうかな。

　……鑑定してみる。




　鑑定

【種族】人間

　ヴェル　31歳♀　状態：安堵




【適正】

　魔力　中

　剣士　Ｓ／Ｓ

　魔法　Ｓ／Ｓ

　器用　Ｓ／Ｓ　忠誠　０




【西の賢者】

　――――。




　本当に女だったとは……あれ？

　鑑定の誤作動かと思って、数度確認する。

　表示は変わらない。

　……【西の賢者】？

　いや、それ以外のステータスもなかなかぶっ壊れてるな。

　なんだ、コイツ。

「おいおい、勝手に覗くなよ」

「……なんで分かる」

「ずっと観られてたら気付くだろうがよ」

　俺の鑑定を見抜いた？

　いや、鑑定スキル持ちだとは分かっているだろうが、見ていたことに気付かれたのは初めてだぞ。

　ジャンヌですら気付かなかったのに。

「ヒュドラの討伐はできたのか？」

「あぁ、問題なく倒した」

　……俺を物差しで測るような目をしている。

　品定めで依頼したってのか。

　何のためにだ。

「で、その隣に居るのが昨日Ｂランクパーティーに昇格したパーティーか」

「は、はいっ！　俺ら、頑張ってます！」

「おう。とりあえず、今日Ｃランクに降格な」

「えっ!?　な、なんでっすか！」

　ヴェルは顔を歪めて威圧感を増す。

　随分とあっさり決めるんだな。

　前のギルドマスターだったら上げることはしても、下げることは絶対にしなかったぞ。

　自分は責任を取らないし、取る必要がない。死んだらソイツの自己責任！　死人に口なし！と言っていた。

　ギルドマスターとして有り得ない発言だとは思ったが、冒険者たちは気にしていなかった。

　やっぱり異常だったよな、あれ。

「てめえら、ベヒーモス討伐の依頼を受けるなって言われたのに無理やり受けただろ」

「だ、だってあれは俺らでも倒せると思って……っ！　見たことも戦ったこともないけど、何事も挑戦だって言うじゃないっすか！」

「Ｂランクに上げた理由を分かってねえな？　最初からやり直してこい！」

「……そ、そんな……っ」

　俺の服を引っ張って、ガイが涙ながらに懇願してくる。

　さっきまで俺たちのこと馬鹿にしてた人間のすることじゃないな。プライドどこ行った。

「ニグリスさん～！　頼む、助けてくれっ！」

「無理。俺はギルドマスターじゃないから」

「そ、それもそうか……っ！　てか、俺たちニグリスさんに助けてもらってばっかじゃねえか……っ！　またすまねぇ！」

　ガイが土下座して謝罪してくる。

　少し暑苦しいな。

　感情豊かで嫌いではないのだが、周囲の視線が痛い。

　ヴェルは彼らを帰宅させ、俺たちをギルド長室へ案内してくれる。

　その道中、アリサが先ほどの出来事を聞いた。

「ねぇ、なんでさっきの降格させたの？」

「あぁ？　あー……ありゃダメだからだ」

「ダメって、別に戦って負けた訳じゃないんだし、やらせてみてもいいじゃん」

「冒険者ってのはな、死んだら終わりなんだよ。調査して、準備して、死なないための努力をしてこそなんだ。なのに、見たことも戦ったこともない相手にいきなり挑むような馬鹿にＢランクは任せられねぇ」

　俺は思わず感嘆の声を漏らしそうになった。

　コイツ、分かってるな。

　前のギルドマスターはただ強ければいい、優秀ならいい、功績を作ったのならいいと昇格させていた。

　それに対し、ヴェルはしっかりと人物を見てダメだと判断したら遠慮はしない。

「で、治癒師ニグリス。あんたにヒュドラの討伐を依頼したのには二つの意味がある」

「なんだ」

　ギルドマスターの部屋へ到着し、俺たちはソファーに腰を落ち着かせる。

　フェルスは警戒した面持ちで、アリサは周りを見渡しながら足をブラブラと動かしていた。

「一つ、あんたを昇格させるための口実作り」

「昇格？」

「あぁ、正直あたしが謝ることじゃねえんだが、前のギルドマスターが相当酷いことをしていたのは知ってる。今までの功績と今回の功績でランクを上げようって話だ」

「リーシャの件で怒ってるんじゃなかったのか？」

「ありゃ確かに優秀だ。できれば戻ってきて欲しいが、冒険者ギルドが失った信頼を取り戻すまでは無理だろって判断した」

「……ちなみにだが、前のギルドマスターはどうした？」

「追放した」

　不思議と驚いた気持ちはなかった。

　まぁいつかそうなるんじゃないかとは思ってた。

「やりすぎたんだよアイツは。冒険者ギルドってのは一枚岩じゃない。あたしみたいな奴も居るって覚えておきな」

「さっきので知ったから良い」

「そりゃどうも。あたしを知ってもらうにはタイミングが良かったか？　アイツらに褒賞でも与えるか」

　ヴェルは豪快に笑う。

　……姿や喋り方で考えなしの戦闘狂なイメージがあったのだが、実際はかなり頭で考えるタイプか。

　一定の倫理観はある。エラッドと繋がっているとは考えにくいが信用するにはまだ早い。

「二つ目はなんだ？」

「あぁ、言っちまえば――――あんたが陰の支配者なんだろ？」

　声音が低くなる。

　なるほど、それを確かめるにはヒュドラは丁度いいな。

　俺以外にヒュドラと戦える治癒師はいない。フェルスとアリサも一人で余裕ではあるが、その中心が俺だと見抜いたのか。

　流石の慧眼だな。

「……あまりその呼び名は好きじゃないんだ」

「分かったよニグリス。これでいいだろ？」

　冒険者ギルド。この王国にある三大勢力に俺は命を狙われている。それはジャンヌから教えてもらったことだ。

　となれば、ヴェルも俺の命を狙っているのか？

「あぁ。で、あんたも俺を殺すって言うのか？」

「いや、別にあたしは三大勢力の意向に従う気なんざもっぱらねえよ」

「じゃあ……」

「そう焦んな。まず話しておきたいことがたくさんある」

　俺に一枚の紙を手渡す。

　比較的高級そうで、宮廷などで使われていそうな紙だ。

　そこには聖教会の紋章とアルテラの処刑の旨が記されていた。

「何よこれ！　身勝手すぎるんじゃないの？」

「そうだ。正式に聖教会はアルテラの処刑を命じた」

「……なんで俺に話す？」

「だって、あんたのところに居るんだろ？　アルテラは」

　……どういうことだ。

　アルテラのことは誰にも話していないし、フローレンスも口止めさせている。

　絶対に漏れるはずがない。

　貧民街の住民が裏切ったとも考えにくいが。

「警戒すんなよ。これでもあたしは頭が良くて、雑に見えて繊細なんだよ」

「本当に意外ね～」

「失礼な嬢ちゃんだな……」

　苦笑いを浮かべながら、俺たちに違う物を見せてきた。

「本題はこっちだ。あんたら、これを見たことがあるか？」

「……魔法陣じゃないっ!!」

　六芒星の魔法陣が描かれた紙を見せびらかしてくる。

　俺たちの反応が面白かったのか、ヴェルは軽く微笑む。

　……なぜ、知っている。

　いや、知っていてもおかしくはないと思う。

　それでも俺たちに聞くっていうことは、アゼルが魔法陣を使っていたことを知っていて関係者であると気付いたからか。

「実力は確かにあると感じた。だから、あんたらに正式に協力を頼みたい」

「協力？」

「あぁ……大貴族エラッドをぶち殺す話さ」

　俺は静かにヴェルの様子を伺った。

　エラッドを殺す？　いや、俺たちから見ればかなり有難い話ではある。問題は信用するに値するかしないかが分からないことだ。

「……そっちは俺たちを信用できるかもしれないが、俺はあんたを信用できない」

「あー、ついつい一方的になっちまったか。じゃあ言い方を変えてやる」

　眉をひそめて悩んだ素振りを見せる。

「ニグリス。あんたら今、後手に回ってるぞ。このままだと全員死ぬ」

「……何？」

「後手に回ってるつってんだよ。エラッドが準備を終わらせちまう前に、こっちからぶっ叩く」

「ま、待ってください。準備って、どういうことですか」

「……説明するの面倒くせえな」

「しなさいよ……流石に分からないわよ」

　エラッドが準備をしている？

　何の準備だ。

　全く予想ができない。エラッドはただの貴族じゃないのか？

「最初から説明してやるか。まず、聖騎士団長ジャンヌの消息が途絶えた」

「何だと？」

「しかも最後に姿を見られたのが貧民街だそうだ。ついでにアイツの妹も数日前から行方が分からない」

　ジャンヌは一人で何かをするつもりだった。あの表情は決意だ。

　……あの時、止めていれば。

　起こってしまったことは、今更後悔しても遅い。

　アルテラが堅守のドラゴンに助けられた時期を考えると、辻褄は合う。

　記憶をなくしたことは偶然……？　いや、にしては出来すぎているな。

「ジャンヌの馬鹿に聞いたんだがな、妹はどうしたんだって」

「アルテラは狙われていたのか？」

「まぁな。王国にエラッドの支配が行き届いている時点で防ぐことは難しかった。あたしよりも上の連中は他のことで忙しくて手が回らん」

「何者なのよ、あんた」

「ギルドマスターだ。ただ、ちっと違うところは西の賢者ってところさ」

【西の賢者】か。

　さっきステータスにも書いてあったな。

「す、凄いじゃない！　で、でも信じられないわね……」

「ええ、意外です」

「ひでえな」

　東西南北で四人の賢者が居て、それぞれ冒険者ギルドに所属している。だが、その詳細は全くの不明で誰なのか知る人物は少ない。

　その能力や実力は未知数で、冒険者ギルドの最終兵器とすら呼ばれている。

　秘密とされる存在が、目の前に居る。

　驚かない方が無理だ。

「……バラしてもいいのか？」

「どうせニグリスにはバレてんだろ？」

「まぁな」

　見てしまったからな。

　しかし、詳細が分からない辺りとんでもなさそうだ。

　鑑定スキル、最近少し使い勝手の悪さを感じている。何とかならないものか。

「エラッドは貧民街にある図書館と呼ばれる物を狙っている。これを奪われれば敗北だと思え」

「そこに何がある」

「魔法刻印さ。見たことあるだろ？　ジャンヌの聖剣にも刻まれていた奴だよ」

　あの聖剣にあった奴か。

　最初は魔法陣だと思ったけど、少し形が違うと思った。

　魔法について詳しいといえば、アリサだと思って横を見ると首を傾げている。

　アリサも知らないのか。

「あんたらの使ってる魔法。それはある意味贋がん作さくだ」

「贋作って、随分な言い様だな」

「本当のことなんだから仕方ねえだろ。言っちまえば、魔法の原点オリジンが魔法刻印って奴だ」

　魔法の原点オリジンか。

　あの聖剣の攻撃に、俺は耐えることができていたが長期戦になれば負けていた。

　重着治癒レイヤードヒールすらも上回る力だ。

　欲しがるのも頷ける。

「で、後手に回ってるつったよな」

「あぁ、何度も言わなくても分かる」

「ここまで説明したら信用してもらえるとは思うから言うぞ」

　ヴェルは腕を組んで見定めるように見てくる。

「エラッドよりも先に、無垢の魔法刻印を手に入れて欲しい」

「……俺が？」

「ニグリスじゃないとダメだ。その治癒の力とここの問題さ」

　心臓を突いている。

　……心か？

　俺は別に聖人でもなければ聖女でもない。

　普通の心しか持ってないぞ。

「ギルドマスター！　大変にゃー！」

「今大事な話をしてんだぞ」

「でも、さっきのＢランクパーティーのリーダーが大怪我したのにゃ！」

「はぁ？」

　俺たちは急いでその場から、冒険者ギルドの広間へ向かった。

　人だかりの中心に、先ほど降格させられたガイが居た。

　周りに冒険者も多く居たが、気にしている余裕はない。

　治癒をするべく傍に駆け寄る。

「大丈夫か？」

「す、すまねぇ……裏路地でいきなり変な女に斬りつけられて、やられちまった」

「安心しろ、治癒してやる」

　筋を見事に斬られている。

　これではもう冒険者としてはやっていけない。

　だが大丈夫だ。

「治癒ヒール」

　これでとりあえずは……っは？

　俺が治癒しようと魔法を発動すると魔法陣が出現する。

「ニ、ニグリス様……っ！　これは」

「問題ない。この魔法陣が何かは知らないが、魔法陣ごと――――治癒が効かない？」

　どういうことだ。

　確かに治癒はした。

　なのに治癒ができていない。

「対策されたな。効果を確かめるためにやられたとは、散々だなお前」

「た、対策ってニグリスの魔法はあったことをなかったことにできるのよ!?」

「そもそも、魔法陣ってのはあたしらが使う魔法の上位互換だ。質や想いがニグリスと同等もしくはそれ以上なら負けちまう。しかも、ニグリス特化だろこれ。特定の魔法陣は計りなく強い」

　そうか。

　想いの強さだけじゃないのか。

　……厄介な物を出してきたな。

「で、でもアルテラなら壊せるんじゃない……？」

「無理です。アルテラの崩壊は制御ができないから手袋をしているんですよ」

　……そうだ。魔法陣だけを綺麗に壊すことができれば現状の打開は一気に進む。

　でも、下手をすればその人物を崩壊させてしまう恐れがあるんだ。

　危険すぎる。

「こういうのはあたしの専門分野じゃないんだがね」

　ヴェルが隣に座り、ガイの腕に仕込まれた魔法陣に触れる。

　そのまま魔法陣内の六芒星を書き換えていた。

「お前特化の部分だけを抜き取ってみたが……どうだ、これで治癒が通るだろ」

「……治癒ヒール」

　ヴェルの言う通り治癒が通る。魔法陣をなかったことにできた。

　……魔法陣を書き換えるなんてことができたのか？

　いや、少し時間も掛かるし触れていなければ無理そうだ。

　賢者というのは伊達ではないらしい。

「今ので分かっただろニグリス。このまま戦えば、あんたは治癒できず仲間を全員失う」

　ヴェルの言っていることを信じて、俺は魔法刻印を手に入れるべきなのか悩んだ。

　仲間を失って良いはずがない。

　フェルスもアリサも大事な仲間だ。

　重着治癒レイヤードヒールもジャンヌに破られかけて、癒すための治癒もたった今無効化された。

「無垢の魔法刻印は対象の魔法陣を丸々コピーして打ち消す能力を持ってる。しかも魔力も膨大に備蓄してるもんだから、そんな魔法陣も一瞬で消せるぞ。魔法としての質も格段に上昇する……どうすんだ？」

　今の俺は役に立たないと、現実を叩きつけられた。

　……このままで良いはずないだろ。

「……どこに行けば良い」

　無垢の魔法刻印が何かは知らないが、手に入れてやる。




　だが西の賢者ことヴェルは、図書館を知っていても場所までは知らないらしく、俺たちはフローレンスの元を訪れることにした。

　しかし、ヴェルのことを見るや否や明らかに嫌悪感を示す。

「へぇ、あんたが貧民街の女帝か。思ったよりも可愛い面してんだなぁ？」

「……ニグリス殿、連れてくるならせめてリーシャのような猫にするのじゃ。なぜわざわざ猛獣を連れてきた」

「成り行きだ。それより時間がない。エラッドが動くよりも早く図書館へ行かなくちゃいけないんだ」

　魔法刻印の話や俺特化の魔法陣の話をすると顔色を変えて、数秒ほど逡しゅん巡じゅんする。

　図書館を聞いても驚いていない。やはり存在は知っていたんだな。

「……危険かもしれぬぞ」

「それでもだ」

「あそこは誰も立ち入ってはならぬ故、妾以外は知らぬ」

「図書館なのに危険なんですか？」

「危険……というか、不明な点が多いのじゃ」

　フローレンスが近くの棚に手を伸ばし、一枚の地図を取り出した。

　随分と古く、開いた時に埃が舞う。

　手で振り払い、広がった地図を見た。

「これは貧民街がまだなかった頃の地図じゃ。ざっと百年近くか、もっと前じゃな」

　地図の中は平野や山脈があり、今の森林がもっと広かったことや水路がなかったことが分かる。

　やはりこういう風に見ると貧民街が発展したと思う。

「見て欲しいのはここじゃ。この近くに廃村がある。とはいっても、人が離れたのではなくモンスターの災害で廃れ滅びた」

「ふーん、まだ歩いていける距離ね」

「この廃村に図書館がある、と妾は聞いた」

「聞いたって、誰によ」

「……前に管理していた者じゃ」

　なるほど、前に管理していた人間も知っていたのか。なら、図書館は代々語り継がれている物……？

　前に貧民街を管理していた人の話は知らないが、今の方が貧民街は豊かだろう。住民の笑顔がそれを物語っている。

「妾も貧民街を守る義務がある。妾も行こう」

「よし、決まりね。じゃあアルテラも連れていきましょ。留守の間に何かあったら不安だし」

「それはやめておくこったな。エラッドに支配されてる可能性がある、危険だぞ」

　エラッドは人を操ることに長けているらしく、アルテラも支配を受けている可能性があった。

　……本当にアルテラが操られているとは思えないが、不安要素は取り除くべきだ。

　そう思っていながらも、俺は決めていた。

「いや、連れていく」

「おい、ニグリス。てめえエラッドのヤバさを分かってねえのか」

　分かってるさ。

　分かっているが、それでも不器用なジャンヌから託されたんだ。こういう時こそ俺の手元に置いておかないでどうする。

　それにアルテラを狙ってくる刺客は俺の力を前提としている可能性が高い。

　何かあったら守れるのは俺だけだ。

　無垢の魔法刻印さえ手に入れれば、その支配からも助けることができるはずだ。

　手に入れてすぐ魔法陣を無効化すればいい。

　やっぱり治癒が効かないってのは不便だな。

　それだけでどれほど追い詰められているか。

　人の想いで魔法は強くなる。

　それを踏み躙るようなエラッドのやり方は許せなかった。

「助けた責任は、俺が取る」




　＊＊＊




　アルテラがリーシャの膝の上で、可愛い吐息を立てて眠っていた。

　ニグリスたちの傍ら、事務処理をこなすリーシャを邪魔するようにベリアが話しかける。

「リーシャ先輩～」

「ベリア、何しに来たんですか」

「ギルドマスターに付いてきたにゃん」

　面倒な後輩だ、と思う。

　リーシャはベリアがあまり得意ではなく、にゃん、という言葉遣いも受付嬢らしくないと思っていた。

　だが、仕事はできるし有能であることに間違いはない。

「ギルドマスターが言ってたにゃん。リーシャ先輩に戻ってきて欲しいにゃ～って。今なら戻れるけど、どうするにゃん？」

「戻りませんし、戻るつもりもありません」

「にゃ!?　前の先輩なら冒険者ギルド以外はクソって言ってたにゃん！」

　リーシャは貧民街に来てから変わった。

　冒険者ギルドよりも、貧民街を選ぶようになっていた。

「ここの方がやりがいがあるんです」

「やりがいって、貧民街でかにゃ？」

「あなたにはまだ分かりませんよ。人を支えて、笑顔にする。私には、そういう仕事が性に合っているんです。そのことをニグリスさんに教えて頂きました」

「あの治癒師かにゃ？」

　いつも淡々としていて、誰よりも冷静に物事を見通す力がある。そのはずなのに、人のためとなると熱くなる心を持っている。

　凄い人だ、とリーシャは思っていた。

「あの人は優しい人です。ベリア、あなたが思っている以上に、ニグリスさんは凄いですよ」

「ふーん……あんまりそういう風には見えなかったにゃ」

　冒険者ギルドに戻りたいとは思えなかった。

　今の貧民街があるのもニグリスのお陰である。そこを守るのが、居場所を与えてくれたニグリスへの恩返しだと考えていた。

「もう少し、人を見る目を養った方がいいかもしれませんね」
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　苔こけに覆われた石造りの土台だけが残った村は、どこか哀愁を漂わせていた。

　どこが村の入り口かも分からない。本当に昔に人が住んでいたであろう形跡だけが、村としての形を保っている。

「ねぇフローレンス。図書館らしい建物なんか見えないけど」

「おかしいの。ここら辺のはずなんじゃが」

　地図を広げて見ても、村があった場所に俺たちは来ている。

「ニグリスさん……ここ、何があるの？」

「大量の本らしいぞ。大丈夫だ、俺から離れなければ危ないことはない」

「そうです。ニグリス様がいらっしゃれば、安全ですよ」

　アルテラと手を繋ぐ。上目遣いでフェルスとこちらを眺めていた。

　フェルスからすれば同い歳でも、姉みたいに頼られるのは嬉しいのか。

「なんだてめえら、そうやって見ると夫婦みてえだな」

「ふ、夫婦ですか!?」

　耳の端まで赤く染め、ぼっと湯気を出す。

　緊張感がそがれるからあまり揶揄わないで欲しいな。

「なんじゃと!?　フェルス！　そこを妾と代われ！」

「嫌です！　ニグリス様の隣は私の場所なんです！」

「何ぃ!?　わ、妾も言われたいのじゃ！　ふ……ふ、ふひゃ！」

　恥ずかしさのあまり舌を噛む。

　ウルウルとさせながら悔しがり、踵を返して歩いていった。

「惚のろ気けちゃって、見てらんないわ～」

「誰が惚気てんだよ」

「自覚ないわけ？　これだからニグリスは」

「……そう言われてもな」

　普通に対応しているだけなのだが、アリサから見ると惚気ているのか。

　……もう少し見方を変えてみるか。

　夫婦って言われた時も少し恥ずかしがってみるとか？

　……なんか合わないな。

「もう面倒だから、ここら一帯更地にしてみる？」

「どうやったらそんな思考になるんだよ……」

　とりあえずぶっ放す癖は直ってないみたいだ。

　アリサらしいと言えばそうだが、もし図書館が地下室にあったなら落雷サンダーの衝撃で埋まるぞ。

　俺たちよりも先を歩くアリサが頬を膨らませて、不貞腐れる。

「えーだって方法見つからな――――あだっ！　痛っ～！」

　何かにぶつかり、おでこを強打する。

　……何にぶつかった？

　アリサは今、何もないところにぶつかったぞ。

「……へぇ、面白れえじゃねえか」

「何なの～？　えっ壁？」

　不透明な壁が張られていて、俺たちの侵入を阻害しているように思える。

　コンコンと突いてみても音はなく、硬いバリアのような物が広がっていた。

　遠目からじゃ分からなかった。

　それに重着治癒レイヤードヒールでもビクともしなさそうだ。

「これ突破する方法あるの？　ないならぶっ放すけど」

「やめろ、俺たちまで巻き込まれる」

「アハハハッ！　撃ってみなきゃ分からないじゃん？」

　笑いごとじゃないが。

　コイツ、自分がどれくらい威力を出せるか自覚してないな？

　俺の魔法が変だということは認めるが、アリサの魔法の威力を本人が自覚してないのは危険だ。

　また特訓だな。

「ねぇニグリス。また特訓だな、みたいな目しないでよ」

「良く分かったな」

　ヴェルが腕を組んで悩んでいる。

　この壁は普通じゃない。物理や魔法を無効化されている感覚だ。

　だが魔法陣とも少し違う。

「……てめえの落雷サンダーでも無理だ。これはそういう代物じゃない」

「てめえじゃなくてアリサね。覚えなさいよ」

「じゃあ何で突破するのじゃ。この壁の向こうに図書館があるのじゃろ？」

「唯一打開できるとすれば、スキルだけだ」

　ビシッとフェルスの後ろに隠れるアルテラを指した。

　なるほど……【原初の崩壊】なら壊せるかもしれない。

　あれは物理や魔法とは一線を画している。

　特別な力だ。

「わ、私……？　何かするの？」

　ヴェルを怖がってしまい、数度瞬きをしてフェルスを見上げた。

「怖いのなら怖いと言ってもいいですよ。大丈夫です、私たちは味方ですから」

「……ううん。怖くない……みんなが困ってるなら、助けたい」

　透明な壁の前までやってきて、アルテラは手袋を外す。

　指先が腐ってきている……。

　スキルを消すことはできない。でもせめて……アルテラを普通の少女として暮らさせてやりたい。

　その手掛かりが図書館にはあるのだろうか。

　なかったとしても、俺が探してやればいい。

「えっと……たぶんこれで触れば」

　パリンッ……という不快音と共に透明な壁が徐々に崩壊していく。

　剥がれた壁の奥に、屋敷が立っていた。

　紫を基調とした色合いのせいで、暗いイメージを抱く。

　その屋敷の入り口に台座があって、一体の石像が佇んでいた。丸い頭で角張った体が歪で不気味な形状をしている。

　まるで体をツギハギにされたみたいだ。

　とりあえず、目的の図書館は分かった。

「良くやった、アルテラ」

　頭を撫でてやる。

　ぱっと表情を明るくして「うん！」と頷く。

　初めて笑顔を見た気がした。

　人の力になれたことが嬉しいんだろう。

　この子の根底にも、人のためになりたいという気持ちがあるんだ。

「はぁ……また落雷サンダーはお預けね」

　背筋を丸めてアリサは歩きだす。

　その背中をヴェルが叩いてニシシと笑った。

「シャキッとしろ。気を抜く暇はねえぞ」

「だ、だからって叩くんじゃないわよ！」

　アリサが揶揄われているのは初めてだな。

　……なるほど、ああいう感じなのか。

「あ、あのニグリス様……？」

「ん？　どうしたフェルス」

「その、あの……」

　エルフ耳をピクピクと動かし、少しだけ紅潮している。

　何かを言って欲しいんだとは思うんだけど、何。

　分からない……。

　あっもしかして頭を撫でて欲しいのか。

　長いことしていなかったからそうかもしれない。

「頼りにしてるぞ」

　頭を撫でてやると激しく耳を動かす。

　正解だったみたいだ。

「あっー!!　ズルいぞ！　妾もするのじゃ！」

「えぇ……お前そういうタイプじゃないだろ」

「関係ないのじゃ！　わ、妾だって……妾だって頑張ったんじゃぞ！」

　確かに、俺はフローレンスを頼りにしている。

　頭を撫でてやるくらいしたいが、騒いだせいで視線が集まっている。

　……恥ずかしい。

「か、帰ったらな」

「本当か!?　約束じゃぞ！」

「お、おう……」

　さっさと入ってしまおう。

　入口にある石像の横を通り抜け、俺たちはようやく図書館の中へ入ることができた。

　扉を開けると、下へ進むための磨かれた石の階段があった。数百年も放置されていた割に埃が少なく、比較的綺麗だ。

　道なりに階段を降りて、支えの柱が連なっている場所へ出た。

「また扉？　厳重すぎじゃない？」

「そうだな……にしてもこの扉、硬いな」

　ここを覆っていた透明な壁とは違い、背丈の倍以上ある扉に魔法陣が刻まれ、黒曜石でできている扉だ。

　押してもびくともしない。

「崩壊は……加減をミスるとこの建物自体を壊しかねないか」

　アルテラは崩壊の扱い方を知らないんだ。だから手袋で常に抑え込んでいる。

　メンバーを見渡す。

　一番火力の出るアリサは二次被害の恐れあり。フェルスは身体強化できるといっても限界がある。フローレンスは力というよりも技術の人間だ。

　とすれば、冒険者ギルドで治癒不可魔法陣を書き換えたヴェルしかいないのだが。

「あたしは無理だぞ。壁に刻まれた魔法陣なんざ、どうやって書き換えろってんだよ」

「……そうか」

　そこまで便利ではないらしい。

　物理で一番火力があるのは一人だけ。

　他に解決策があるとも思えない。あまり悩んでいる暇もさそうだしな。

「俺がやるか」

　下がっているように指示し、中央に立つ。

　重着治癒レイヤードヒールを使い、身体の防御力を上げる。

　堅守のドラゴンですら気絶させる拳を、魔法陣に向かって振りかざした。

　図書館全体が揺れるような衝撃が走るが、崩れそうな気配はない。

　数百年というのは嘘と思えるほど頑丈だ。

「ニ、ニグリス……相変わらずの馬鹿力ね」

「ほ、本当に治癒師かてめえ……」

　まだ壊れないか。

　ドンッ……ドンッ……と二発。ようやく三発目で扉は吹っ飛んだ。

　硬すぎないか？　本気で殴ったつもりだったんだが。マジか。

「ようやく見つけた。これが図書館か」

　じんっと鼻腔を擽る古い本の匂い。

　酷く静けさに包まれた広い円盤上の空間に、びっしりと書物が並んでいた。

　そこで俺はふと気付く。

「おいヴェル。魔法刻印なんかどこにあるんだ？」

「……おかしいな、あるはずだぞ」

　見える限り本しかない。

　どれも禁書や失われた歴史の書物であるとは思うが、今回は目的が違う。

　あくまで魔法刻印を取りに来たんだ。

「ま、そんな簡単に見つかったら苦労しないわよ。とりあえず探しましょ」

「そうですね……もしかしたら、スキルに関する本もあるかもしれません」

「す、スキル……？　私のスキルも何とかなる？」

「かもしれぬ、じゃ。あまり期待するでない」

　そうだな。

　魔法刻印がなかったら、それはそれでいい。

　エラッドの狙いが魔法刻印でも、最初からないのなら安心だ。

　それにスキルなら知りたいことが多くあった。

　スキルその物を詳しく知る人間も居ない。ただ、スキルという概念があって、有能というだけしか知らないんだ。

【原初】もそうだ。

　アリサやアルテラのスキルにある【原初】がなんであるか、俺たちは知らない。

　暫く探索しても、文字が古すぎて読めなかったり、俺たちの知らない言語で書かれた本が多くあった。

「……ねぇこれ、無理じゃない？」

「諦めるの早いな」

　確かに、手に取った本はどれも良く分からない。

　魔王がなんちゃらとか、魔族がなんちゃらとか、御お伽とぎ噺ばなしのような物だ。

　スキルについての話なんてどこにもない。

「キュイ……っ」

「ん？　ニグリスなんか言った？」

「いや、何も言ってないが」

　どうした。

　そういえば……どの本も埃が被ってないな。

　こういう物って、時間が経てば本の色が変わったりするし埃まみれになるはずだ。

　……管理されている？

「キュイキュイ～！」

　動物の鳴き声が響き渡る。

　その鳴き声に俺たちは視線を向けた。

　本棚の上に乗っていて、俺たちを俯瞰している。

「何事じゃ！」

　九本の尻尾を持ち、赤い瞳をした、手のひらに収まるほどの……真っ黒な獣が居た。

「キュイッ！」

「モンスター……にしては可愛いな。なんだあれ」

「あれは、コイツだろうな」

　俺の隣にヴェルがやってきて、一冊の本の挿絵を見せる。

　その絵は人々に崇められるように、一匹の動物が中心に居た。

　でも絵だと真っ白なんだけど。

　あれ真っ黒じゃん。

「この本が正しければ、数百年以上前から生きているモンスターだ。捕まえて研究材料にしねえと……」

「お前……そういうタイプだったのか」

「あぁ？　戦闘狂だと思ってたのか？　あたしはこれでも探究者なんだよ」

　賢者だもんな。そういうのあっても間違いじゃないよな。

　……せめて外見と合致してくれ。

「攻撃してきてないんだし、だったら別に放置しても……」

「キュイッ！」

　謎の動物がアリサへ水魔法を使う。

　……魔法陣でもなんでもない。俺たちと同じ魔法だ。

「ちょっ！　危ないじゃない！　このっ、ふぎゃ！」

　アリサの顔を肉球が踏んづけ、バタンと倒す。

　その後爪で引っ掻かれ、半泣きになってダウンした。

「ま、魔法使いの娘がやられたじゃと……っ！」

「私が捕まえます！」

　身体強化の魔法を使い、必死に追いかけるフェルス。

　しかし、小回りの利く体とこの図書館を熟知しているのか、細い逃げ道を使って躱していく。

「キュイキュイ～っ！」

　遊んでいるような軽快なステップ。

　流石のフェルスも見失ってしまう。

　そして今度はアルテラの前に出現した。

「あっ……は、初めまして！」

　アルテラがお辞儀する。

　俺はその光景を眺めて少し笑いそうになった。

　たぶんフェルスに教えられたんだろうな、と思いつつ様子を伺う。

　あのモンスターは俺たちを攻撃してきたが、殺意は感じなかった。

　遊んで欲しそうな感じと、出ていって欲しいという二つの感情が見て取れた気がしたからだ。

「キュイ～！」

　モンスターも同様に頭を下げるが、すぐにどこかへ移動していく。

　その後、ニシシッと笑うように混乱する俺たちを見ていた。

　悪いが、俺たちも時間がある訳じゃないんだ。

「キュイッ!?」

「悪いな。大人しくしてくれ」

　気付いていないうちに背後から捕まえると暴れだす。

　思わず咳が出る。

　コイツ、なんでこんな埃まみれなんだよ。

　……尻尾。本の掃除とかに使えるよな。

　もしかして、コイツが管理してたのか？

「少し綺麗にするぞ」

　軽く叩いて埃が舞う。

　少しだけ白くなったが、それでもまだ灰色だ。でも全体像は見えてきたぞ。

「キュ……キュイキュイ!!」

　……良く見ると、尻尾に無数の擦り傷があるな。

　仕方ない。軽く治してやるか。

「治癒ヒール」

　……待てよ。

　確かフローレンスが言っていたな。

　ここにあった村は『人が離れたのではなくモンスターの災害で廃れ滅びた』って。

　だとすれば、コイツがそうなのか？

　そう思った時には効果を高めていた。同時にこのモンスターの過去を見た。




　＊＊＊




「出ていけ化け物！」

「厄災を招くモンスターが！」

　森の中に住んでいる白きモンスターは石を投げられても怒ることはなかった。

　静かに村を眺めて、時折ちょっかいを出している。

「キュイ～っ！」

　ただ遊びたいだけ。

　友達が欲しい。一人ぼっちが寂しかっただけなのだ。

　自分が人ではないと知りながらも、人でありたいと願っていた。

　人なら一緒に遊ぶことができる。友達になれると思っていた。

「このっ！　死んでしまえ！」

「やめないか」

　とある男が村人の手を掴んで、やめさせた。

　石を投げて構ってくれていたのに、なぜやめさせたのか疑問に思う。

「この子は君たちを守る存在なんだぞ！」

「し、知らねぇ！　コイツが居るからおらたちは貧乏なんだ！　今年の収穫量が少ないのだって、コイツが喰ってたに違いねぇ！」

「決めつけるなと言っている……ったく、頭が固いな」

　男は近寄ってきて、手を差し伸べてくる。

「おいで、ここはもう君の居場所じゃない」

「キュイキュ！」

「嫌がってもダメだ。もう、主人は居ないんだ」

　差し伸べられた手を噛む。

　決して傷つけようとした訳じゃないのに、いつの間にか男の手からは血が出ていた。

「いくらでも噛んでいい。泣いてもいい。ただ、勇者たちは死んだんだ。ここはもう守るべき場所じゃない」

　みんな同じことを言う。主人が死ぬはずがない。

　だって、いつか帰ってくると約束したんだ。

　だからひたすらこの地を守り続けた。

　死ぬはずなんかない。帰りが少し遅いだけだ。いつも通り、笑顔で抱っこしてくれるはずなんだ。

　それから、その男が言う『図書館』にやってきた。

「勇者の匂いがするだろ。それにここは人も遊びに来てくれるし、守ってくれないか？」

　クンクンと嗅ぐと確かに勇者の匂いがした。

　軽快な足取りで書架の上へ駆け上がる。

　どこまでも広い場所だ。人の匂いもする。

　主人の残り香から、ここに訪れていたことも分かった。

　守るべき新たな場所。

　男の言葉を信じて守っていれば、主人が訪れるかもしれない。

　誰か遊びに来てくれるかもしれない。

　あの男、きっと良い奴なんだ！　だから新しく守る場所を教えてくれたんだ！

「キュイ（早く誰か来ないかな～）っ！」

　今日は寂しかったけど、主人が帰ってくれば寂しくない！

　今日は誰も来なかったけど、明日は来るかもしれない。

　今日は……。

　真っ白な９本の尻尾がウキウキと揺れていたが、次第に力なく萎れていく。

　一人で数百年も待ち続けた。

　勇者が大好きだから、人が大好きだから一人ぼっちで数百年待ち続けた。なのに、誰も来ることはなかった。

　それから、ワンワンと泣く日々が続いた。
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　……可哀想だな。

　真っ白で美しい毛並みが現れ、九本の尻尾が頬を擽る。

　これが本来の姿か。

　それと、村が滅んだのはコイツのせいじゃない。

　何か別の原因があるのだろうが、過去を見る限り自業自得だ。

　だってコイツは、純粋に人が好きなんだ。

「キュイ～……」

　静かに目尻に涙をためていた。

　……なんで怒るの？って顔をしている。

「大丈夫だ。遊んでやるし、いい友達も紹介できるぞ」

「キュイ（本当）？」

「本当だ」

「キュイ（やった～）！」

　……ん。

　ん!?

　今、声が聞こえたぞ。

　……あれ、これ俺にしか聞こえてない感じだろうか。

　みんなを見ても聞こえている感じがしない。

　なんで俺だけなんだ？

　もしかして、コイツの過去を見たからだろうか。

「良く捕まえたわね……」

「まぁ、運が良かったな」

「あぁ……？　ソイツのこと載ってる本に名前書いてねえぞ」

　名前か。

　確かに名前がないと不便だ。

「キュイ（シロ）！」

「シロって言うのか」

「ニグリス様、言葉が分かるのですか？」

「あ、あぁ……何となくなんだが」

　脳内に直接聞こえる感じだ。

　やっぱり俺だけにしか聞こえてないな。

「主人と認めた相手にしか言葉が分からないって書いてあるな」

「……いや、何もしてないんだが」

　治癒して過去見て、可哀想だとは思ったくらいで。

　主人って言われても困るな。

「それより魔法刻印とスキルじゃ。まだ手がかりすら掴めておらん」

　そうだ。

　俺たちはあくまでその二つを探しに来たんだ。

　シロが飛び出していき、一冊の本を咥えて戻ってくる。

　……投げたボールを犬が持って帰ってきたみたい。

　だが、本のタイトルは俺たちの知っている言語じゃない。

　ヴェルですら首を傾げている始末だ。

「……【原初のスキルについて】？」

「フェルス、読めるのか？」

「は、はい。ちょっと時間が掛かります」

「おいこれ、エルフ言語の中でもかなり位の高い奴じゃないと読めない言語だろ。なんでてめえが知ってんだ」

　ヴェルが眉をひそめ、訝し気に顔を歪めた。

　……フェルスはエルフだから、エルフの言語が読めても不思議ではない。

　でも位の高いってなんだろう。

「今は良いじゃない。とりあえず読んでよ」

「は、はい……」

【原初】のスキルについて、フェルスが音読していく。

　その傍でアルテラが恐る恐るシロを触り、笑顔になっている。

　……何かに触るのを怖がっていたんだが、シロの九本のふわふわな尻尾には抗えないみたいだ。

「スキルは女神からの祝福とされ、選ばれた者のみが得ることができる。その中でも【原初】の名を持つスキルは最高位に位置し……ステータスの限界値であるＳＳを突破できる。と……あとは時間が掛かります」

「他の部分は読めるか？」

「これ以外にあるとすれば、魔法陣は自分のために使うことで強い効果を発揮する。また魔法刻印は魔法の祖が結集して作り上げた物であり、詠唱や魔法陣とは別の想いが必要であると書いてあります」

　……マジか。

　詠唱って、俺たちの使う魔法のことだよな。

　別の想い……？　みんなのため、とかじゃないのか？

「問題はねえよ。ここの魔法刻印は少し特別だ。だからエラッドも狙ってんだよ」

「特別を説明しなければ、貴様への不信感は拭えぬぞ？」

「ここの魔法刻印は――――」

　突如、図書館が揺れた。

　立っているのもやっとで、アルテラは膝をついてしまう。フェルスが傍に駆け寄った。

　その騒ぎに乗じてフローレンスが俺の胸に飛び込んでくるが、反応している暇はない。

　転ばないように抱きしめてやり、揺れが収まるのを待つ。

「ニ、ニグリス殿……」

「どさくさに紛れてニグリスの胸飛び込んでいったわね……」

「……てめえら、遊んでる余裕はねえぞ」

　ヴェルが息を呑む。

　その視線の先には、黒い甲かっ冑ちゅうを着込み、虚ろな瞳をしたジャンヌが居た。

「全部筒抜けってか……エラッドの野郎」

　明らかに普通の様子ではない。

　握り締められた聖剣には、魔法刻印と俺の魔法を無効化する魔法陣が刻まれていた。

「あの時の、怖いお姉ちゃん……」

　ヴェルの頬から汗が流れ落ちる。

「おいおい、聖騎士団長様がエラッド如きに操られてんのか？」

　返事はなく、意思や殺気もなく機械のような瞳に恐ろしさを感じる。

　貧民街での戦闘でジャンヌに手も足も出すことができなかったフェルスとフローレンス。

　攻撃こそしなかったが、俺は重着治癒レイヤードヒールを破られかけた。

　格付けは済んでいる。

　たとえヴェルが居ても現状にさほど変化はない。

「……目覚めよ、アロンダイト」

　ジャンヌの聖剣が黒く輝き、刃先が目前の俺たちを捉えた。

　あの聖剣に魔法陣が掛けられているな。

　あれは俺特化の魔法陣か。

　冒険者ギルドでガイとかいう男をこの魔法陣のせいで治癒できなかった。

　ヴェルが居たから治癒できたんだ。

　……俺ができることは、病気や傷を治すことだけだ。

　でも、俺特化の魔法陣のせいで無効化される。

　あとは治癒の効果を高めて稀に相手の過去を見るが、戦闘では役に立たない。

　俺の魔法じゃ届かない。だから魔法刻印を取りに来たんだ。

　打つ手なし、か。

　その時、ジャンヌが飛び出す。

「っ、！」

「ニグリス様っ！」

　ほんの一瞬だけ油断していた。

　襲いかかってきたジャンヌに、フェルスが前に出る。

　治癒ができない、その事実が身を凍らせた。

「ダメだフェルス！」

　斬り合ってはならない。

　聖剣の一太刀で両断されてしまう。

　目の前で激しく火花が散った。

　弾けた刀身の鋼が頬を掠め、擦り傷ができる。

　そこにフローレンスが助けに入る。

「業腹じゃ……全く」

　一人でダメなら二人で。

　ジャンヌの一撃を防いでいた。

　いつもは仲の悪い二人が協力している。

「……あんたら、いつの間に仲直りしたわけ？」

　緊張感も何もないアリサがため息交じりに言う。

　絶対に協力なんかしないはずの二人が、変わった。

　……俺が打つ手なしなんて、諦めている場合じゃない。

　弾き返し、なんとかジャンヌに距離を取らせた。

「長くは持たぬぞ！　いつかは斬られる」

「分かってる……ヴェル、あの魔法刻印は魔法を吸収するんだよな？」

「あぁ、だから厄介なんだよ。魔法陣も何もかも、あの聖剣に斬られれば無意味だ」

　別の案……治癒を繰り返しても、いつかは斬られる。

　これじゃ本当に役立たずだ……。

「キュイ……キュイ（この臭い、魔族だ）!!」

　シロが威嚇している。

　魔族って、ジャンヌに向かって言ってるのか。

　いや、ジャンヌは人間だ。だったら魔族なんて……今は良い。

　それよりも現状の打開が優先だ。

　守るよりも攻めるべきだと判断したフェルスとフローレンスが前に出る。

「ニグリス様はやらせません……っ！」

「くっ！　その意見には同意じゃなっ！」

　挟み込んでの攻撃を、ジャンヌは躱した。

　まるで後ろに目が付いているかのように。

　フェルスは大振りのせいで懐ががら空きになる。容赦のない聖剣が斬り掛かった。

　一撃でも喰らえばその時点で死ぬ。

「馬鹿者！」

「――――っ！　け、蹴らなくても良いと思いますけど、感謝はしておきます」

「ふん、要らぬ」

　フローレンスの機転でフェルスは間一髪を逃れる。

「普通の相手だと思うでない……あれは明らかに常軌を逸している」

　俺には頼れない、それが二人の集中力を高めていた。

　戦闘において、元より命の駆け引きをする剣士には当たり前のことだ。

「おいてめえ、雷魔法しか使えねえんだろ。だったら力貸せ」

「あのね、あたしの雷魔法は強すぎて影響が凄いの。だから気を遣って撃たないんでしょ」

「撃たせてやるって言ってんだよ」

「……マジ？」

　ヴェルに考えがあるようで、アリサに提案をしている。

　あの聖剣に斬られれば魔法は吸収されるんじゃないのか。

　……いや、ヴェルのことだ。何か案があるに違いない。

　探せ、俺にできる方法を。

「……ニ、ニグリスさん」

　シロを抱っこしているアルテラが袖を引っ張る。

「あの怖いお姉ちゃん。怖いけど、なんだか……可哀想」

　ジャンヌの表情は無機質的で、感情なんてない。

　ただ目の前にある障害を蹴散らすだけ。

　そのはずが、微かに目尻に涙が見えた。

　意識が残っているのか？

　アゼルの時のように、直接触れても俺特化の魔法陣のせいで治癒はできない。

　まだ少しでも意識が残っていてジャンヌが抵抗しているのなら、助けてやらなければならない。

「……助ける方法が一つだけある」

　たった今思いついたことだ。

　みんなが稼いだ時間で考えた。成功するかは分からない。

　それでもやらねばなるまい。

　失敗すれば全員死ぬんだ。

　逸脱し切ったジャンヌの実力を俺たちは認めている。

「てめえら！　一度下がれ！」

　フェルスとフローレンスを撤退させ、アリサに指示を飛ばす。

「やってみろ」

「本当に全力で撃って良いのね」

　杖の先端をジャンヌへ向け、最大威力の落雷サンダーが渦を巻いて形成されていく。

　膨れ上がる灼熱に周囲一帯が圧された。

「問題ねぇ……と思う」

　アリサの魔法を見て、ヴェルの自信が弱まる。

「行くわよっ！　落雷サンダー！」

　巻き上がる紫電の如き落雷サンダーに、ジャンヌは聖剣を振りかざそうとする。

　何をしている。アロンダイトには魔法を吸収する魔法刻印があるんだぞ。

　斬られればそのままアロンダイトの力になる。

「魔法ってのは別に派手なだけじゃねえぞ！　魔力操作だけでこんなこともできんだぜ！」

　張り巡らせた魔力を使い、床から生えた透明な触手でジャンヌを縛る。

　魔力その物を操るなんて芸当ができるのか？

　……凄いな。

　これでジャンヌは回避ができない。

　落雷サンダーの高温でジャンヌの足元が高温で液状と化す。

　するとヴェルが――――パンッと両手を合わせ、透明な甲羅にジャンヌを閉じ込めた。

　魔力の壁。

　図書館を覆っていた透明な壁に近いように感じる。

「……あ、あれは流石に死んじゃうんじゃない？」

「倒せてればいいが、どうだろうな……」

　閉じ込めたお陰で被害少なく、壁の内側はどろどろと溶け飛散し、溶岩が生成されていた。

　だが、スパッと綺麗に割れ、中から無傷のジャンヌが現れた。

「あれで無傷かよ……っふざけてんなクソが」

　アリサの落雷サンダーを以もってしても決定打にならない。

　またフェルスとフローレンスが飛び出す。

　俺もそれに続いた。

「俺に考えがある。合わせられるか？」

「はい！」

「任せよ」

　魔法刻印と俺特化の魔法陣は全て聖剣に刻まれている。

　つまり、聖剣さえジャンヌから引き剥がしてしまえば危険度はグンと下がる。

　正面からはいくらなんでも無謀だ。だから後ろに回り込んで打撃を与えれば……。

　しかし、作戦は虚しくも敗れることとなる。ジャンヌは簡単に俺の打撃を躱してみせた。

　その刹那をフェルスとフローレンスの斬撃が襲う――――はずだった。

「栄光アロンダイトの剣・グローリー」

　零ぜろ距きょ離り。

　俺たちはアロンダイトの爆風に巻き込まれ吹き飛ばされる。

「かはっ！」

　……少し触れただけで気を失いかけたぞ。とんでもない威力だ。

　貧民街で見せた威力は手加減だったのかよ。

　そして、聖剣の矛先はアリサへ向けられる。

　アリサを危険だと判断したジャンヌは、迷いなく光の輝きを放った。

「クソッ！」

　直後、ヴェルが前に飛び出し小さな魔法陣を展開する。

「あれヤバいっ！　黒雷ブラック猫キャット、防御して!!」

　ヴェルとアリサで二重の防御壁を展開させるも、容易く貫き、一陣の光が襲う。

　アリサがアルテラを咄嗟に庇った。

「アリサ……さんっ！　ヴェルさんっ……！」

「……だ、大丈夫……じゃねえな。へへっ……これでも賢者なんでな……少しくらいの魔法陣なら使えんだよ……」

　光が収まり、ポロポロと崩れた魔法陣と共に倒れるヴェル。

　防ぎきれなかったにしても、あれだけの威力を受けて生き残っている方がおかしい。

「アリサお姉、ちゃん？」

「怪我……ない、みたい……ね」

「なんで……私なんかを……っ！」

　アリサは静かに倒れた。

　フェルスも立てず、歩み寄るジャンヌを止めなければアルテラが斬られてしまう。

「ジャンヌ、やめろ。そいつは、お前の妹だぞ……っ」

　ギリギリ拮抗していた。だが、一度決壊すれば戻ることはない。

　絶望的な状況に為すすべなく、仲間がやられていく。

「あっ……こ、来ないで……っ！」

　シロがアルテラの前に立ち、威嚇する。

　失いたくないから、死なせたくないから、治癒を極めた。

　そのはずなのに、誰も守れない。

　押し寄せる無力感。

　役立たず。

「立て」

　自分の治癒魔法を掛ける。

　聖剣で無効化されるからなんだ。

　誰も殺させないし、死なせない。そのための治癒だ。

　俺は飛び出した。

　間に合え。

　しかし、無情にも――――聖剣は下される。

「……えっ？」

　アロンダイトで、ジャンヌは自身の心臓を貫いていた。

　吐血しながらその場に崩れ落ちていく。

「私……が、妹まで手に掛けるとでも……思ったかっ！　エラッド……っ！」

　残った最後の意識で、自分の妹を守るべく命を絶つ。

　何……してんだ。

　ジャンヌの傍で治癒魔法を掛けた。

「治ヒー、癒ル」

　ジャンヌがアロンダイトで心臓を貫いた。

　俺の治癒魔法は封じられている。

　……治癒できない。

「死なせてたまるか」

　たとえジャンヌが俺の仲間を傷つけたとしても、それはエラッドのせいだ。

　ジャンヌは何一つだって悪くはない。

「……最後……まで、迷惑を……掛ける……すまない」

「それ以上は喋るな……」

　治癒が効かない。ヴェルは気を失って倒れている。治癒も無効化されているから治癒できない。

　余計な考えは捨てろ。救うことだけ考えろ。

　このままじゃジャンヌが死ぬ。

　嫌な想像ばかりするな！

　無効化されていても構わず治癒を連呼する。

　ここで治癒できずに何が治癒師だ。

　人を救うだなんて良く言えたな。

　気持ちが強ければ治癒は効果を発揮してくれるんじゃないのかよ……。

「私のような馬鹿は……放っておけ……」

「救うんだよ。全員、誰一人だって死なせはしない！」

「……馬鹿だなぁ」

　ダメだ。いくらやっても治癒が無効化される。

　俺の救いたいって気持ちが、まだ足りてないっていうのか？

　……死なせたくない。だってまだ、アルテラとちゃんと話してないだろ。

　死ぬならせめて、アルテラを笑顔にしていけ。

　こんな最後は認めない。

　パチ、パチ、パチと数回拍手がした。

　――――そこには、老人が立っていた。

「素晴らしい……素晴らしい姉妹愛じゃないか。感動した！　あぁ、丁度いいタイミングだし、アルテラちゃんの記憶を戻しておこうかの」

　老人は指を鳴らすと、パリンという音と共にアルテラが頭を押さえる。

「アハハハッ！　いい景色ではないか！　自分のせいで、姉が死んだなんてどう思うんだろうね」

　直感が言っている。

　コイツが、エラッドだ。

　倒すべき諸悪の根源。

「……お前か」

「やぁ、治癒師ニグリス。初めまして」










７．治癒魔法




「自己紹介は必要かな？　要らないなぁ？　だって君たち儂のこと知っているのだろう？」

　大貴族エラッド。

　宰相の右腕にしてフローレンスの暗殺や魔法陣を使う謎の多い奴だ。

　……みんな、コイツのせいで滅茶苦茶になった。

「そう睨まないでくれ。儂は何も悪くないんだ」

「……ふざけんな」

「ふざけんな？　治癒が効かないのに、見苦しいの」

「……それでも、お前の思い通りになんかさせてたまるか」

　ニグリス特化の魔法陣。

　魔法刻印があれば、何とかできるとヴェルは言っていた。

　それを求めに来たはずなのに……ここには何もない。

「おいおい……絶望する顔を期待してた儂の身になってくれよ。諦めないなんて、カッコいい英雄みたいではないか」

　俺が英雄なんて口が裂けても言えるものか。

　英雄じゃない、俺は偽善者だ。

　貪欲に、自分の手の届く距離なら救ってやりたい。

　フェルスにはそこが良いなんて褒められて、フローレンスには甘いと笑われる。

　でもそれが俺だ。

「まったく、心臓に悪いことしないでくれ。君たちがいきなり魔法刻印を手に入れるなんて言いだすとは思わなかった。まさか、代わりに図書館を見つけてくれるとはね。お陰で探す手間が省けたよ、ハハハ」

　予想の範はん疇ちゅう。

　エラッドの口調は酷く単調だった。

　朦朧とした瞳でジャンヌはエラッドに手を伸ばす。

　凄まじい執念。いや、怨念とも言える。

「……エラッ……ドッ!!」

「勘弁してくれよ、聖剣で心臓を貫いてまだ死んでないのかい？　いい加減くたばった方が楽だと思うがの」

　それでもなお、笑みは崩さない。

　不気味で老人らしさなんて感じない。

「苦しんでいるジャンヌを見て、何が面白い……」

　どこまでも自分のため。

　その貪欲さに俺は圧倒される。

　どうして治癒は答えてくれない。

『誰かのため』に使えば、答えてくれるだろ。

　……誰かのため？

　違う。俺は……本当は居場所が欲しかった。俺が信頼できる仲間が居れば、それだけで幸せなんだ。

　ダメだ、そんな気持ちで魔法を使ったところで……。

　その曇りが、明確な差になっている気がした。

　ふと、フェルスに視線が向く。傷つき、倒れている。

　フェルスはどんな時でも俺に笑顔を向けてくれて、励ましてくれる。

　俺なんかの幸せを、心の底から祈ってくれている。

　……誰かの、幸せ？

『ニグリス様の幸せが、私の幸せなんです』

　あの日の夜、慰めてくれたことを思い出す。

　きっと俺の幸せは、誰かの幸せに繋がるんだ。それって凄く幸せなことじゃないか？

　俺みたいな人間が、って否定する必要なんてなかったんだ。

　認めてしまおう。

　俺のために魔法を使う。それはきっと、『誰かのために』繋がると信じればいい。

「自分の妹の前で自殺したんだ、面白いだろ!?　これが笑わずにはいられるか？」

「……治癒ヒール」

「話を聞かないか。治癒は無駄だって――――何？」

　魔法刻印がなくたってできるはずだ。

　届け。

　ジャンヌを救う。アルテラも救う。

　みんなを救う。

　俺がみんなを救う。

　俺のために、みんなを救いたい。

「……儂の魔法陣に干渉してる？」

　あったことをなかったことにできるんだ。

　極限まで集中しろ。

　賢者ヴェルが魔法陣に干渉する姿を見たんだ。

　魔法陣は外部からなら干渉できる。

　質で負けるな。気持ちで負けるな。

　助ける。

「……なんだと？」

　目の前で見せられた事実に、エラッドは少しだけ気持ちが揺らいだ。

　少しずつ、ニグリスはエラッドの魔法陣に干渉していた。初めて、ニグリスがエラッドを少し上回ることができた。

　もはや大貴族エラッドはニグリスの敵ではなかった。

　心臓を一瞬で修復する。

　簡単ではない。が、やらなければならない。

　息を吹き返し、心臓の鼓動が手を伝って感じる。

　他の傷まで干渉はできない。なんとか繋いだ命だ。

「……死んでいれば楽だったものを」

「悪いが、俺はジャンヌを死なせない」

「君は眩しいよ」

　フェルスは致命傷ではないし、ヴェルも傷だらけとはいえ命に別状はない。

　問題はアルテラだ。

「あぁ……なんで、私は……何やってるの？」

　突如記憶を戻され、現状が理解できず半狂乱気味になっている。

　……すまん。終わったら、ちゃんと話し合わせてやる。

「治癒ヒール。少し眠っていてくれ」

　治癒で身体を活性化させ、過労させることで気を失わせる。

　リカバリーはしてある。起きても何も後遺症はない。

「キュイ、キュイ（なんでお前が生きてるんだ）!!」

「……君は、シロじゃないか！　久しぶりだねぇ、数百年ぶりか？」

「キュイっ（魔族は死んだはずだ）!!」

「相変わらず何を言っているか分からないね。アハハ」

　俺の前に立つシロ。

　知り合いなのか？

　様子から見ても仲が良さそうには思えない。

　それに魔族という言葉が引っかかる。

「重着治癒レイヤードヒール」

　今はどうでもいい。

　厄介な聖剣はない。

　エラッドをぶん殴れば終わる。

　ここで決着を付けてやる。

　シロに気を取られた一瞬を見逃さず、飛び出した。

　拳を握る。

　――――外さない。

「展開オープン、反転魔法陣」

　拳が六芒星の陣に塞がれた。

　衝撃が反転し、俺の腕が内側から爆発するように弾けた。

　大穴を開ける拳を止めただけでなく、俺自身へダメージが返される。

　幸いにも治癒不可ではない。

　治癒ヒール。

　さらに治癒を重ねる。

　重着治癒レイヤードヒール。

　攻撃力も防御力も足りない。

　もっと、もっとだ。

　重着治癒レイヤードヒールを連呼する。

　何枚でも掛けろ。魔力消費なんて考えるな。

「化け物か君。普通は自分の腕が吹き飛んだらビビるだろ」

「生憎、お前への怒りで我を忘れている」

　ぶん殴る。

　ただその想いだけが強くあった。

「反転魔法陣は儂の持つ最強の魔法陣なんだ！　治癒も効かないよ！　これはなかったことも反転するのさ！」

　だったら、反転魔法陣ごと消してやる。

　ジャンヌを治癒する時に少しだけ干渉できた。

「治癒ヒール」

　クツクツと笑うエラッド。目前にある反転魔法陣が、突如割れる。

　俺の魔法は届く。

「なっ――――魔法陣をなかったことにした？　儂を完全に上回ったとでもっ！」

「エラッドッ!!」

　拳を握りなおす。

　千載一遇の機会を逃してたまるものか。

　お前はここで倒す。

　一直線に、憎悪を集めたかのような瞳に向かって、ニグリスの拳はエラッドを貫いた。

　黒曜石の扉を壊した時はビクともしなかった図書館が悲鳴にも似た轟雷で鳴く。

　吹き荒れる暴風によって本が飛んでいき、パラパラと瓦礫が落ちる。

　ニグリスの拳を受け、エラッドは地に伏せていた。

「はぁ……んっ……はぁ……」

　俺の持っている魔力はほぼ使った。

　これ以上は魔力枯渇を引き起こす可能性がある。

　でも、まだ倒れてはならない。

「みんなを治癒しないと」

　それまでは耐える。

　エラッドは倒した。

　これで全ての問題は解決するはずだ。

「キュイ（まだ終わってない）！」

「え？」

「ニグリス、限界でも超えたか？　正直油断していたよ」

　顔面が半分割れた状態で、飄々と立ち上がる。

　……今までで、一番強い威力だぞ。

「これは殻から。外見が老人ってのは便利なんだ。みんな馬鹿だからコロッと騙される」

　エラッドは割れた顔を掴んで、破り捨てる。そして、本来の姿を現した。

　そこには、金髪の美青年が居た。

　調整が間に合って良かった、などと呟き息を吐く。

「ふぅ……体を戻すのに数百年も掛かると思ってもいなかったなぁ！　どうだ？　イケメンだろ！　これが儂の全盛期さ」

「……なんなんだよ、お前」

「儂は魔族って呼ばれている奴さ。勇者が討伐しそびれた魔族の生き残り……数百年前に死にかけたんだ。可哀想だろ？」

　勇者が討伐しそびれた存在。

　であれば、古代の……今よりも圧倒的に魔法が強かった時代だ。

　俺たちの力が通じないのも筋が通る。

　そんな化け物を相手に、俺たちは戦いを挑んでいた。

　しかも全盛期って言ったよな。

　さっきまでのは遊びだとでも言うのか。

「魔法刻印を儂が手に入れることができれば、人類史上類を見ない魔族が誕生する。いや、魔族だけじゃない、魔王にすら儂は届く」

　……魔王って、世界を滅ぼす奴のことだよな。

　俺ですら倒せない相手なんて、どう戦えばいい。

　時間稼ぎ、その単語が頭に思い浮かぶ。

「シロ。みんなを連れて逃げて欲しい……時間稼ぎが精いっぱいだ」

「キュイキュイ……（僕にまだ友達を紹介してない）！」

「頼む」

「キュイ（嫌だ）！　キュイキュイ（友達を紹介してくれるまで、どこにも行かない！）」

　シロは友達が欲しいんだよな。

　友達って、ただ堅守のドラゴンを紹介しようと思っただけだ。

　その約束は守れそうにない。

「キュイ（ニグリスは友達を紹介してくれるんだ、エラッドなんかに殺させない）！」

　シロの額が輝き始める。

　アロンダイトにも刻まれていた九芒星が浮かび上がる。

　これは、魔法刻印だ。

「そこだったかぁ……まさかシロに預けていたとはね」

「キュイ（これはエラッドに渡さない！）」

「シロ……？」

「ダメだよ。魔法刻印は一度刻まれてしまうと取れないんだよ？　だから、それは儂の物だ」

　目を見開き、突進してくるエラッド。

　それよりも早く、魔法刻印があるシロの額にニグリスが触れた。

　魔法刻印は魔法の祖である。

　原点オリジン。確認されている魔法刻印は七つ。全て聖剣に付与されている。

　そのうち、八つ目の魔法刻印である【無垢な魔法刻印】が右手に刻まれた。

　蒼あおく輝き、流動する強い魔力の流れを体内から感じる。

「キュイ（本当は時間を掛けて付与する物だから、最初は体が持たないよ）！」

　これだけの膨大な魔力を俺は扱えるのか？　……信じられない。

　この力をシロが俺に貸してくれた。

「ニグリスッ！　儂の夢を奪うな！」

　様相が変わって、殺意に満ち溢れたエラッドが襲いかかる。

　手のひらには魔法陣を展開していた。

【完封呪縛魔法陣】

【精神支配魔法陣】

　鑑定スキルが勝手に発動して、エラッドが使おうとしている魔法陣が見えた。

　魔法刻印の影響で鑑定スキルが強化されたのか。

　どういう構造で、どうすれば無効化できるかも分かる。

　なんなら俺も使うことができる気がした。

　右手を突きだして、同じ構造を脳内でイメージする。

　それを魔法として出力した。

「【完封呪縛魔法陣】【精神支配魔法陣】」

「何!?」

　同じ魔法陣が衝突し、相殺される。

　実際に使ってみると分かる。これは気持ち悪い魔法だ。

　俺が自発的に使うことはないだろうな。

「……ククッ、そうか。それは無垢の魔法刻印だったね。見た魔法陣をコピーする力と君の鑑定スキルが強化され、構造の全てが分かるのか」

　それでも余裕の笑みを崩さない。

　勝算がなければこの余裕は納得ができないな。

「人の身でありながら魔法刻印を手にしてくれて助かるよ。聖教会の聖剣は儂にとっては毒でね。吸収すると聖剣の力まで流れてきてしまうんだ」

　魔法刻印から力だけを奪う方法を知っているんだろう。

　殺してから奪えばいい。

　エラッドはそう言っているように思えた。

「でも知っているかな！　魔法刻印は君とも相性が悪いんだぜ？　『誰かのため』じゃない。『世界の均衡を保つため』に使うからこそ能力を発揮するんだ」

　善や悪は関係がなく、平等な流れを作るための力。

　これは秩序の力だ。

　膨大な魔力量に加え、魔法の原点オリジンとされるに相応しい能力が備わっている。

　だが、この【無垢な魔法刻印】は特殊であると直感が告げていた。

「エラッド、それは違う。この魔法刻印は『みんなのため』にある力だ」

　俺の中にあるから分かる。

　世界の均衡や秩序の力じゃない。

　この魔法刻印は願いだろう。

　俺たちの魔法を作った奴と同じように、『みんなのため』にあって欲しいと願う魔法刻印だ。

　シロに持たされていた理由も分かる。

　友達が欲しい。誰かに必要とされたい。

　純粋に人を想う気持ちだ。

「……くだらないね。凄く不快な話だよ！　他人のため、誰かのためなんて宣のたまう人間が儂は嫌いだ！」

　エラッドが浮遊し、特大の魔法陣を展開する。

【喰奪精神ソウルイースター魔法陣】

　人の魂を抜き取り、廃人にする魔法陣。

「ニグリス特化魔法陣も組み込んでおいたよ！　さぁ！　どうする!?　どうしようもないだろ！　アハハハ！　その大事な仲間と一緒に地獄へ送ってあげるよ！　じゃあね、バイバイ！」

　魔法陣が起動し、黒い稲妻が降った。

「治癒ヒール」

　パリン、という音と共に魔法陣が崩れ去る。

「なっ――――」

　俺の真価は魔法刻印でもなければ魔法陣のコピーでもない。

　鑑定スキルが強化されたように、治癒魔法も強化されている。

　あったことをなかったことにしてしまう治癒の純粋な強化。

　誰であっても、俺を止めることはできない。

　完全なる事象の否定へ進化した。

「儂の魔法陣……いや、儂の記憶そのものから消した？」

　構造や作った記憶。きっかけすらも思い出すことはできない。

　エラッドでは届かない領域へ、ニグリスは足を踏み入れていた。

「自分のために戦う人間がどうなったか知っているだろう」

　アゼル。

　頭の中であの姿が呼び起こされる。

　自分の欲求を優先し、自分のために人を傷つけた。

　そんな人間が最後どうなったか、忘れたとは言わせない。

「……調子に乗るな！　儂を人間と一緒にしないでもらえるか！」

「その人間に負けるんだよ」

　身体能力も向上し、軽く地面を蹴っただけでエラッドの目前まで届いた。

　俺はエラッドの顔を掴んだ。

　……終わりだ。

「今の俺は、お前を一瞬で消すことができるぞ」

「脅しのつもりか？　人間如きにそんな力があるはずないだろ！」

「……そうか」

　情けは無用だったな。

「治癒ヒール」
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　俺は今のエラッドを、否定した。

　エラッドの肉体が徐々に自壊し始める。

　今の俺は過去にまで影響を及ぼすことができる。

　だが、それは俺が魔法刻印を手に入れるはずだった未来まで変えてしまう恐れがある。

　それでは現在が変わってしまう。

「エラッド、俺は偽善者だ。手の届く範囲は幸せになって欲しいと願うだけの」

　英雄なら、エラッドすらも救おうとするんだろうな。

　でも俺は違う。

「嘘だろ？　何かの間違いだと言ってくれ！　儂は魔王になって、魔王様を超えて……！」

「じゃあな、エラッド」

「あが……ニンゲン……ごと……きに……っ」

　俺は治癒師だ。

　お前を許すことはできない。馬鹿は死んでも治らない。

　アゼルに教えてもらった唯一の教訓だ。

　静かになった図書館に立ち、ようやく全ての終わりを実感した。

　やっぱり、自分のために生きる人生なんて俺には無理だ。

　仲間が居るからここまで来られた。仲間を傷つける奴らに、俺は負けない。

　フェルスたちの元へ行き、一人ひとり治癒していく。

　前よりも質が上がったお陰で治癒の効果が高まっている。

「……んっ……ニグリス、様？」

「起きたか、フェルス」

「っ!?　戦いは！」

「終わったよ。全部」

　凄惨な状態の図書館を見て、キョトンとした面持ちを作る。

　そして俺の頬に手を伸ばした。

「ニ、ニグリス様っ！　目の色が蒼く輝いています！」

「えっ……あぁ、鑑定スキルが強化されたからか？」

　鏡がないから分からないが、どうやら目の色も変わっているらしい。

　ふむ。蒼か。

「キュイ（ニグリス）！」

　俺の傍へシロがやってきた。

　思わず頭を撫でてやる。

　シロには感謝の気持ちしかないな。

　魔法刻印を貸してくれなければ、俺は勝つことができなかった。

「キュイ～」

「友達は紹介してやる。とりあえず、帰ろうぜ」

　立ち上がろうと腰に力を入れた時、俺は前から倒れる。

　魔法刻印の移植と急激な変化に体が追いついてこれず、肉体が限界を迎えていた。










８．英雄ニグリス




　エラッドとの戦いが終わり、数日が経過した。

　俺たちはその日、王に謁見するためにやってきていた。

　王国の威厳を象徴するであろう王の間は、それほど豪ごう華か絢けん爛らんではなく閑散としていた。どうやら王国の王はそれほど装飾にこだわりを持っていないようだ。それでも西の大陸一と呼ばれる大国の主が座れば、荘厳とした雰囲気がありそうだと思えた。

　俺たち一行は王座の間の中央に立たされ、貴族や権力者たちに奇怪な眼差しを向けられていた。

「あれが貧民街の女帝に……エルフの奴隷だぞ」

「何よ、ジロジロ見て」

「貴様っ！　ニーノ人の癖に我々貴族に対して頭が高いぞ！　斬り殺されたいのか！」

「はぁん？　あたしとやろうって訳ね！　いいわよ、魔法ぶっ放してやるから」

「やめんか……アリサ」

「これだから貴族はムカつくのよ！　む～……」

「今は抑えろ。あとで魔法撃たせてやるから」

　不貞腐れるアリサの首根っこを捕まえて、連れ戻した。

　アリサだけが露骨に軽蔑の目を向けられている。差別の対象というのは、人にとっては分かりやすい悪なんだろうな。

　全く、貴族と喧嘩をするのは構わないが場所を考えろ。

「国王陛下がお見えになったぞ」

　その声に場が唐突に静まり返る。

　エラッドは支配魔法陣を宮廷に展開していたようで、王国の重鎮や幹部を始めとした人間は皆操られていた。

　エラッドが居なくなったお陰で支配から解放され、記憶を取り戻した王が原因を究明し俺たちを見つけた。

　国王陛下、ブランク王が王座に座ると宰相や参謀役の人間たちが跪く。

　俺もそれに習おうかと腰を曲げると、ブランク王が焦った様子で話しかけてくる。

「おぉダメだ。国を救った英雄に頭を下げられては困る」

「は、はぁ……」

　周囲に居る貴族たちからは軽蔑の眼差しが送られている。

　学もなければ礼儀も知らない平民が王の前に居る。しかも、王からも目を掛けられ、これからは英雄と呼ばれる存在だ。

　それだけで、彼ら貴族にとっては邪魔なんだろう。

「陛下、相手は平民。頭を下げさせねば、陛下の威厳に関わるのではないでしょうか」

　近くに居た宰相が耳打ちしている。

　わざと俺たちに聞こえるような声で、だ。

　少しだけ腹が立たないこともないが、関わりたくないと思えば我慢はできた。

「我が王国を救った者たちに頭を下げさせれば、威厳だけの無能である証だぞ。宰相よ」

「で、ですが……」

「君主が信義を守り、民を慮り言行一致をしなければ国王ではない。本来、頭を下げるべきなのは我々なのだ」

　フェルスは緊張した面持ちで硬直していて、アリサは先ほどの侮辱してきた貴族に舌を出して馬鹿にしていた。

　……敵が増えたら厄介だからやめろってのに。

「英雄ニグリス。そなたの功績を称え、貴族である大将軍の地位を授けたいと考えておる」

　貴族たちだけでなく、その場に居た全員がどよめいた声を漏らした。

「大将軍だって？」

「宰相と肩を並べる地位じゃないか……っ！」

「ブランク王国始まって以来初の平民から大将軍じゃないか!?」

　大将軍。

　貴族の最高位であり宰相や最高位貴族たちと肩を並べる地位だ。

　だが、いくらなんでも急すぎる昇格だ。

　これを受ければ俺は一気に敵を作ることになるし、今度はこれをきっかけとした王国内での紛争に発展する可能性がある。

　今居る貴族たちを差し置いて平民が上になるなんて、腸が煮えくり返る気持ちだろうな。

「陛下。お考え直しください！」

「平民がいきなり大将軍などあってはなりません！」

　多大な反発。

　ブランク王も反発があると分かっていながら、それに値する働きを見せたと俺たちへ誠意を貫き通したいのだろう。

「……陛下、俺は大将軍の地位は要りません。今はエラッドの支配魔法陣が解除され、ようやく国としての機能を取り戻し始めた頃です。混乱の最中に新たな火種となることは避けたいと考えています」

　冗談ではない。ただでさえ、厄介事を抱えているというのにこれ以上は御免だ。

　俺は権力者や地位が欲しかったんじゃない。

　信頼できる仲間が居ればいい。

「……思慮深く、聡明な者であったか。すまない、焦ってしまったようだ。ではどうしたものか」

　ブランク王は少し考える仕草を見せた。

　褒美を取らせるにも、財宝や地位では物足りない。

　俺が望む物も分からないのだろう。

　であれば、俺の望むことではないにしろ聞き入れてもらえることを願うか。

　みんなが幸せになる願いだ。

「陛下。恩賞が頂けるのでしたら、いくつかお願いしたいことがあります」

「そうか！」

　悩んだ素振りから解決され、ぱっと表情を明るくするブランク王。

　やはり答えが見つからなかったのだろう。

「貧民街を正式に認め、裏取引の温床である奴隷売買の廃止をお願いしたくあります」

「……貧民街に裏取引か」

　王国内でも貧民街は目の上のたんこぶであった。

　管理の行き届かない流れ者や盗賊たちが跋ばっ扈こする場所だ。

　犯罪者が多いことは知っている。

　それでも変わろうとして変わった人たちが居た。

　そのお陰で今の貧民街は犯罪なんてほぼ起きていないし、フローレンスのお陰で統治もされている。

　頭に来たのか、宰相が声を荒げた。

「平民風情が……王国の秩序を乱すつもりか！　王国、冒険者ギルド、聖教会の三大勢力でこの王国は均衡が保たれていると知らぬのか!!」

「黙っておれ。今は英雄ニグリスの願いを聞く場であるぞ」

「で、ですが……」

　それ以外にも騒ぎ立てる貴族たちをブランク王が一瞥すると皆は黙り込んだ。

「分かった。それが願いであれば聞き入れよう。裏取引の取り締まり。それとこれより貧民街を正式に認め、全面的な支援をする……そなたが貧民街の女帝か」

「なんじゃ？　あぁ、感謝もせねば敬語は使わぬぞ。妾には似合わぬ」

「結構。これからも統括を任せるとしよう」

「陛下……っ！　相手は平民ですぞ……っ！」

　溜息交じりに王座へ戻るブランク王。

　貴族たちからの反発が来ることは分かっていたのだろう。

「大将軍にすることも反発し、貧民街を認めることも聞き入れられぬ臣下ばかりではないか。余は恥ずかしいぞ」

「……陛下、皆王国の安泰を願っての進言でございます」

「分かっておる。だが、これ以上の反発は反逆罪とみなし即刻打ち首と心得よ」

　フェルスが俺に耳打ちする。

「ニグリス様……もう一つだけ、商売特許の申し出を願ってみては如何でしょうか」

「商売特許？」

「はい……貧民街で裏取引が多発するのは商売特許を持っている人が居ないからです」

「……なるほど」

　俺はフェルスの提案を受け入れてブランク王へ商売特許をもらえないかと願い出た。

　もちろん快諾してもらい、俺は商売特許を手に入れた。

　貴族たちは眉をひそめて何も分かっていない様子だったが、俺は後から商売特許について知って、フェルスの頭の良さを知った。

　商売特許は王国内でも有数の商人しか持っておらず、その庇護下にある者のみが商売をできるという物であった。

　既に大きな商人しかいない王国では、商売特許の認識は薄れていたようだ。

　どうやらこれで、貧民街での商売は俺の庇護下である限りは合法となり、その手数料で膨大な富が手に入ると教えてもらった。




　一見すれば謙虚で人のために尽くす英雄。

　だが、商売特許の申し出の意味を理解できた一部の貴族は戦慄していた。

　英雄ニグリスは、相当に頭が切れる人間であると。
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　屋敷に戻った俺は、とりあえずことの顛てん末まつをジャンヌに報告することにした。

　フェルスは料理の準備をして、アリサやフローレンスは貧民街の方に顔を出している。

「だ、大将軍の位を蹴っただと!?」

　床に臥ふせていたジャンヌが数日ぶりに大きなリアクションを取った。青髪が大きく揺れて、整った顔立ちが驚愕の表情を作る。

　俺が大将軍の地位を蹴ったことがそんなに驚くことか？

　そりゃ、昨日まで平民だったのに次の日には国のトップなんてのは夢見るけども。

「……俺は別に要らないし」

「そういう問題か!?　大将軍なんて国王の次に偉い階級なのに……いや、ニグリスらしいといえば、らしいか」

　一応俺の治癒で全快はしていたものの、心のケアまではできない。

　朝起きる度に顔色が悪い。夢で図書館のことを見るんだろうな。

　エラッドに操られ、妹に手を出そうとした事実をそれほど後悔しているようだ。

　ジャンヌは悪くないんだがな。

「そういえば、敬語は使わないんだな」

「信頼できる相手には私の素を見せているんだ」

　なるほど。

　ある程度信頼できる相手にはタメ口なのか。

　……嬉しいっちゃ嬉しい。

「ふっ……ふふ」

「どうした？」

「いやすまない。大将軍の地位を与えるって話が出た時、あの宰相がどんな顔をしたのだろうなと」

「驚いてたな。猛反対もしてたし。最後の方は国王にビビって黙ってたけどな」

「フフッ……ニグリスには感謝しかない。こうして笑ったのも久々な気がするよ」

　あの時から、初めてジャンヌが笑った。

　相当面白かったらしい。確かに、あの宰相に一杯食わせたような気がしないでもないな。

「それにしても、食事だ。良く私の好物がジャガイモだと知っているな。嬉しいぞ」

「あ、あぁ……そうか」

「だが、野菜がブツ切りじゃないか。もっと細かく切れないのか？」

「えっ……そ、そうだな……善処する」

　俺はジャンヌを、無表情で何を考えているのか分からない女だと思っていた。

「……実は図書館で治癒をした時、ジャンヌの過去を見た」

　俺が思ったあの時とは、ジャンヌの過去のことだ。

　治癒魔法の効果を極限まで高めたんだ。見ない方がおかしい。

　ズカズカと足を踏み入れてはいけないような気がして、あまり言葉にはしたくなかった。

「恥ずかしいな……誰にも知られたくはないんだが……ニグリスになら良い」

　妹を守るため、ジャンヌは自分を殺した。

　本当は誰よりもアルテラが大事で、守るために人も殺した。

「……自分の両親を殺してまで、アルテラを守ろうとしたんだよな」

　ジャンヌが毛布をギュっと掴む。

　言わなければ分からない。伝わらない。

　俺はそれを知っている。

「父と母はアルテラの崩壊を怖がって殺そうとした。だから、守るために殺すしかなかった」

　俺が見た過去は凄惨な物だった。

　突如アルテラを殺そうとした両親を止める術はなく、ジャンヌは自らの手で両親に手を掛け、聖教会へ足を進める。その時からジャンヌは笑顔を捨てた。

　血の滲むような鍛錬に明け暮れ、妹を守るために聖騎士団長という地位に上り詰めた。

　ただひとえに、アルテラを守るためだけに。

「私の手は血で汚れている。もうアルテラを愛すことなんてできないんだ。だから冷たくして、遠ざけて……ニグリス、私はどこで間違えたんだろうな」

　ジャンヌの苦し紛れの笑顔が突き刺さった。

　自分のことなんてどうでもいい。その気持ちは痛いほど良く分かる。

「お前は、自分と向き合うべきだったんだ。自分がどうしたいか、それが大事なんじゃないのか？」

「私が、どうしたいか？」

「遠ざけるんじゃなくて、アルテラを愛するべきなんだ」

「……ニグリス。言っただろ、嫌われても当然のことばかりしてきたんだぞ？　私にアルテラを愛す資格はない」

「ジャンヌにはなくても、あっちにはあるみたいだぞ」

　俺は後ろを指さす。

　思いっきり分かるっつうの。

　少しだけ扉の隙間から、アルテラがこちらを覗いていた。

　今の話は全て聞かれていたな。

　正確には聞かせていた、だけど。

　この姉妹は不器用だ。そのくせ生真面目。

　素直に話し合っていれば、誤解することもなく姉妹になれたはずなのに。

　ジャンヌもアルテラも悪くはないんだ。

「アルテラ……？」

「お、お姉ちゃん」

　ゆっくりと扉が開き、中に入ってくる。

「ジャンヌ、知ってるか？　記憶を取り戻したアルテラが、毎日ジャンヌの部屋の前に立って聞き耳を立てていたこと。毎日、ジャンヌの好みに合わせて出していた料理はアルテラが作っていたこと」

　野菜ブツ切り犯人は俺じゃない。フェルスだったら絶対にあり得ない。あの料理で誰か分からないとは、やはり不器用な女だ。

　俺の言葉を聞いて、ジャンヌが目を見開いて茫然とする。

「アルテラが、料理を……？」

「う、うん……っ！　ちょっとずつだけど……フェルスさんに教えてもらいながら……」

　手を使った作業を嫌がっていたアルテラが、だ。

　その変化に気付かないほど、不器用ではないらしい。

　アルテラは前に進んでいる。

「お前も進むべきなんじゃないのか」

　ベッドから起き上がり、アルテラに近寄る。

　妹を大事に想っている姿なんて、誰にも見られちゃいけない。

　自分は妹を殺す存在であることを示さなければならない。

　そうやって自分を偽りジャンヌは生きてきた。

「アルテラ……私が、嫌いじゃない……のか？」

「お姉ちゃんは、ずっと守ってくれたんだよね？」

　この世には親になるべきじゃない人間も居る。

　我が子に手を出す親なんてのは、ろくなもんじゃない。

　たとえそれが我が子の幸せであっても、許してはいけない。

「だったら……ううん。そうじゃなくても、大好きなお姉ちゃんだよ」

　その言葉と共に、ポロポロと雫が落ちる。

「私も、進まねばならないか……」

　ジャンヌは戸惑うことなくアルテラの手を取って、念入りに触れた。

「お、お姉ちゃん！　危ないよ……っ！」

「構うものか。こんなに小さい手をしていたのか、知らなかった」

　手袋をしていても、崩壊の力を知る人間は怖がって触ろうとしない。

　二人に水を差すのも悪いな。

　フェルスの料理ができたらしく、香ばしい匂いが部屋の外からした。

　俺は静かにその場を後にする。

　それから匂いのする方へ釣られ食堂に入る。

　今日はやけに気合が入ってるな。

　フェルスの料理の腕がまた上がったらしく、並んでいる料理のレパートリーが増えている。

　厨房からフェルスが次の料理を運んでいた。金髪の髪をポニーテールにまとめ、メイド姿が良く似合っている。

　意外とキリッとした雰囲気も作れるんだな。

　……てか、メイド服の胸元に青い花の刺繍が入ってるな。いつの間に裁縫なんて身につけたんだ。

　俺の知らない間に成長しすぎじゃないか？

「あっ、ニグリス様。二人はどうなりましたか？」

「なんとか仲は戻ったとは思うが……どうだろうな。あとは二人の問題だ」

　席に座ってみんなが来るのを待つ。

　昔はあまり実感がなかったが、今は一人で食べると寂しく感じてしまう。

　フェルスがメイド服のまま、俺の隣に立つ。

　……フェルスの淹れてくれた紅茶くらいなら、飲んでてもいいか。

「なぁ、聖教会はアルテラをどうするかって情報は掴んだか？」

「エラッドの件で魔族の存在を知り、そちらの方で忙しいとの情報があります」

「……しばらくは、問題がないってことか」

　聖教会にとってもアルテラよりは魔族の存在が重要だろうな。世界を滅ぼしかねない存在だ。放ってはおけないだろう。

　俺ですら、この魔法刻印がなければやられていた。

　まだこの世界に残っているのだとすれば、厄介なんてもんじゃない。

　……エラッドが最後の生き残りだといいが。

「ニグリス様。その魔法刻印は、安定していますか？」

　あの場でシロが渡してくれた魔法刻印は、本来は時間を掛けて譲渡する物だった。急な刻印によって肉体が追いつかず俺が倒れたということだ。

　このまま俺が預かっていていいのかと聞いたら、シロは俺を所有者として認めたらしくそのまま俺が手にすることになった。

「あぁ、意識的に使おうと思わなければ問題はない。治癒も前と同じだ」

　魔法刻印を使えばあの時のような強大な力は使える。

　でも体への負担が大きく、安定性がない。

　無理やり治癒を連続すればリスクなく使うこともできるが、普通の戦い方じゃない。

　できる限りは使わないでおくべきだろう。

　魔法刻印を手に入れた、なんて聖教会に知られたらそれこそ厄介だしな。

「キュイ～！」

「ガウッ！」

　窓の外から中庭が見えた。

　シロの九本の尻尾がウキウキと揺れて、堅守のドラゴンと遊んでいた。

　今はボールをシロがポンッと跳ね返した。

　ここ最近、毎日遊んでいるな。

　見ていてほのぼのするから構わないが。

　昼寝する時も一緒に寝ているし、堅守のドラゴンとは相性が良いようだ。

　シロの詳細は相変わらず不明。

　ヴェルが図書館の調査をしているが、古代文字を読み解くのは難解らしく時間が掛かると言っていた。スキルや魔族についての情報も、そのうち分かるだろうな。

「あれ、まだ食べてなかったの？」

　貧民街に居たアリサとフローレンスが帰ってくる。

「あぁ、一応な」

「も、もしや妾を待っておったのか？」

「そうなるな。せっかくだ、一緒にと思ってな」

　フローレンスが「はわわ……」などと言い、萎れる。

「一緒の食卓で、笑顔に満ち溢れる子どもたち。妾とニグリス殿との……」

「何を想像しているんですかっ」

　フェルスが距離を詰めて胸を突き出し、両手に腰を当てる。

「ふんっ、妾とニグリス殿は結ばれると決まっておるのじゃ」

「か、勝手に決めないでください！」

　仲が良くなったかと思えば、この二人が喧嘩するのは健在か。

　そんなことで喧嘩をされても困るのだが……。

　アリサは先に食事を摘んでいてフェルスに首根っこを掴まれる。

「あっ、これイケるわ」

「アリサさんは座って食べてください！　行儀が悪いですよ！」

　フェルスがまるでお母さんみたいだな。

　心労が絶えなさそうだ。

　あとで甘やかしてやるか。

「な、何を騒いでいるんだ？」

　仲直りは終わったようで、アルテラと手を繋いで歩くジャンヌが来た。

　目元は泣き腫らした痕があり、俺の顔を見るとそっと視線を逸らした。

　……恥ずかしがられても困るんだが。

「あ、あまり見るな……っ」

「ふーん、あざといわね」

「あ、あざといとはなんだ！　そんなつもりではないぞ!?」

　衝撃を受けたのか、フェルスとフローレンスの声が重なる。

「「あざとい……っ!!」」

「わ、私の顔に何か付いているのか？」

　その場が凍てつくような感覚になる。

　新たな敵の出現。そんな面持ちでジャンヌが見られている。

「そういえば、聖剣はどうする。一応保管してあるが」

「……聖教会へ返そうと思う。エラッドに操られた私は聖騎士失格だ。アルテラのためにも、生きると決めたしな。心配しないでくれ」

「心配しないでくれ、か。そう言って一人でエラッドに立ち向かっていた奴が良く言う。放っておけるものか」

　少なくとも、貧民街であれば聖教会とてそう簡単に手出しはできない。

　厄介事に巻き込みたくない気持ちは嬉しいが、もう遅いんだ。

「……ニグリス、本当に変わった奴だな」

　感動的な雰囲気のはずなのに、ジャンヌを敵視する二人のせいで少し空気が悪い。

　グルルゥとシャー。

　……犬と猫が威嚇してる。

　するとアルテラが俺の傍まで駆け寄って、スカートの裾を握っていた。

　何かあるのだろうか。

「なんだ？」

「あ、あのね……ちゃんとしたお礼が思いつかなくて……だ、だから！」

　耳を傾けてやると、唐突に頬へ柔らかな唇が触れた。

　……可愛いお礼だな。

「「なっ!!」」

　伏兵現る。

　自分から率先して、何かしようとするアルテラが少しだけ誇らしくなった。

　軽く頭を撫でてやると、俺の膝の上に乗った。青髪が揺れて、柔らかく軽いクッションのようだ。

「あーっ!!　ニグリス殿の膝の上はダメじゃダメじゃ！」

「私も小さくなれば、可愛がってもらえるのでしょうか……？　もう一度呪いに掛かって魔力を封印すれば……」

　冗談だとは思うが、フェルスのは洒落にならない。

　冗談だよな……？

　アリサは相変わらず料理を摘んでいて、ジャンヌは微かに笑っていた。

　エラッドを倒し、貧民街はこれから大きく成長していく。

　俺の胸が熱くなっていく。

　役立たずと罵られ、無能だとパーティーを追放された俺に信頼できる仲間ができた。

　今だから分かる。

　最初にフェルスを救ったことが始まりだ。

　あの選択がなければ今の俺は居ない。

「フェルス……」

「どうかしましたか、ニグリス様」

　治癒師は人を癒やす仕事だ。だから人のために生きるのは当然かもしれない。

　でも、俺はその当然がとても尊く感じる。

　彼女たちと人生を歩めるのだから。

「いや何となく……ありがとうな」

　俺の居場所はここだ。心の底からそう思う。

「ニグリス様……？」

　俺は静かに目を瞑って、思い出す。

　きっと俺の幸せは、誰かの幸せに繋がっている。そう、エラッドとの戦いで気付いた。

　それって、凄く特別なことじゃないか？

　だから俺は、もう迷わず前を向いて生きていけるんだ。










あとがき




　初めまして、作者です。

　ニグリスの冒険はいかがだったでしょうか。少しでも楽しんで頂けたのなら幸いです。

　彼らを書き始めた当初はどういう物語にするか定まっておらず、手探りで書いておりました。フェルスやアリサたちを大事に、彼女たちの可愛さを伝えようと努力して、なんとか書き終わったことに安堵した記憶があります。

　書籍作業でも同じように、ヒロインたちの魅力を書ききったと自信を持って言うことができます。

　裏話として、実はジャンヌが操られる展開は本来なかったものです。当初のプロットではアルテラが操られ、ニグリスたちと敵対するプロットでした。没になってしまった理由はアルテラがあまりにも可哀想だったからです。

　今回、作者の初めての出版ということで、この場を借りてご購入いただいた読者と書籍作業に携わってくれた関係者の皆さんに深い感謝を申し上げます。

　作者がファンタジー小説をあまり書いたことが無く、ラブコメばかり書いてきたせいで設定面で大変苦労しました。設定が無限に湧いてくる作家さんを見ると羨望の視線を向けてますね。

　話は変わりますが、読者のみなさんにぜひ伝えたいなと思うことがあります。

　それはなんでも良いから続ける継続力です。

　私はお金が欲しいから、という理由で初めて筆を握って三年になります。

　書き始めて二週間で、とあることを悟りました。「あっこれ稼げない」です。当時はまだ学生でしたから、バイトをした方が圧倒的に稼げました。

　小説を書く才能もないと感じて、筆を折ることを何度も考えました。それでも諦めず……なんて輝かしい話ではありません。惰性で書いていました。惰性でも書き続けると経験値は積み重なりますから、三年も経てばある程度マシな作品は書けるようになっていました。

　大学の在学中に、就活で面接官にこう聞かれました。

「趣味はなんですか？」

　私はこう答えました。

「小説を書くことです」

　すると、面接官の方々に鼻で笑われたことを鮮明に覚えております。惰性でやっていても、プライドがあったのでしょう。そのことが悔しくて、絶対に成功してやると誓ったのがきっかけで、本気で小説に取り組むようになりました。

　きっかけと、惰性でも続けた経験値のお陰で私は今回の作品を書くことができました。

　読者のみなさんには、とりあえず続ける。そのことを知って欲しいのです。いつかきっと、役に立つ時が来ると思います。という自分語りを終えたところで、そろそろお別れです。

　彼らの続き、書けたらいいなと思っています。今後とも応援をよろしくお願いいたします！





昼ひる行あん燈どん
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